
安藤百福記念 自然体験活動指導者養成センター 

2016 年度 事業報告書

Asama Yatsugatake Panorama Trail

                                ―Mimakigahara

2
0
1
6
年
度
　
事

業

報

告

書



1 

「自然とのふれあいが 

 子どもたちの創造力を豊かにする」 

公益財団法人 安藤スポーツ・食文化振興財団 

理事長 安藤 宏基 

公益財団法人 安藤スポーツ･食文化振興財団は、創設者安藤百福が掲げた「食とス

ポーツは健康を支える両輪である」の理念のもとに、青少年の健全育成と食文化向上

のための事業を行っています。陸上競技の支援事業、独創的な基礎研究、食品開発、

ベンチャーなどを支援する食創会「安藤百福賞」表彰事業、発明記念館の運営 (大阪府

池田市と横浜みなとみらいの 2 ヶ所) のほか、1983 年の財団設立当初から、自然体験

活動の普及に取り組んでいます。

「トム･ソーヤースクール企画コンテスト」では、「自然体験は子どもたちの体力、

創造力、チャレンジ精神を育む」との考えに基づき、全国の学校や団体から自然体験

活動の企画案を公募、その実施を支援し、優秀な活動団体を表彰しています。また、

子どもたちの自然体験活動を推進するための人材育成や、アウトドア活動を普及する

ことを目的として、2010 年 5 月に「安藤百福記念 自然体験活動指導者養成センター」

（略称:安藤百福センター） を長野県小諸市に設立しました。 
この２つの事業に加え、子どもたちの自然体験の活動場所は、山、海、川や身近な

森林が中心で、どのフィールドでも「歩くこと」が基本であると考え、NPO 法人日本

ロングトレイル協会と連携し、ロングトレイルの普及・振興のためのお手伝いを行っ

ています。

2016 年から、新たな国民の祝日として「山の日」（8 月 11 日）が制定･施行されまし

た。私も微力ながら「全国山の日協議会」（谷垣禎一会長）の副会長として活動に参加

させていただいておりますが、「山の日」の施行が自然体験やロングトレイルのより一

層の普及に繋がることを期待しています。

今後とも引き続き、ご指導、ご鞭撻を賜りますようお願い申し上げます。
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ロングトレイルは次のステージへ 

 

ロングトレイルと歩く文化の創造 

 中村 達（安藤百福センター・センター長） 

 
 先日、ある山岳雑誌の編集長からメールが入った。「ロングトレイルという言葉は、

すっかり定着しましたね」 
 ロングトレイルという言葉が国内で知られるようになったのは、せいぜい 10 年ほど

だろうか。定着したといっても、意味が完全に理解されているかどうか自信はない。メ

ディアでは「長距離自然歩道」と解説しているところも多いが、ややニュアンスが異な

るように思う。 
直訳して「長い道」といっても、それはどのぐらいの長さなのか。踏破するのに必要

な日数は、と問われても答えに困るのが実際だ。そこで、踏破するのに最低でも数日は

かかり、距離にして 40～50km というところだろうか、と答えている。これは日本ロ

ングトレイル協会に加盟しているトレイルで、最も短いトレイルの長さである。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本ロングトレイル協会加盟トレイル 

特集 
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 私の知る限り、世界のトレイルで「ロング」を冠しているトレイルはほとんどない。

つまり「ロング」と称さなくとも、トレイルは「それなりの距離」があるのが常識なの

だろう。したがって、国内のロングトレイルとは概念であって、歩く人、つまり「ハイ

カー」がイメージしやすい便宜的なもの、と考えるとわかりやすい。 
 とはいえ、ロングトレイルを普及・振興するにあたって、気にかかることがあった。

ロングトレイルという単語が、第三者によって商標権が取られ、使用するのに制限がか

けられるのではないか。名称の使用に制限がかかると、ロングトレイルを広めるのは難

しい。しかし、名称の商標権取得にはそれなりの費用がかかり、手続きも素人には煩雑

だ。そこで、安藤財団と日清食品 HD に無理をお願いして、商標権を取得いただいた。

ただし、これは名称使用の占有権というより、ロングトレイルを普及させるために、誰

がどのように使用しても構わない、制限をかけないということが狙いである。お願いし

ておいて条件を付けるのは失礼な話ではあるが、この無理を聞いていただいた。 
 その結果、ロングトレイルという単語は、何の制限もなく自由に、誰もが使えるよう

になった。そのこともあって、言葉として定着しつつあると考えている。 
 
アウトドアズの基本は「歩く」 

 

さて、日本における自然体験とは、読書から登山や探検まで、その範囲を広く解釈し

ているところがある。これではよくわからない。英語の outdoors を教育的視点も加味

して翻訳すると、自然体験になるらしい。では、自然体験を英訳すると natural 
experience。これを再び日本語に翻訳すると、「自然な体験」である（excite 翻訳）。や

やニュアンスが違ってくる。本来は outdoors であって、自然体験という言葉は日本語

独特の言い回しのように思う。やはりその本質は outdoors そのものだろう。 
このアウトドアズの原点は「歩く」ことであると考える。運動の基本も「歩く」であ

り、すべてここから始まる。この国の地勢は、山岳丘陵地帯と海岸線で占められている

と言っても過言ではない。日本列島は縦に長く、亜熱帯から亜寒帯までの気候が分布し

て、多雨、高温、豪雪、寒冷などによって動物・植物、中でも植生は非常に豊かである。

山間部は急峻で、3000mを超える山脈と深い峡谷で構成されている。  
 歩くとこの地勢と豊かな植生を肌で感じることができる。風の音、鳥のさえずる声、

時には遠雷も。雲の流れや形状の変化も多彩で、高度を上げると、その変化は一段と増

す。 
そんな山岳地帯を友達や兄弟と助け合って登り、歩くことで、お互いの信頼感が増し、

友情も深まることを経験的に学ぶはずである。 
苦しい急峻な山道を、トレイルを、一歩一歩、前に足を踏み出して足跡をつけていく

のだ。山頂に立てば、トレイルのゴールに至れば、得も言われぬ感動と達成感が待って

いる。山頂から大地を俯瞰できる展望の素晴らしさは、一生涯忘れることはないであろ



6 
 

う。 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

読売新聞（2017.5.6） 

 
 一方で、例えば自然を歩くには、読図などの基礎知識が必要だ。また、事前の下調べ

や学習も大切で、目的とする山の、トレイルの情報を入手しておくことも忘れてはなら

ない。装備や携行する食料・燃料などの重量や消費量も計算して用意する。これらの準

備は、近郊のハイキングであっても、厳冬期の登山であっても、量や質の違いはあれ、

ストラテジーは変わらない。 
つまり、山を登る、トレイルを歩くというのは、テクニックや体力だけでなく、基礎

知識とともに、経験に裏打ちされた総合力が求められるわけだ。ただ、この総合力の獲

得は、終わりのない永遠の学習でもある。 
 

自然体験は「歩く」から始まる 

 
「人は旅に出ると学者になる……」と言われる。街中や職場ではただのオヤジが、旅に

出ると、目に映る風景を前に眠っていた好奇心を呼び覚まされ、「あの山の名前は……」

「この川はどこへ続く……」「この木の名前は……」「この花は……」と、学者のように

疑問や不思議に対して、好奇心旺盛な振る舞いが見られる。小諸市の懐古園で、島崎藤
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村の句碑を見れば、学生時代に読んだ『千曲川のスケッチ』や『破壊』を思い出し、帰

宅したらもう一度読んでみようと、その場では思うことだろう。 
 

 
学校のトレイル活用も始まった 釧路新聞（2017.5.9） 

 
 が、子どもたちにとって自然はさらなる不思議に満ち溢れ、発見と感動が連続してや

ってくる。教室や校庭、あるいは施設内だけでは得られない体験が、自然の中には必ず

ある。 
 
 日本の地勢は山岳丘陵地帯が約 70％を占める。歩けば山や丘に突き当たるのが特徴

だ。極論すれば、好き嫌いは別にして、アウトドアのフィールドは大半が山岳地帯であ

る。ロングトレイルも古道も、ほとんどこの山岳地帯にある。海岸沿いのトレイルも、

山地が直接海に落ち込んでいるところが多く、上り下りの急峻な地形となっている。 
 したがって、山岳部であれ海岸部であれ、そこを通るトレイルを長時間歩くにはそれ

なりの準備が必要となる。特に、トレイルの多くは山地に設けられているので、常に危

険が存在する。そのため、子どもたちや集団には、指導者による適切なガイディングが

要求される。また、万が一に備えてのレスキュー態勢の整備も、トレイル運営団体や地
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元関係者に求められる。 
 現在、トレイルも含めたガイディングには、（公社）日本山岳ガイド協会の認定ガイ

ド（山岳ガイド、登山ガイド、自然ガイドなど）が代表的な公的資格となっている。こ

の制度に基づいた、さらなるガイドの育成と資質の向上が課題である。特に、インバウ

ンドに対応できるガイドは非常に少なく、早急な人材育成が課題であり、この分野につ

いても安藤百福センターの役割は大きいと考える。 
 

   
   米国アパラチアン・トレイル近くの森で       イタリア・ドロミテ山中で学校のハイキング 

 
インバウンドとロングトレイル 

 
 現在、訪日外国人が急増している。観光庁によると東京オリンピック開催年には4,000
万人が目標だが、達成は十分可能とされている。外国人観光客は東京や京都から地方の

中核都市へと向かい、いまでは地方都市、そして自然豊かな田舎などへ足を向け始めた。

中でも欧米の旅行者はバックパックを背負い、山岳地帯を歩いている人も多い。上高地

などからのトレイルでは、そんな外国人バックパッカーやハイカーが、かなり目立つよ

うになった。  
 また、北アルプスの稜線でも欧米からのハイカーが増えてきた。「こんな美しい風景

は見たことがない」と感嘆の声が聞かれた。 
 同様に、各地のロングトレイルも、多くの外国人が歩き始めている。明治の初め、宣

教師ウェストンが槍ヶ岳などを登り、日本の山々を絶賛した。鉱山技師で冶金学者でも

あったガウランドは、「日本アルプス」と命名した。また、女性旅行家のイザベラ・バ

ードは東北地方を旅して、日本の美しさと、日本人の素晴らしさを『日本奥地紀行』に

著した。 
 このように、外国人に逆輸入されたかのように日本の自然を称賛されると、改めて私

たちはその素晴らしさを再認識し、自然に足を向けるのでは、と期待する。 
 外国人ハイカーがバックパックを背負い、ロングトレイルを旅してくれれば、日本の

風景も違って見えることになるだろう。 
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アウトドア・データの検証 

 
 ロングトレイルがブームだと言われているが、私はブームでロングトレイルができる

ものではないと考えている。なぜなら、ロングトレイルの開設は構想を練り、地域社会

の合意形成を図り、実際に整備と運用を行うまでには、最低でも 5 年程度の年月が必要

だからだ。その間、ブームに頼って作業を行っても、持続するのは難しい。 
 また、トレイルを整備するには、利用（参加）人口や潜在需要としてのアウトドア人

口を把握しておく必要がある。このトレイル利用人口とも呼べるものが、どの程度のマ

ーケットになるのか予測しておくことも重要である。 
 一方で、現在は空前のアウトドア・ブームとも言われている。周囲のモノを見ても、

デイパックは、当たり前のように老若男女を問わず肩に掛けている（ストラップスの長

さは別にして……）。ダウンウェアは、かつては高価なもので、ヒマラヤ登山隊や極地

探検隊だけに着用が許されたような装備品だったが、いまや誰でも 1 つや 2 つは持つ日

常着となっている。防水透湿素材が採用されたパーカーなどは、スーパーでも売られて

いるし、レインウェアとしても非常にリーズナブルな商品となった。 
 また、アウトドア・ファッションなどというジャンルもできて、ファッション誌でも

特集が組まれている。 
 一方で、健康志向を背景にしたウォーキング・ブームでは、ウォーキング・シューズ

がよく売れている。ウォーキング・シューズやトレッキング・シューズを履いて、バッ

クパックの中には、リーズナブルになった防水透湿素材のパーカーが入っている。また、

昨今ではストックを使ったノルディック・ウォーキングや、ダブル・ストックのウォー

カーも街角で見かけるようになった。 
 では、これらの参加人口はどの程度なのだろう。日本百名山登山が人気で、全山踏破

を目指して登っている「登山者」も数多く存在する。しかし「登山」とはどのようなア

クティビティなのかの定義さえ、いまだ定まっているようには思えない。夏の富士「登

山」と厳冬期の「登山」は、全くの別物である。高尾山は関東地域では人気の山だが、

登山ではなく、事実上はハイキングだろう。もっとも、高尾山登山の方が、語呂はいい。

ただ、これら参加人口を一括りにして「登山人口」と称しているのが、果たして正しい

実態を表しているか、疑問である。このことが、正確な参加人口を分かりにくくしてい

る要因だと思う。 
唯一「レジャー白書」のデータがよりどころだが、散歩、ピクニック、ハイキング、

トレッキング、登山などの定義は判然としない。ましてトレイル人口などの推計は、い

まだなされていない。 
 米国では「outdoors は国是」とも言われているように、アウトドア・データは詳細

に分析されており、アクティビティの定義と参加人口などが的確に分類されている。例

えば、登山は Climbing に分類され、Traditional,Ice,Mountaineering と補足している。
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ちなみに参加人口は約 160 万人。Backpacking は約 700 万人で、Hiking が約 3,450 万

人である。日本で知られている登山人口はおよそ 800 万人で、米国よりはるかに大き

い。これは登山とは何か、ハイキングとは……などの定義がなされないまま、今日に至

ったからであろう。 
日本のアウトドアズはようやく社会に広がり、日常性を持ち始めたと考える。これま

では、一部の特殊なアクティビティと認識され、この分野のマーケットにさほど関心は

示されなかったように見える。ありていに言えば、さほど魅力のあるマーケットには見

えなかったということだろう。 
 そんな中で、ファスト・ファッションをはじめとする様々な産業が、アウトドア・

レジャー分野へのエントリーを模索し始め、「アーバン・アウトドアライフ」にもリア

リティが見えてきた。アウトドアズのトレンド、若者たちのアウトドア動向などは、特

にこの分野に参入しようとする産業にとっても、大変有用なデータになると思う。 
そして何よりも、アウトドアズや自然とともにある暮らしを、私たちのライフスタイ

ルの一つにしたり、子どもたちの自然体験活動を促進するには、確かなデータに裏打ち

された展開が必要である。「歩く文化の創造」への道程には、絶対条件であろう。 
 

日本のロングトレイルから世界のロングトレイルへ 

 
 昨年 10 月、鳥取県で WTC（World Trails Conference）が開催された。わが国では

初めてのトレイルの国際会議で、世界 19 ヶ国・地域から約 200 名の参加があった。欧

米の主要トレイルはもちろん、南アフリカ、パナマ、香港、トルコ、ギリシャなど各地

で多くのロングトレイルが整備されていて、そのプレゼンテーションが行われた。多く

のトレイルは、整備されて 10 年そこそこと、国内の多くのトレイルと大きな違いはな

かった。整備の目的は大半が観光であり、地域の活性化であった。同時に子どもたちの

体験の場というのも、目的の一つにしていた。 
 また、誘客のための「マーケティング」が共通の課題であり、その戦略をいかに行う

かに高い関心が集まった。国内のトレイルでもマーケティングは話題にはなるが、これ

ほど盛り上がることはないと言っていいだろう。 
インバウンドを想定したロングトレイル・マーケティングは、国内のトレイルでも大

きな課題になる。国際的な視点でロングトレイルの誘客とサービス・システムをどう構

築するか、その考察は安藤百福センターでも必要な作業である。 
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国内には日本ロングトレイル協会加盟の 18 のロングトレイルがあり、未加盟や現在

構想中のものなどを合わせると、40～50 トレイルになると推計している。これらのト

レイルの利用が進み、子どもたちの自然体験のステージとして、さらにはインバウンド

の受け入れ先として機能することが求められよう。

ロングトレイルは単に一本の「長い道」ではなく、その道に多様な自然と歴史、そし

てそこに住む人々の暮らしがある。自然、教育、癒し、健康、アクティビティ、冒険、

調査、踏破、登頂、食べる、寝る、など多彩なコンテンツが存在する。そのコンテンツ

が、歩く人それぞれの物語として記憶されることを願ってやまない。

「山道は、思えば不可思議な道である。人の心が、なにをこれに求めようとしたのか、朧

気ながら解るように思われる。そうした不思議さを意識せずとも、山の道を辿る時、人の

心は、この不思議な力に強く支配されているに違いない。」

浦松 佐美太郎『たった一人の山』より
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「人間は考える脚である」 

節田 重節（日本ロングトレイル協会会長） 

歩くことにより「何か」が見えてくる 

近年、全国的にトレイル・ウォーキングが盛んである。

天気は持つだろうか、この花は、この木は何という名前だろうか等々……。

 一方この国は、経済的成長や暮らしの便利さを求めて、ひたすら上を目指してきた。

ところが、そのような表面的な豊かさや便利さを享受できる反面、内面的には何かを失

ったような、物足りなさを感じている人々が多いのではなかろうか。

このような状況の中、10 年ほど前から「ロングトレイル・ウォーク」が注目されて

いる。古来、「四国八十八ヶ所遍路」や「お伊勢参り」を持ち出すまでもなく、日本に

は「歩く文化」が連綿と生き続けてきた。もちろん、交通手段が未発達という時代的背

景もあるが、「歩く、見る、聞く、食べる」旅の中で、人々はいろいろな体験をし、大

いに楽しんできたことであろう。その歴史的延長線上に「東海自然歩道」があり、その

ような DNA が近年のロングトレイルの誕生に繋がっていると思う。 
私たち日本ロングトレイル協会には現在、北は北海道・北根室から南は九州・国東半

島まで、18 トレイルが加盟している。そのほか、事情により未加盟だが既存のトレイ

さらに、 「第  4 次登山ブーム」とも言われており、これらトレイル・ハイカーたちを

含め、特に登山人口の底辺が大きく拡大している。人々の「自然志向」や「健康志向」

の表れであり、歩くことの大切さ、面白さを人々が改めて実感したということであろう。

真に好ましい傾向で、永年、アウトドアズマンたちが提唱してきたこのようなライフス

タイルがやっと浸透してきたか、と感慨深いものがある。

「歩く」という行為は人間にとって最も基本的で、プリミティブな行動であるが、単調

な割には奥が深い。機械的な移動手段に頼らないで歩くスピードは、物を見て、感じ、

味わうのに最適なペースと言えるのではないだろうか。また、「無心で歩く」などとい

うものの、実際には、人間は歩きながら何かしら考えている。すなわち、頭だけでなく、

脚でも考えているのである。

京都・東山の麓にある琵琶湖疎水沿いの小道を「哲学の道」と言う。四季を通じて人

気の散歩道で、京都学派の哲学者・西田幾太郎や田邊元らが好んで散策し、思索を巡ら

せたと言われることから命名されたものである。哲学的な思索とは言わないまでも、例

えば登山者が山を歩いているとき、一歩一歩山道を踏みしめながら、苦しい息遣いの中

で、それでも「何か」を考えている。どれぐらい歩いただろうか、このぐらいのペース

で山小屋に着けるだろうか、皆の体調はどうだろうか、雲が厚くなり風が出てきたが、
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ルがいくつかあり、さらに計画・準備中のトレイルも加えると、40～50 トレイルにな

るのではなかろうか。これら各トレイル間の交流や情報交換の場として協会が機能して

おり、安藤スポーツ‧食文化振興財団のご厚意により、2015 年からその事務局を長野県

小諸市の当センターに置かせていただいている。 
  
ロングトレイル・ハイカーの聖地に 

 

 当センターは創設 7 年目になる本年、センター長の交代とともに、これまでの事業方

針を全面的に見直している。「アウトドアズを通じた豊かなライフスタイルの構築」を

旗印に、国内で唯一のアウトドアズ総合センターを目指していくことになった。従来の

自然体験活動における指導者の養成を含めて、アウトドアズ全般にウイングを広げ、こ

の分野の振興・教育・啓蒙活動を行い、センターの利用促進を図るという。 
 その中でメインテーマとなるのがロングトレイルの振興である。当センターと日本ロ

ングトレイル協会が連動し、「ロングトレイルハイカー入門講座」などのイベントを通

じて、ロングトレイルの普及促進を図ると同時に、青少年教育や国民の健康づくりに繋

がる「歩く文化」や「歩く旅の文化」の醸成を推進していく方針である。また、2020
年の東京オリンピックを念頭に、インバウンド対応や安全対策にも力を入れていく心積

もりである。そのため、例年 2 月に開かれている「第 5 回ロングトレイルシンポジウム」

はグローバルな内容とし、海外からもトレイル関係者を招請する予定である。 
 言うまでもなく、アウトドアズの基本は歩くことである。登山を中心として、自然の

中で遊ぶということは、あえて「インコンビニエンス（不便）な空間と時間に身を置く」

ということであろう。その世界における移動手段は、基本的には「歩き」である。アウ

トドアズ全般にウイングを広げた当センターの活動の中に、「歩く文化」を啓蒙するロ

ングトレイルをメインテーマとして据えた所以は、そこにあると言える。 
 作家・新田次郎の次男で、数学者である藤原正彦氏の講演を聞いたことがある。言う

までもなく、藤原さんは『若き数学者のアメリカ』でデビューし、『国家の品格』とい

うベストセラーを生んだ人物である。 
 その藤原さんが「小学生のときは、算数や理科は後回しでいい。ましてや英語を授業

に採り入れるなんて、ナンセンスだ。まずは国語をきっちり学ばせなさい。算数や理科

の問題を解くにも、日本語が理解できなかったら問題外だから」とお話しされた。アメ

リカやイギリスに留学したこともある数学者の藤原さんが、である。すなわち、すべて

のアウトドア活動の基本は「歩くこと」であり、この基本的な運動をしっかりマスター

しない限り次の展開はない、という話に通じるエピソードである。 
 リスタート・ラインに立った 7 年目の当センターが、日本のアウトドアズの中心とな

り、ロングトレイル・ハイカーが全国から集まってくる「聖地」となっていく日が近い

ことを期待したい。 
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第 4 回ロングトレイルシンポジウム 

 
【主  催】特定非営利活動法人 日本ロングトレイル協会 
【共  催】公益財団法人 安藤スポーツ･食文化振興財団（略称：安藤財団） 

安藤百福記念 自然体験活動指導者養成センター（略称：安藤百福センター） 
【後  援】環境省、観光庁、長野県、長野県教育委員会、小諸市、小諸市教育委員会 

一般財団法人 全国山の日協議会 
【特別協賛】ミズノ株式会社 
【日  時】2017 年 2 月 25 日（土）13:30～17:30 
【会  場】安藤百福センター 
 
司会：木村 宏（日本ロングトレイル協会常務理事、信越トレイルクラブ理事、 

北海道大学特任教授） 
進行：村田 浩道（日本ロングトレイル協会理事・事務局長、 

高島トレイルクラブ代表理事） 
 
■ご挨拶  

中村 達 （日本ロングトレイル協会代表理事、 
安藤百福センター・センター長、 
全国山の日協議会常務理事ほか） 

 
ようこそ、安藤百福センターにおいでいただきました。ここは

安藤スポーツ‧食文化振興財団がお造りになった建物です。アウ

トドアや自然体験全般を日本に普及させていきましょうという

ことで、造っていただきました。その中で、アウトドア文化をしっかり根付かせていこ

うということで、ロングトレイルに多大なるご支援をいただいております。日本ロング

トレイル協会は、バックパッカーで作家の故加藤則芳氏と私が、トレイル仲間のクラブ

を作ったらいいよね、と言ってできたのが 2011 年でございます。一昨年、NPO 法人

になりまして、安藤財団さんにお願いして事務局を移し、日本のトレイルの情報発信・

集約の場所にしましょうということで、活動しております。 
 本日は長野県の阿部知事、伊那市の白鳥市長、小諸市の小泉市長、それから全国から

多数の方に参加をいただいております。ロングトレイル協会の活動の一つが、こうした

シンポジウムです。今年で 4 回目になります。それから全国の各トレイルでフォーラム

を行っており、15 回を数えるまでになりました。昨年は鳥取県の山陰海岸ジオパーク

トレイル、北海道の北根室ランチウェイ、金沢トレイルでも行いました。そこでも多数
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の方に参加いただきまして、市民の方が、あるいは地域の方が、ロングトレイルとは何

かということを理解してもらうために開催しています。 
 では、ロングトレイルはどうなっていくのだろう、どうしたらいいのか、ということ

を皆で考えましょうというのが、このシンポジウムでございます。 
 今回はそういう趣旨ですが、安藤財団さんの方から多大な資金をいただいております

ので、いつも聞かれるんです。ロングトレイルとチキンラーメンってどう関係があるの、

と言われるんです。いや、そういうことでやっているのではないので、それではこの際、

安藤財団の理事長にしっかり説明してもらうのが分かりやすいよね、となりまして、も

う一度皆さんにご理解いただきたいということでございます。  
 それから日本のトレイルは、どちらかと言いますと海外のトレイルを参考にしていま

す。アメリカのトレイル、ヨーロッパのトレイル、あるいはアフリカのトレイル、中南

米のトレイルとか、そういったものがどうもイメージにある。でも日本には、考えてみ

れば 1200 年以上のトレイル、歩く道の歴史があるんですね。信仰の道です。そうする

と、これは修行者、修験者に直接聞いた方がいいだろうということで、比叡山延暦寺の

大僧正にご連絡しました。そうしたら「私より阿闍梨さんの方がいいよ」「えっ、阿闍

梨さんって生き仏さんじゃないですか、来てもらえるんですか」「行ってもらいます」

と。去年の暮れに比叡山の坂本の塔頭で、今日おいでいただきます藤波源信さんにお願

いして、快くお引き受けいただきました。ありがとうございました。それで信仰の道と

はなんだろうと、少し考えてみたい。おそらく、トレイルをテーマにしたシンポジウム

とかフォーラムの中で、こういう機会は多分、日本で初めてではないかなと思います。 
 それに、日本で初めてロングトレイルを作られた信越トレイルクラブ代表の小山さん

に来ていただいて、そこに私どもの会長の節田が一緒に加わる。そのコーディネーター

を山と溪谷社（以下、ヤマケイ）編集者の神長さんにお願いしました。それから、全国

には自然歩道がたくさんあります。これを繋ぐと結構長くなるんです。整備されている

のは環境省です。その担当課長に今日おいでいただきました。さらに、大阪には長さ

40km ぐらいなんですが、ダイヤモンドトレールがあるんです。100 万人が歩くトレイ

ルらしいです。大阪からその室長においでいただきました。もう 1 つが去年、鳥取県で

WTC（ワールドトレイルズカンファレンス）がありました。鳥取県って砂丘と大山
だ い せ ん

し

かないんじゃないかと思っていたんですけれども、ロングトレイルをやります、と。カ

ンファレンスには世界中の 19 の国と地域から、ざっと 200 人がお越しになりました。

あの鳥取県に世界中からトレイルの関係者が集まって、正直びっくりしました。半信半

疑で行ったんですけど、すごいまともなシンポジウムでございました。その担当の方に

おいでいただきました。 
 こうした構成で第 4 回のシンポジウムを始めていきたいと思います。最後までどうぞ

よろしくお願いいたします。ありがとうございました。 
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■記念講演「安藤財団がロングトレイルを支援する理由」 
 安藤 宏基（公益財団法人 安藤スポーツ･食文化振興財団理事長、 

日清食品ホールディングス株式会社 代表取締役 
社長・CEO） 

 
安藤財団の理事長を務めております安藤と申します。日清食品

創業者である安藤百福が、今から 34 年前に財団を設立しました。特に自然体験につき

まして、創業者は大変興味を持っておりまして、それを私が引き継ぐということで行っ

ております。  
財団ではいくつかの活動を行っていますが、まず陸上競技の支援がございます。小学

生陸上競技交流大会といいまして、都道府県の予選を勝ち抜いた小学 5 年生と 6 年生が

集まって全国大会を行うということで、全国の小学生 16 万人が参加している競技大会

です。次に支援しているクロスカントリー研修大会は、トラックと違ってちょっとした

アップダウンがあるところで行います。それから新たに「グローバルチャレンジプロジ

ェクト」を始めました。選手が初めてオリンピックの中で外国人選手と交じって戦うの

では、心の準備ができていないので、びびってしまうこともあるんですね。そのために

海外へ武者修行に行かせるということで、このチャレンジプロジェクトを行っておりま

す。その他に、松岡修造さんが指導する、テニスの男子トップジュニア育成の後援も行

っています。 
 そして、自然体験活動支援事業。これに今一番力を入れています。「トム･ソーヤース

クール企画コンテスト」は、全応募から 50 団体を選考して表彰するというコンテスト

です。10 万円という小さな金額ですけれども、支援金を贈呈させていただきます。そ

の中から最優秀賞として、文部科学大臣賞あるいは安藤百福賞というような表彰をさせ

ていただいております。このコンテストは 2002 年から始まりましたので、15 年を経て、

なかなかいいプログラムが出てきております。これまでの応募総数は 2,360 団体で、支

援団体が 670 団体という形で年々応募が広がってきております。 
自然体験活動には、無人島体験というものがございます。私はこれが大好きでして、

自活力を養うには無人島が一番ということで、日清食品の社員研修で実施しております。

自活できるということを自分で確認できるというのは、大変重要なんです。ですから有

事のとき、問題が起きたときに慌てないという点でも、やはり自然の中で自分だけでも

生きていけるという体験をするというのは、大変貴重なことだと私も感じており、社員

にも体験させております。 
次に、安藤百福センターの指導者養成ですが、これは実際のところ思うようにいって

いないというのが現状でございます。大変難しい問題でございます。指導者を育成する

ことはできますが、指導者がちゃんとビジネスとして食べていけるかというと、難しい

世界です。旅行の添乗員や山岳ガイドの方が、ビジネスとして現実引く手数多
あ ま た

のところ



もあろうかと思うんですが、自然体験だけで、というのはちょっと難しい。どうするか

ということを検討しているところでございます。

 ここの場所に短いコースですけれども、浅間‧八ヶ岳パノラマトレイルを作っており

まして、またその延伸も考えております。こういう中で、ロングトレイルシンポジウム

につきましては、もう第 4 回目の開催で、今やはりロングトレイルは一番トレンディだ

と思います。これは自然に接することについての願望が非常に多くあるからです。ロン

グトレイルは非常にいいものだ、と私は思っております。

その中で中村代表理事は、将来、日本に総距離延べ 5,000km のトレイルを計画した

いと言っておられます。現状では 2,000km の距離だそうです。日本中にきめ細かいネ

ットワークができるということで、日本人がどこでも好きなところに歩いて行けるとい

うことですね。それも安全に。どこの国でも危ないところだらけで、行けない国が多い

んです。日本自体が今、世界の中で最も安心して旅行することができる国になっている。

但し、地震と津波は本当に恐ろしいですね。地震は起きるという前提で建築基準も厳し

いし、そういう中で地震が起きたときに、最もミニマイズする方法を我々は考えてきて

おります。ですから、建物にしても耐震用の建物では日本は世界一。個人住宅まで徹底

してできているという、こんな国は他にないと思うんですね。津波につきましても、大

変なことが起きましたけれども、これからこれだけの被害にならないように、経験の中

から対策を講じていくことによって、もし防ぐことができるとするなら、日本ほど安心

な国はないなと思っております。そういう日本で、どこに行っても問題にならないよう

にするということで、皆さま方はロングトレイルを造ることに大変な苦労をしておられ

ると思います。私はその中で、安全性をどう確保していていくかということを、裏方で

コツコツやっていこうと考えているわけです。

その中で、これまで私どもが協力させていただいたことを申し上げます。まずはホー

ムページです。皆さん方の情報をファイリングしていく役割が、この安藤百福センター

であるということ。それからロングトレイルに関する商標登録や協会のロゴの作成。こ

れは皆さん方が自由に使っていただけるマークでございます。ただ、変なところに使わ

れたら困るので、商標登録だけは財団の方でさせていただいております。本当に自由に、

無償で使っていただくということが基本でございます。

 今後は、安全性を考えまして、ロングトレイルの中の道標を「スマート道標」という

形で組み込んでいきたいと思っております。この仕組みは通過型オートマティックアク

セスという、 ETC と同じで、スマホ対応の道標のところを通過したときに情報が自動

的に入ります。通ったときに入山・下山の記録を自動的に残すことができる仕組みです。

今この制度を進めております。これを私どもだけで考えるのはちょっと無理でございま

して、監督官庁と相談しながら導入していくことが、最も安全につながるのではないか

ということで進めております。スカパーJSATさんの山岳Wi-fiなどいろいろありますけ

れども、そういうところのご協力も得なければいけないと思っています。

17 
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そういう中、日本中で皆さん方がお造りになってるトレイルの道標をうまく設置し、

いろいろ自分の身を守らなければいかんというときには、有料ということもあり得ると

いうこともお考えになるのもいいと思います。もちろんここには、トイレやホテルとい

った設備も、皆さん方の中にいくつもあると思います。そういう情報をスマホの中に出

せるという方法を今後とも考えていけば、自らアクセスしなくても、逆に通ったときに

出てくるというのは大変便利だと思っております。そういう仕組みをいろいろと、イン

フカムの今社長と詰めている最中でございます。もちろん、監督官庁にもご協力いただ

きまして、皆さん方と一緒に進めていきたいと思っております。どうぞ、これからご利

用いただければありがたいと思っております。 
 それから先ほど申し上げましたとおり、私が一番考えておりますのは「歩く文化」の

醸成というもののお手伝いをしたい、ということです。なぜそうなのかと言えば、創業

者は食ばかりではなく、重要なのはスポーツだと、歩くことだということをすごく言っ

ておりました。ともかくその当時、財団を創ったときというのは非行少年がいっぱいい

まして、食べるだけで、テレビゲームばかりやっていたんですね。あんまりいいこと考

えなくて、非行少年化していったのを見てきましてね。やはりスポーツせにゃいかんと、

もう歩け歩けということでうるさく言っておりました。 
 これは「歩育」ということです。その前に「食育」というのもありました。創業者は

食育もうるさく言っておりましたけれども、その後に歩育だと。「保育」園だと僕は間

違えていました。それをコツコツと実行させていただいております。 
 そういう中で「歩く文化」の醸成というのをぜひともやっていきたい。日本は最も安

心・安全な国なのだということを、どうしても創り上げたいと思っております。安倍総

理ももちろんそうでしょうけれど、長野県阿部知事もそうだと思うんです。やはり一番

安全な国なんだ、と。どこに行っても大丈夫なんだ、と。低体温症とかですね、死亡事

故に繋がってしまうことはありますけれども、そういうのも情報化の中でなんとか防い

でいくことができるでしょうしね。あらゆる災害についても、どういうことが起きる可

能性があるのかを発信できれば、安心・安全なトレイルができると私は思っております。

逆に考えますと、世界中で安全な国はどこかと考えたら、私は日本だと思うんですね。

日本が一番それに近いところにある、と思っております。大変素晴らしい国において、

こういうようなことを下支えできればということで、私は一歩一歩させていただくつも

りでございます。 
 各々のトレイルの PR もすごいでしょうし、パンフレットはますます分厚くなるので

しょうけれども、やはり情報化の時代ですから、これはアピール合戦で一番いいところ

が一番多くの人を集めるということでいいと思います。そういう点で、小諸に安藤百福

センターを構えておりまして、情報のセンターとして皆さん方にご利用いただければ、

大変ありがたいと思っております。 
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■鼎談 「信仰の道と現代のロングトレイルを語る」 
藤波 源信（比叡山延暦寺 大行満 比叡山千日回峰行者 大阿闍梨） 
小山 邦武（信越トレイルクラブ代表理事、元長野県飯山市長） 
節田 重節（日本ロングトレイル協会会長、元日本山岳会副会長、 

 明治大学山岳部 OB会会長、植村記念財団理事ほか） 
コーディネーター 神長 幹雄（編集者、元『山と溪谷』編集長） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
〇神長：皆さん、こんにちは。山と溪谷社の神長と申します。よろしくお願いします。

「信仰の道と現代のロングトレイル」ということで、鼎談を始めさせていただきます。 
かなり大きなテーマですので、信仰の道と現代のロングトレイルというと考えちゃう

んですけれども、やはり今日は藤波さんがいらっしゃっていますので、ある面では中心

に伺いながら、歩くということがどんなに素晴らしいことなのか、もしくは現代の信仰

の道とどういうふうに繋がってくるのか、ということを含めて、お話を伺っていきたい

と思います。 
 それでは、自己紹介を兼ねて簡単に自分のやられてきたことからお話をしていただき

たいと思います。早速ですけど藤波さんに、千日回峰満行とはどういうことなのか、そ

れから歩くということとどういうふうに繋がってくるのか、お話いただけたらと思いま

す。 
〇藤波：こんにちは。滋賀県の比叡山からお招きいただきました藤波源信といいます。

このたび依頼を受けたのは、修行のことを話してくれと言われまして、こちらまでお招

きいただいたわけでございます。修行というのは、皆さんには苛酷とか辛いとかいう思

いがあるかもしれませんが、実際修行をしているとか、歩いている人間にとってはそう

苛酷という思いで歩いているわけではありません。なぜかと言うと、苛酷だったら長く
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続かないからです。大体修行というのは、1000 年以上前から比叡山で行われていまし

て、それが脈々と伝わり現在に至っているわけでございます。もしそれが苛酷というの

であれば、もう途絶えているかなと思っております。本人にとっては、毎日歩くのを楽

しみながら行っておりますので続いているわけですし、終わった後も、やはり歩くこと

は忘れずにいるわけでございます。 
 この千日行は大変歴史がございまして、それが続いている所以が、やはり歩くことの

楽しみを見い出したからこそ続いているのかなと思っております。太古の昔から皆さん

歩いているわけですので、それにこのような「トレイル」という名前を付けたのかなと、

昔の人としては、何事かなという思いがあるかと思います。歩くことが生活ですし、生

きるということですので。歩くということを、ただ修行に体系化したのが比叡山の回峰

行ということになるのかなと思います。 
 回峰行というのはどういうものか。メディアで存じている方もおられますし、また初

めて聞くという方もおられると思います。歴史としては宗教の修行の 1 つとして始めら

れまして、これが体系化されたものでございます。昔は多分千日行という名前はなかっ

たと思います。それがいつの間にか続けるということで、千日行と呼ばれたのではない

かと思っております。そして、この修行は今ほとんど確立されておりまして、千日行と

いうのをよく皆さん 3 年で修行が終わると思われがちですが、そうじゃなくて、7 年間

で修行を終えなさいと、現在はなっております。それぞれ 7 年間といいますと、じゃあ、

どういうふうになっているのか。1 年目、2 年目、3 年目は年間 100 日の歩き。4 年目

になりますと 200 日間、5 年目になりますと 200 日間、6 年目が 100 日間、最後に 7
年目が 200 日間というふうに、年間ずっと歩くのではなくて、100 日または 200 日歩

く行でございます。そして、7 年目に初めて千日行を満行したという、ひとくくりがつ

いておるわけです。そして、やはり修行ですので、だんだんとそれぞれの修行のレベル

も変わっていくわけです。最初から最後まで同じじゃなくって、徐々に修行の厳しさが

増していく。なんで修行の厳しさが増すかというと、最初のうちは 20km ちょっと歩い

ているわけですが、次には 20km で 100 日間、そして、また次に 4 年目になりますと

20km が 200 日間と、長い時間を歩かなければいけない。そして、次に 6 年目になりま

すと、また距離が延びまして大体 40km 歩かなくてはいけない。そして、最後に 7 年目

のときには、1 日 60km 以上歩かなくてはいけない。距離を歩かなくてはいけないと大

変かなと思いますが、体力も徐々についているわけですよね。皆さん最初歩いたときと

現在歩けるのと、やはり体力的にも変わっていると思います。この修行も徐々に体力が

増していって、長い距離が歩けるというわけでございます。皆さんが考えているものと

は相当違うものだと思っております。 
そして、7 年目に終わるわけですが、比叡山の修行の特徴の 1 つとして面白いのが、

千日と書いてありますが、千日実際歩いていないわけです。最後の 25 日を歩かずに、

975 日しか歩かないんです。それでは、25 日歩いていないから千日行というのはおか
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しいんじゃないかと思われますが、そこがこの修行の奥深いところで、後の 25 日は一

生かけて歩くこと、修行することを続けなさいということで、この千日行は面白いな、

と現在も感じているわけです。 
〇神長：ありがとうございます。続きまして小山邦武さん。信越トレイルクラブの代表

理事ということで、そもそも立ち上げから現在のような形まで創り上げた方です。長野

県の飯山市長をやられていまして、北海道大学の卒業生でもあります。それでは、小山

さんの方から自己紹介を兼ねて、その思いをお話しいただけたらと思います。 
〇小山：皆さん、こんにちは。飯山から来ました小山と申します。私の生まれは小諸で

して、今も私どもの生まれた家は事業をやっておりますので、私もその手伝いをやりな

がら飯山に住んで、山歩きを少し楽しんでいるというところでございます。私は、藤波

さんのお話だけで今日終わればいいな、と思っているぐらい興味のあるお話でした。そ

の中で、私のは大変俗っぽい話が出てくるかと思いますけれども、若干お聞きいただけ

れば、と思います。 
私は小諸で生まれて、動物が大変好きだったものですから、北海道に行って畜産を学

びました。しばらく大学で教えていたんですけれども、小さいときからの夢を捨てがた

く、飯山へ酪農業を営むために I ターンをしたということで、今も飯山に住んでおりま

す。22 年間酪農をやっておりまして、その間、牛の放牧をしておりますと、裏山が関田
せ き た

の山なんですね。この 1000m ぐらいの山並みを何か活かせればいいな、と思いながら

牛の放牧をしていたということでございます。 
 ひょんなことから飯山市長にということで、行政に関わるようになったわけですけれ

ども、私が行政の長になって一番大事だと思ったのは、飯山はあまり荒れていない地域

なんですね。昔のものがずっとそのままで残っている。このままじゃいけないんじゃな

いか、という意見もたくさんあるんですけれども、このままがまた評価される時代も必

ずくる、というような思いで今に至っております。ただ、非常に矛盾するようなことな

んですけれども、先輩たちがなんとか新幹線を飯山の駅に停めようという思いで運動を

続けてこられたものを引き継いで、「飯山に新幹線を」という旗印を掲げているのも事

実でした。ですから、非常に超スピードと超スローで歩くと、これは相反するようなこ

となんですけれども、今の時代にあっては、そういうことも許されるのかなと思ってお

ります。幸いに今、飯山に新幹線が来ております。 
 私がかつて市長のときに夢見たこのトレイル。「トレイル」なんて言葉は知らなかっ

たんですね。なんとか活かしたいなと思いまして、そんな私が退任する 2 年ほど前、当

時、建設省から広域的な事業は何かないだろうかという相談を受けました。私が自分で

温めていたこの関田の山を活かせれば、新潟県と長野県の広域的な事業になるなという

ことで、その準備の委員会を立ち上げたわけであります。ちょうど 2000 年ごろでした。

今思い返してみて、私どものトレイルが今も持続して皆さんに大変利用されているとい

うのは、最初の 2 年間ぐらい事業をせずに、むしろ自然の調査を緻密にいたしました。
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このことがベースになっておりまして、基本的には、途中から加藤則芳さんの精神を活

かしていこう、と。「自然に負荷をかけないトレイルならば俺は手伝うぞ」と加藤さん

がおっしゃってくださいましたから、それを守らなくちゃいけないということで、重機

は一切使わないで、使っても鉈とチェーンソーぐらいでした。いろいろな行政の方のお

力もいただいて、特に林野庁の営林署の力が大変大きかったわけですけれども、そうい

うお手伝いをいただきながら地域の皆さんと手を取り合って創ったのが、信越トレイル

でありました。最初の 2 年間のこの調査というものが大変有効だったというのは、オー

プンになりましてから毎年、どの程度自然状況が変わったか、また調査をしてそれを検

討委員会にかけて「これはちょっとまずいぞ。この道は使わないで、もうちょっと遠回

りした方がいいよ」というような指導をいただきながら維持してきたということであり

ます。 
 今思い返してみますと、やはり私はただ旗を振っただけで、一生懸命汗を流してくれ

た木村宏君がそうなんですけれども、その人材を得たことで、今日があるなという思い

であります。ですから、やはり仕事をするなら、何でもそうなんですけれども、人を得

るというのは大変大事だな、と思っております。 
 それからもう 1 つは、信越トレイルに NPO をつくるときに、どういう精神でトレイ

ルをつくるかということを核に、ルールづくりだとかトレイルの憲章みたいなことをま

とめました。それを守り、はみ出すようなことはしないでおこうということで、あくま

でも自然と人間が持続的に関わっていけるようにしていきたいな、ということが基本に

ございます。 
〇神長：ありがとうございました。小山さんにもまた後でゆっくりいろいろな想いをお

聞かせいただけたらと思います。では、3 番目なんですけれども節田重節さん。ヤマケ

イの大先輩です。節田さんは日本ロングトレイル協会の会長でもありますし、明治大学

山岳部の OB 会の会長でもございます。植村記念財団の理事もやってらっしゃいますの

で、ぜひ、ご自分のそもそもロングトレイルとの関わりを含めて、お話しいただければ

と思います。 
〇節田：皆さん、こんにちは。今日はたくさんの方にお集まりいただきまして、ありが

とうございます。会長として御礼申し上げます。自己紹介を改めてするのはちょっと照

れくさいんですが、明治大学に入りまして、一応法学部卒業なのんですが、ほとんど授

業には出ておりません。自慢ではありませんが、年間 120 日は山で「修行」しており

ました。そんな状態で 4 年間過ごしましたので、就職できたのはヤマケイしかなかった

かと思います。1966 年ですから、ちょうど 50 年前に入社しております。 
 たまたま最初に配属されたのが『HIKER』という雑誌の編集部でした。ハイカーと

は、要するにハイキングをする人ですね。ヤマケイの姉妹誌みたいな形で、ハイキング

とか歩く旅を特集するような雑誌でした。そのころ、今日、環境省さんがいらっしゃっ

てますが、1969 年に東海自然歩道の構想が発表されました。これは当時、厚生省の国
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立公園部に大井道夫さんという方がいらっしゃいまして、私どももよく原稿を書いてい

ただいたりしていたんですが、その方がアメリカのアパラチアン・トレイルにヒントを

得て、日本にも本格的な自然歩道が欲しいということで発案されたんですね。それを発

表されたんですが、これはすごく面白いアイデアだということで、構想段階だがすべて

まずは現地調査をしようということで、確か 10 ブロックぐらいに分けて、実際に社員

とかフリーのカメラマンとかに歩いてもらいました。でき上がったのは 73 年ですから、

道はもちろんないんですけれども、多分この辺を通るんだよということで、実際どうい

う環境を通るのか調査してもらいまして、『HIKER』の誌面上で発表したんです。それ

が、いわば私にとってのロングトレイルとの出会いではないかと思います。もちろん当

時、「ロングトレイル」なんて言葉はなく、役所らしい言葉で「長距離自然歩道」とい

う名前でした。これは今でも残っているようですが……。私が担当したのは、鈴鹿峠か

ら室生山地、山の辺の道を通って大津まで歩きました。  
 そんなことがありまして、ヤマケイには 40 年間おりまして、山の本を中心に、いろ

いろな本とかビデオを作っていたんですけれども、在職中から中村さんたちにいろいろ

お知恵をいただきまして、言ってみれば「アウトドアによる地域おこし」をサポートで

きるようなことをいろいろとやっておりました。サンシャインシティでアウトドアのイ

ベントを行ったり、各地に自然学校をつくることをお手伝いさせていただいたりしてお

りまして、そのための NPO をつくりました。その NPO 活動のメインテーマが徐々に

このロングトレイルに収斂されていきまして、先ほど代表理事からもありましたように、

2011 年に日本ロングトレイル協議会という形で設立いたしました。これは任意団体で、

最初は 5 団体でした。それから 10 団体に増えまして、現在は 18 団体になっておりま

す。一昨年、2015 年に長野県から NPO 法人の認可をいただきまして、特定非営利活

動法人日本ロングトレイル協会ということで、正式にスタートさせていただいたところ

です。 
〇神長：ありがとうございました。それぞれ 3 人の方からご自分の活動の概略や経歴を

お話しいただきました。では、やはりもう 1 回藤波さんにお話をしていただきたいんで

すけれども、そもそも一番最初のときに、修行というのは苛酷なものであるというイメ

ージが強過ぎるのではないか、とおっしゃっていましたが、我々が考えてもとても大変

だなと思います。そのことに関して一番重要なのは、これから修行を始めるという最初

の一歩みたいなときに、どういう気持ちを抱いて修行を始められたのか、その辺から話

をしていただければ、と思います。 
〇藤波：私の場合は、千日行という 1 つの体系の中で、修行では一応こうしなければい

けない、ああしなければいけないという決まり事があるわけなんです。それ以前に見習

い期間というのがございまして、何をするかというと、千日回峰をする修行僧のお手伝

いをするところから始めたわけです。何をするかというと、とりあえず修行のタイムス

ケジュールで、何時にこれをする、何時にこれをする、というふうにですね、決まった
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時間割がございまして、それをずっと 100 日間しなければいけないわけです。そのタ

イムスケジュールの管理で助けたり、山を歩くときには一緒に歩いたりすることもござ

いまして、そういうところから始めたわけです。 
 では、自分が本格的にしようとしたときに、最初の一歩はセレモニーという感じにな

っておりまして、これから歩くぞ、という気合いとかそういうのはあまりなかったんで

すよ。第一歩のセレモニーは、ちゃんとしなければいけないという思いがございます。

出発するときには大勢の方も見えておりましたので、それが 1 日目だったんです。2 日

目になりましたら誰も人がいなくて、これで本格的な修行の始まりかな、と思っており

ました。やはり続けなければいけないという思いもありましたので、歩けるわけでござ

います。もともと私、暗い山道を歩くのにあまり怖さがございませんでした。ほかの人

に聞くと、山道が暗いと怖くありませんか、とよく聞かれるんですけれども、山道はあ

まり怖くないんですよね。深夜の 1 時にお寺を出発して、ずっと山を歩く。ただただ歩

くというのではなくて、ちゃんと定められた、お参りする地点があるわけです。それを

一つ一つクリアしていくわけです。ただ点々と一つ一つお参りしていくと、山を一周し

たことになったというのがこの回峰行というものでございます。ですから、自由に歩け

るのではなくて、決められたところをずっと歩かなくてはいけない。それを繰り返し行

っているわけでございます。 
季節もあります。大体始まりますのが 3 月の下旬ですから、まだまだ比叡山の方では

寒い時期です。それから歩き始めますので、朝寒いところから始まり、そして季節を感

じながら歩いて最初の 100 日は 7 月の 5 日ぐらいに終わります。ちょうど梅雨が終わ

って、これから本格的な夏だなというところで終わりますので、季節感が味わえる。自

分が一番感じたのは太陽の動き、また月の動きを身近に感じたことです。毎日歩いてい

ますので、日々太陽の出る時間は変わりますし、月の出る時間も変わりますし、そうい

うのを体全体に感じて、楽しみながら歩かさせていただいたな、と思っております。最

初から辛いということは、私の場合はなかったです。 
〇神長：それは珍しいことじゃないかな、という気がしますけれども……。最初は皆、

大変だ大変だと思ってらっしゃいますけれども、あまりそういうふうに思われなかった

わけですよね、藤波さんの場合。 
〇藤波：皆さんも、トレイルを歩くときに「これから何 km 歩かなくてはいけないので、

大変だ」と思いながら歩く人はいないと思いますけれどもね。「これから何があるのか

な」という思いで歩かれるわけです。そして、突発的なことも楽しんじゃわないでしょ

うかね。分かりきったところを歩くのでしたら、歩く意味がない。「あっ、こんなとこ

ろにこういうのがある」とか「あっ、こんなところにこういう木があるのか」とか。ま

た、ちょうど春ですので、山菜が芽吹くときなんですよね。そしたら山菜を見たりとか、

匂いも感じるわけなんです。そして、山の中というのは人間様がいるだけじゃないです

よね。狸もおりますし、狐もおります。熊は比叡山にはほとんどいませんからまだいい
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んですけれども、鹿とか猪がおりますので、そういう獣の匂いを感じるというのも、ま

たいいのかなと思っております。 
〇神長：ありがとうございます。私が少し絡ませていただいた本があるんですけれども、

長尾三郎さんという方とは、何冊も本を作らせていただきました。その長尾さんの本の

中に『生き仏になった落ちこぼれ』という本がありまして、それもまだ長尾さんが生き

ているときに本をいただいて、今回、またちょっと読ませていただきました。私は今、

藤波さんがおっしゃられたようなことで、とってもいい箇所があるなと思ったので、ち

ょっと読ませてください。 
「さわやかな日には心が躍った。月の形も変わるし、位置によって光が微妙に変化する

のがわかる。昨日の景色と今日の景色が違っていることに気がつく。比叡山は動植物の

宝庫である」というような箇所がありまして、今、藤波さんがおっしゃられたようなこ

とと、まさに一致するようなお話じゃないかなと思います。 
 小山さんにちょっとお話を伺いたいんですけれども、そういう自然が残っているとこ

ろをうまく利用して作られたのが信越トレイルじゃないかと思うんですけれども、その

自然との関わり、もしくは文化との関わりについてお話しいただけたら、と思います。 
〇小山：関田の山には峠があります。16 ほどあるんですけれども、自動車時代になっ

てからは、ほとんどその峠は使われなくなった、と。観光で若干車の通るところは少し

生きているというぐらいで、車の通らないところは一切使わなくなったというところも

ありますね。かつては新潟県と長野県との文化の交流とか、いろいろなことがあったと

思うんですが、もっとスピード感を持った交流が、車というもので始まっているもので

すから、なかなか山は顧みられなかったということだと思います。 
 先ほども若干話が出ましたけれども、学生村というのが当時、飯山にいくつもできま

した。それで、学生村に学生さんを招くためにいろいろな施設を造ったんですね。その

施設が今言えば遊歩道なんですけれども、ほとんど税金で造っております。その税金で

造ったものが全然維持管理されていないということを、行政に関わるようになってから

知りまして、これはいけない、と。皆さんの地域でもそういうのがあると思うんですね。

20 年前に造ったのが維持管理されないで草ボウボウになった、と。橋も落ちてしまっ

た、と。誰も使わないというのが、いくつもあったと思うんですが、これはもうこうい

うことをやっちゃいけないなと、私が行政に関わるようになってまず戒めとして動きま

した。実際にトレイルを造るというときに、これはただ税金で造るというのはダメだ、

と。地域の皆さんにいろいろ参画いただいて、一緒に汗を流しながら造るという仕組み

をつくっていかなくてはいけないな、ということです。私どもに森の家という施設があ

るんですけれども、その施設のスタッフ、当時は木村君がそこで長をやっておりました

けれども、その皆さんの助けを借りながらボランティアを集めて、多分 20km を造るの

に 2,000 人近いボランティアの方の力があったと思うんですね。もちろんこれには、行

政のお手伝いもいただきましたし、資金的なお手伝いもいただきました。また、企業か
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らもお手伝いをいただいたところもあり、無手勝流でやったわけではないんですけれど

も、全部税金で造ってしまったということではない。基本的には文化の交流も記録とし

て残っておりましたし、これを活かしながらガイドの育成もしていったということで、

お金を使って汗をあんまりかかないで造ってしまうというのでは、後がなかなか続かな

いな、という思いがあります。これから計画を持っておられる皆さん、今日お集まりだ

と思いますので、なんとか地域の皆さん、あるいは遠く都会の方も、そういうことに大

変興味を持っておられる方が大勢いらっしゃるんですね。そういう方にも呼びかけて、

汗を一緒に流しながら造っていくというのが、持続可能なトレイルとしては大事なこと

ではないかな、と。それと同時に、先ほど出てきました、かつて長い間続いていたお互

いの生活の交流というものも、その中で活かしていければありがたいな、と思っていま

す。 
 外国の方も入るようになりましたので、外国の皆さんの歩いた後の感想文を見ますと、

非常に楽しかったとか、高い評価をいただいております。私どもは、住民の皆さんの足

は、決して捨てたもんじゃないという思いでおります。この形がこれからも続いていけ

れば、ありがたいという思いでおります。 
〇神長：ありがとうございます。今もちょっとお話にありました、外国の方たちが喜ん

でもらえる道になりつつある、というようなことですけれども、そこら辺のことを節田

さんから、インバウンドの話も含めて、歴史に学ぶということについてのお話をいただ

けたら、と思います。 
〇節田：道というのは、人が歩くから道ができるんだと思います。信仰の道にしろ歴史

の道にしろ、それぞれの人々の想いが色濃く染み込んでいるのではないかと思います。

だからこそ、現代人もそこを歩いて何か感じるものがある、と。つまり、その道にスト

ーリー性があるからだと思うんです。やはりロングトレイルは、そういうふうな道をう

まく活かしながら造られた方がいいかな、と思っております。例えば中山道を歩く人の、

確か 4 分の 1 は外国人だって言われているんですね。中山道を歩いて良かったことを、

今はネット上で報告されますので、それからどんどん派生的に広がってきて、皆さん中

山道を歩いていらっしゃるだと思います。彼らにとっては、生きている歴史を実際に自

分の目で見、肌で感じたいと、そんな旅の仕方をするからだと思います。その意味で、

日本人の遊び方というか観光の形も、徐々に変わっていかなければいけないんじゃない

かと思っております。 
 先ほど山の辺の道の話をちょっとしましたが、これは東海自然歩道にも入っておりま

す。奈良県にありますね。日本で最も古い道だと言われておりますが、まさにあそこな

んかは信仰や歴史、文学でいいますと万葉集の世界ですね。実際に歩いていただくと非

常によく分かるんですけれども、そういう素材が非常にたくさん埋まっているところで

す。本当に飽きることがない道だと思います。そういう道に代表される、いわば道とし

ての素材というのは、日本にはたくさんあると思いますので、可能性は無限かなと思っ
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ております。これはもう車を使っては無理なことでして、やはり歩くことによって初め

て感じられるんじゃないか、と思っております。 
〇神長：とても重要なことをお話しされているような気がします。歩くということが、

歴史を学ばなければいけないし、それから文化を学ばなければいけないし、肌で感じる

ものもあるし、自然も非常に感じられるということを含めて、歩くことの重要性という

ものが高まるんじゃないかと思うんです。 
現代のロングトレイルというのは、割と信仰の道から発生しているということもある

のではないかと思います。信仰の道から現代のトレイルに発展的に伸びていくというか、

広がっていくこと。例えば藤波さんがやっていらっしゃる比叡山の回峰行の道もそうだ

と思いますし、熊野古道や大峰奥駈道、それから四国のお遍路道みたいなものも、そう

いうことでないかと思うんです。信仰の道と現代のトレイルといいますか、歩くという

ことに関して、藤波さんがいつも感じられていることをお話しいただけますか。 
〇藤波：このごろはよく御朱印とか納経帳がはやりで、そして、皆さんよく神社仏閣に

通われているわけですよね。その中で、今でこそ車とか使えますが、昔は歩いて行かれ

たんじゃないか、と。そしてもう一つ、巡礼というのは、ただ信仰というのではなくて、

僕もちょっとどこかの本で見ましたが、農繁期を終わった後に、楽しみながら小旅行と

いう形で歩かれているのがお遍路さんかな、と思っております。やはり私たちは、生活

をしなければいけませんので、生活のためには産業的なものをしなければいけない。そ

れ以外に小旅行として、昔の人はお遍路を歩かれたのではないか。または何かの自分の

強い想いがあって、神社仏閣を回られたのがこの巡礼でございます。 
自分が歩くことによって、景色が変わるんですね。車とか早い物を使ってしまうと、

小さい物まで見えなくなってしまう。でも歩いていると、虫に会ったりとか、季節によ

っていろいろな物が出ているわけです。それを感じながら歩くのが心の癒しになるのか

なと、心の調節になっているのかな、と思っております。 
私も修行中歩いておりますと、いろいろなことがございます。いろいろなことがある

というのは何かというと、心模様が変わっていくわけでございます。日々無心で修行し

ているかと皆さん思われているかもしれませんが、そんなことは実際ございません。

日々いろいろなことを考えております。ほとんど妄想の世界でございます。妄想しなが

ら歩いているわけですが、それがいつの間にか歩いておりますと「あっ、これは間違っ

た妄想なんだ」とか「あっ、これは正しいことだ」と感じさせてくれるのが、景色とか

にあたるのかなと思います。そういうのがあるから、人間の精神的な癒しになるのかな、

と思っております。  
ですから、このように修行段階で続いているのだと思いますので、やはり物理的な車

とか使わずに、2 本の足で歩く、そして感じる、そして頭の中の自然というものの調和

を考えるというのが、歩くことのいいところかな、と思っております。そして、歩くこ

とによって体力もつきますし、健康にもなります。やはり今つくづく思うんですけど、



私たちの修行でも、場所場所によって、季節季節によって食べ物が変わってきますと、

やはり体力を使うとおいしいのです。そういうのもいいのかな、と思っております。

ちょっと余談になりますが、もうこ れで  1 週間以上たちましたけど、修行のために五

穀断ちとか塩断ちをしているとですね、ついつい食べ物について執着を持ってしまうん

ですよね。見る物すべて、ついつい食べ物の方に目が移ってしまう。カップラーメンを

見ると、「あぁおいしそうだな」と感じてしまうのは、そういう食事制限をしているか

らかな、と思います。そういう五感を使って歩く修行をするというのが、私にとっての

修行じゃないかな、と思っています。

〇神長：小山さん、今藤波さんがお話しされたようなことで、何か想いが通じるところ

があるんじゃないですか。

〇小山：私も歩くということが最近少なくなってきているわけですけれども、歩くこと

によっていろいろなことを感じることがございます。谷川俊太郎さんの詩の中に「急ぐ」

という結構有名な詩があって、新幹線に乗ってこんなに急いでいいんだろうか、という

ような詩があります。田植えをしている人の手も見えない、と。先ほど藤波さんもそん

なふうな趣旨のことをおっしゃったんですけれども、歩くということになると、すべて

のいろいろな変化が自分の目にとまって、またそれを考えることができると思います。 
それか らもう  1 つ、私の経験で、森の中を歩くことの素晴らしさというのを感じたこ

とがあるので、ご紹介したいと思います。私よりもちょっと先輩の話で、今から 7～8
年前のことです。その方が東京に住んでおられて、膝が痛くなってバ ス停  1 つ歩けなく

なったという状況でした。トレイルができたらぜひ一緒に歩こうとお勧めしたんですけ

ど、「ご迷惑かけるから遠慮するよ」ということを言っておられました。「いやぁ、歩け

なくなったら私も一緒に引き返すから」ということをお話しして、比較的易しいルート

を選び、信越トレイ ルの  1 区間、多分 7～8k m を歩きました。 1 停留所も歩けなかった

方が、休み休みですけれども最後まで歩かれた。それから、その方は膝が痛くなくなっ

て、今に至っているということがございます。歩くということが、どんなに人間にとっ

て大切なことかということを学びました。

〇神長：ありがとうございます。藤波さん、今の小山さんのお話をお聞きになられて、

何か感じられることがありますか？

〇藤波：私は「回峰」といって、修行のために山を歩くんですが、どうしても一度、個

人的に体験したいという人が出てくるんですね。「あぁいいですよ。 1 人では心もとな

いので、何名か一緒にこの修行の道を歩きましょうか」と一緒に歩くとかね。数度あり

まして、やはり普段歩く道と違いますので、てんでついてこられないんですよね。何で

ついてこられないかとよく見ますと、足の置き場所が違うんですよね。やはり山歩きの

足の置き場所と町で歩く足の置き場所は違うわけです。普段あまりにも整備されている

ところを歩いていますと、足元を気にせずに歩いている。でも、山道というのはですね、

絶えず下を向いてないと、石ころがあったりとか崖があったりとか滑りやすいとかある

28 
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ので、そこに集中しないと歩けない。でも、集中ばかりしていると、なかなか前へ進め

ない。そのバランスですよね。でも、これがずっとできないもんですから、初めての人

はだんだん遅れていくわけです。まぁ比叡山といっても、そう奥深い山でもありません

ので、途中でほっとけばいいかなと。「私歩けませんので、先行ってください」と言わ

れてもですね、大変暗い夜中ですから、そうはいかないんです。遭難すると責任問題に

なりますので。そのときにはやはり「こんなときには、こうした方がいいですよ。こう

しましょうね」とか言って、指導というんですかね。私たちのことは先達というんです

けどね。そうやって指導してあげると、十分最後まで歩けるようになったわけでござい

ます。ですから、歩き方とか地形とかいうものは、決まったものではなくて、人間が自

然に添わすというんでしょうかね、感じて歩かれた方がいいように思います。慣れてい

る方は、どこまで歩くと疲れるとか、こういうときはこうやってすればいいよ、と知っ

てるわけですので、やはり人と歩くときには、慣れた方が教えてあげた方がいいように

私は思いますし、自然や人に寄り添うということが大切かな、と思っております。 
〇神長：ありがとうございます。先達のお話もちょっとありましたし、人と寄り添う案

内、それから一緒になって歩くことの重要性といいますか、感じるものがやはりいろい

ろと出てくるんではないかと思います。 
節田さんにちょっとお話を伺いたいと思うんですが、そういうものは、どういうとこ

ろで感じられると思いますか。どこかで、ここまでできた、ここまでできなかったかも

しれない、ということが、歩きの中でもあるんじゃないかと思うんです。いろいろな山

に登られていると思いますけれども、そういうことを含めて、感じられること、思われ

ること、ここまでだったらこういうやり方ができたということ、歩き方のコツも含めて

お話をお聞かせください。 
〇節田：私の場合、田舎育ちでしたから、個人的な経験で言えばずっと歩いてきたと思

います。学生時代はもちろん、卒業後もヤマケイでしょっちゅう山登って、遊びながら

給料もらっていたわけですから。考えてみれば、50 年近く歩いております。いかに自

分のペースをつかむかというのが基本だと思うんですね。当然、体力・経験等に個人差

がありますので、皆さんなかなか自分を客観視できないと思うんですけれども、できる

だけ自分のペースや体力をしっかりつかんでいただきたい、と。それを経験の中から早

くキャッチするのが一番のポイントかな、と思います。 
 近年、長野県ではなかなか山岳遭難が減らないので、どうしたら減らせられるだろう

かということで、私もお手伝いしているんですが、やはり自分の実力と山とがミスマッ

チなケースで遭難しているのが非常に多いんですね。そういうふうに自分自身の能力・

体力をいかに客観視できるか、そういう謙虚さといいますか、スタンスが一番大事かな、

と思っております。そういうのを理解した上で歩いてもらう、あるいはマイペースで歩

いてもらうというのが、特にウォーキングの場合は大切かな、と思います。山登りみた

いに、ある程度目標があって進まなければいけない歩き方とは違いますからね。そうい



った意味では、もうちょっと敷居が低いのがウォーキングの世界かな、と思っておりま

す。

 登山のブーム的な見方からすれば、近年、そういった形で山登りそのものは非常に裾

野が広がっております。それによって、こうしたウォーキングの世界に入ってこられる

人も非常に多くなったんではないか、と思っております。

〇神長：ありがとうございました。歩くことの重要性、とても大切なことだと思います。

続きまして、少し日本と世界の話に変えていきたいと思います。小山さんは信越トレイ

ルの話をずっとお話しされてますけれども、少し変わってきたようなところもあります

か。外国人が増えてきたということで……。

〇小山：私ども信越トレイルを造るときに、加藤さんのお勧めもあって、アパラチアン・

トレイルに職員を派遣して、一緒に歩いていただきました。そのことが後の信越トレイ

ルの造り方に、ものすごく影響があったんじゃないかな、と。ですから、外国に学んだ

ということだと思うんですね。違いは何だというと、先ほど私が申し上げましたように、

行政が造った遊歩道は、何年かたつと朽ちていた。ですけど、アメリカではきちっと守

られていた。その違いというのは、やはりアメリカの行政がそのことに対しても資金的

なサポートをしていますし、それからボランティアの仕組みのつくり方というのも大変

参考になりました。そのことを、何とかこれからも信越トレイルに活かしていくために

も、これだけは守っていかなければいけないなと、こんな思いで今はやっております。 
〇神長：日本の道が独特なものというのは、信越トレイルから感じられることはあるん

でしょうか。

〇小山：歩くという行為は、世界中どこに行ってもあまり変わらないと思うんです。日

本の場合は、ピークを目指すということが今まであまりなかったんですね。近年になっ

て槍ヶ岳に登るとか上高地に行くとか、そういうことが出てきたんですが、江戸時代は

ほとんどそういうことではなしに、里山を、あるいは峠を越して次の村に行くというよ

うなことで、いわゆるトレイルだったと思うんですね。その後、日本でもピークを目指

すという登山が盛んになったわけですが、そこへ最近、ロングトレイルをつくろうとい

うことが各地で立ち上がっております。日本とアメリカの違いというのは、私どもも含

めて足りないのは、地域の皆さんとの触れ合いのような、里の皆さんとの交流が少し足

りないのかな、ということはあります。アパラチアンに行きますと、それが非常に濃い

ですね。

〇神長：ありがとうございます。四国のお遍路なんかでは、かなり人と人との繋がりが

うまい具合で出ているんじゃないかと思うんですけれども、ちょっと宗派が変わってし

まうかもしれませんけれども、藤波さんはその辺どういうふうに考えられますか。

〇藤波：なぜ四国が続いているかというと、場所によって善根宿とかお接待というのが、

地域に根ざしているわけなんですよね。ただ歩くだけだからというのではなくて、場所

に行きますとその場所で触れ合ったりとか、また地域の人も温かく迎え入れて、これど

30 
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うぞと食べ物を渡したりする。この触れ合いが何千年と続いているんじゃないかと思い

ます。比叡山の回峰行のことを言いますと、確かに神社仏閣をずっとお参りをしている

んですが、その中の山のお寺さんには、ちゃんと修行しているからとお茶とかお菓子を

置いていただいているところがあるんです。ですからそこへ行くと、楽しみでお茶をい

ただいたりとか、ちょっと食べ物をつまんだりとかできて、これが一つの心の豊かさと

いうか、ちょっと体力が元に戻って、またこれからもう半分歩ける、というふうに繋が

っていくわけです。人と人との触れ合いにはちょっとした心遣いが大切だな、と思って

おります。それがやはり長く続いているわけであります。 
 あと、個人的なことを言いますと、そういう修行でお茶とかいろいろな食べ物を置い

ておいてくれるのは大変ありがたいんですが、それが置いてあるということは、必ずそ

こに行ってお茶を飲んだという印を置いておかなければいけないんですね。もしそこで

休んでお茶を飲んだという形跡がなかったら、今日は休みかなといって、それで修行が

終わりになっちゃうんですよ。ですから、回峰行には制約もありまして、回っています

とちょっと今日は辛いというときがあるんです。体力的にとか、ちょっと風邪を引いた

ときには辛い場合もあるんですけれども、休んじゃいけない修行ですので、どうしても

必ずそこまで行って、ちょっとお茶を飲んだ印をして、そして帰ってこなくてはいけな

いということで、このお接待も、ときにはいい迷惑だな、という場合もございます（笑）。 
 日本という国は大変いいところで、あちこちに温泉がありますよね。1 日が終わった

ときには温泉に入れるというトレイルであれば、大勢の人がまたたくさん歩くような気

がします。 
〇神長：ありがとうございます。おもしろいお話を伺いました。それが 1 つプレッシャ

ーになるということもあると思うんですけれども、そのプレッシャーをどうやって跳ね

返すかということも、やはり修行のうちの 1 つだということで理解しています。ありが

とうございました。 
そろそろ時間が迫ってきたんですけれども、旅の仕方が最近少し変わってきてるんじ

ゃないか、と。歩くということによって旅自体も変わりつつあるんじゃないか、と。そ

の辺の分析を節田さんにお願いできますか。 
〇節田：登壇者というよりは藤波さんのお話を聞く側に回っておりまして、まとめるの

がうまくいきそうもありませんが、旧来の、いわゆる名所旧跡を巡る旅といいますか、

いわゆる観光旅行ですね、特に交通手段を使っての旅の形から、徐々にもうちょっと体

験型・滞在型へ、あるいは歩くスピードでもっとしっかり触れ合ったり、触ったり食べ

たり味わったりというふうな旅の方へシフトしているのではないか、と思います。そう

いった意味で、トレイルウォークも皆さんの注目を浴びているんじゃないか、と思いま

すけれども。例えば飛騨の高山が、かなり早くから 4 ヶ国語ぐらいの対応で外国人に大

人気になっているんですね。京都なんかよりもうちょっとスケールが小さく、手ごろな

街だからと思うんですが。さらに三之町なんかの古い街並みだけじゃなくて、すぐ隣の
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飛弾古川で、里山をサイクリングで回るというのが大人気なんですね。これは、それな

りの仕掛けをされた方がいるんですけれども……。そういったふうに、外国人の楽しみ

方というのは、歴史や文化が生きているところを実際に自分たちの眼で見てみたいとい

うような形をとるのが、彼ら流の旅だと思います。おそらく日本でも、そういうふうな

形へと徐々に変わっていくのではないかと思いますし、かつてはそういう旅の文化があ

りました。山登りにしても、「山旅」という言葉が明治時代の山の本にはしょっちゅう

出てくるんですが、ウェストンにしろ木暮理太郎にしろ田部重治にしろ、皆必ずしもピ

ークだけを目指して旅をしていたわけじゃなくて、ピークを目指すんですが、繋がりと

して峠越えがあったり、点だけじゃなくて線の旅が必ずあったと思います。さらには線

上の面を楽しむ。旅の広がりといいますか、奥深さというのがあったんじゃないかと思

います。その辺をロングトレイルみたいなものを通じて復活できればいいんじゃないか

な、と思っております。 
〇神長：うまくまとめていただいてありがとうございました。最後に 1 点だけ、ちょっ

と藤波さんにお尋ねしたいんですけれども、今まではずっと歩くということでの修行と、

歩くこととの関連性をお話しされていましたけれども、「堂入り」というのもあると思

うんですけれども、それはまた別のものになるのか、もしくはその修行の中の一環とし

てあるわけでしょうか。その堂入りがいかに大変かということもあると思うので、少し

お話を聞かせていただければ、と思います。 
〇藤波：堂入りというのは通称の言葉で、「参籠」といいまして、お堂に籠るというわ

けです。お堂にただ籠るだけではなくて 9 日間、断食・断水・不眠・不臥といいまして、

食べちゃいけません、飲んじゃいけません、横になっちゃいけません、そして、寝ちゃ

いけませんということをしなさい。それ以外にお作法がございまして、お経は読まなき

ゃいけませんし、真言と言いまして仏様の言葉をたくさん読まなきゃいけません、とな

るわけです。それを 9 日間行うわけです。「わぁ大変だな」と皆さんはよくおっしゃら

れますが、新聞を読んでおりますとですね、よく遭難とかございますよね。山での遭難、

海での遭難でございます。その中で助かる人というのはどういう方かというと、仮死状

態になるというんでしょうかね、心を落ち着けてじーっとしている人が 10 日以上も生

き抜いたという例があるので、この回峰行の 9 日間だけが大変じゃないように私は思い

ます。ただ、心のあり方なんですよね。大切な心のあり方。心の安堵感さえ維持してお

けば、9 日間過ごせるわけですし、人間っていうのは、未知なるエネルギーを持ってい

ると思うんです。最近ではテレビを見ていると、よくサプリメントはこういうのを飲み

ましょう、健康になりますからあれしましょう、というのが多くございます。確かにそ

れもいいのかもしれませんけれども、人間が持っている本能というのがあるわけですの

で、それを蘇らせようというのがこの 9 日間の修行かな、と。要するに、初めて人間を

リセットするというんでしょうかね、体をリセットするというので、9 日間の修行があ

るのかなと思います。 
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ですから、最初入るときは皆さん辛いかなと思うんですけども、そうじゃなくて、最

初から最後までどうなるかというと、皆さんお腹が減るだろうというわけですが、お腹

が空いたということはございません。周りにたくさんの手伝ってくれる僧侶もおります

し、心の安心感があるわけです。横についている僧が何を食べたか分かるくらいに、鼻

も利くようになります。そういうことはありますけど、別に食べたいという気は起こら

ないわけです。 
そして、水が飲みたい。やはりこのごろは水を補給しなさいと提唱していますが、確

かになぜ水を飲むかというと、喉が渇くわけですね。では、その 9 日間、喉が渇かない

ようにするにはどうしたらいいかというとですね、その人間の体を改造していけばいい

わけです。どうすればいいかというと、この修行をするのは大体 10 月なんです。10 月

に始まりますので、その年の 3 月ごろから体を調節していく。調節していくというのは

どうするかというと、塩分を控えめにしておく。食べ物で調節をしておきますと 9 日間

十分いけますし、人間必ず塩分を摂らないといけないとお思いですが、さほど塩分を摂

らなくても何とかいけます。水分も摂らなくていいかというと、人間の体は上手にでき

ておりますので、空気中からでも皮膚から水分が吸えるように体が変わってくるように

思います。人間の体というのは未知なる力がありますので、それを十分活かせればこの

9日間は過ごせますし、苦しいのは 1日目ぐらいでしょうかね。緊張感とかなんかです。

それがだんだんと過ぎますと、最後、7 日とか 8 日後になるとどうかといいますと、あ

んまり頭の方にエネルギーがいきませんので、思考能力はありません。多分、数学の計

算をしろと言われれたら、できないと思います。記憶力もだんだん薄れていくんじゃな

いかと思います。誰かがいるというのは分かるんですよ。お話はこうやってできるんで

すが、だんだんと栄養がいかなくなって、この 9 日間じゃなくずっといるとどうなるか

というと、自然な形で亡くなっていくのかな、という感じはございます。ですから、痛

みも苦しみもなく、自然な形ですーっと亡くなっていくように思います。昔から 9 日間

というふうに決まっておりまして、いまだかつて死んだ方はおられませんので……。全

くちゃんとした修行でございます。 
〇神長：ありがとうございます。とても貴重なお話やおもしろい話を伺いました。小山

さん、最後に補足すること、もしくは、これはお話ししておかなければいけないことが

ありましたらお願いします。 
〇小山：やはり一番大切なのは、道に対してのルールとかを歩く方に分かっていただく

ということ。それとガイドを付けますので、そのガイドさんの質を高めていくことは、

とても大事じゃないかなと思っております。そのトレイルに対する理念を良く理解する

ガイドさんを養成する。これがなかなか大変なことで、今私どもにもガイドさんがおら

れますけれども、だいぶ高齢化してきて、若い人たちがなかなか出てこない。そういう

ことが大きな悩みになっております。ロングトレイルは、距離が長くなればなるほど、

ガイドの重要性というのは大切ではないかな、と思っております。そういう意味で、こ
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のセンターが役割を果たしていただければありがたいな、と思います。 
〇神長：それでは、どうもありがとうございました。今日のテーマであります、現代の

ロングトレイルと、信仰のお話を伺うことができました。本当にどうもありがとうござ

いました。これで終わりたいと思います。 
 
■講演（1）「環境省が取り組む長距離自然歩道（ロングトレイル）」 
 奥田 直久（環境省自然環境局自然環境計画課長） 

 
こんにちは、奥田と申します。学生時代は山で、どちらかという

と鳥とか獣を追っかけていて、それが高じて林学に進みました。山

を歩いて給料をもらえる仕事があるということで、それはたぶんヤ

マケイだけじゃなくて、実際、環境省にもそういう技術職の仕事が

あるんですね。環境省の職員の名誉のために言うと、最近の職員は、ちゃんと環境を守

りたいというふうに入ってくるんですけど、私の場合は、山に登って給料をもらえるん

だったらいいだろう、といって入った口です。そういったこともあって、昭和 62 年に

は晴れて上高地駐在の国立公園管理官をさせていただきました。ただ、やはり現場で山

を登ってばかりいて遊んでいたので、すぐ呼び戻されました。しかし、東京でも「自然

ふれあい推進室」というところで、こういった自然歩道を歩くことの普及・啓発活動を

行ったり、環境教育を行ったりとか、また、ケニアに行ったり、2008 年からは那覇の

自然環境事務所長をして、西表島での縦走路の整備とか、そういったものにも携わって

おります。 
ご挨拶も含めてここまでのお話をお聞きして、私が皆さんにお伝えしなきゃいけない

ことっていうのは、ほとんどないんじゃないかな、というふうに思いました。ただ、準

備をしてきましたので、今日は 4 つのポイントでお話しさせていただきたいと思います。

まず、ざっと国立公園の話。先ほども節田さんの方からお話がありましたけども、長距

離自然歩道というものを、これが我々のいうロングトレイルなんですけど、その歴史と

か実際の課題とか、それから「みちのく潮風トレイル」の話をして、私の話をまとめて

いきたいと思っております。 
まず国立公園について。皆さんよくご存じの方も多いかもしれないですけども、やは

りロングトレイルを考える上では外してはいけないと思って、簡単に説明したいと思い

ます。日本の国立公園は、自然の風景地、傑出した自然の風景地を守るという制度です。

自然を守るというふうに思う方もいらっしゃいますが、風景地を守るというのが第一義

的な目的だということです。 
 これは私の駐在していた上高地の写真です。上高地は昭和 9 年に指定されています。

国立公園法という法律ができたのが昭和 6 年で、最初の公園の指定が昭和 9 年だったん

ですけども、中部山岳国立公園は 2 番目の指定だったんですね。今申し上げたように、
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風景を守る、景観を守るというのは、同時に適切な利用をする。要するに、保護と利用

のバランスを取るというのが非常に重要で、最近になって目的の中に、生物多様性保全

に寄与するといった自然保護の考え方も入ってきています。たぶん皆さんの現場では、

いろいろな国定公園があるねとか、都道府県立自然公園とかあるねということで、その

違いだけ簡単にお伝えしたいと思います。 
もともとの国立公園法は昭和 6 年にできたんですけれども、自然公園法という形で新

しい制度に組み替えられたのが昭和 32 年です。国立公園は国が指定して国が管理する、

国定公園は国が指定するけれども都道府県が管理する、都道府県立自然公園は大本の法

律にその規定はあるけれども、条例によって都道府県が指定して管理するといった違い

があります。 
 先ほどもアメリカのアパラチアン・トレイルがきちっと管理されているという話があ

ったんですけども、実は日本とかイギリスの公園は、土地所有に関わらず指定ができる

んですね。私有地であっても、国有地でも。国有林は林野庁が持っているので、環境省

が何かやろうとすると、いろいろ文句を言われてしまうところなので、非常に難しい部

分もあるんですけども。ただ、公用制限を私有地でもかけるという点では、非常に強い

法律とも言えます。それから、アメリカの場合とか、オーストラリアとかスイスといっ

たところでは、土地所有権をちゃんと公園当局が持っている、と。警察権まで持ってる

ようなところもあるので、公園専用地とする。だから国が責任を持ってそこも最後まで

管理するという、そういう仕組みになっています。ただ、日本の場合は地域制なので、

本当に国が指定してても都道府県にいろいろなことをお願いしますし、場合によっては

民間の方々、NGO の方々とも協力していかなければやっていけない。アメリカも、だ

んだん行政はお金も足りなくなってくる部分もあるので、そういうコラボレーションは

一生懸命やってますけども、基本的には政府機関が直営管理する。こういう違いがある

のを頭に入れておいていただけたら、と思います。 
 これからの国立公園、その大本は昭和 30 年代、もしくは戦前にあったというのは、

やはり自然を大規模な開発から守るため、もしくは利用の増進とか非常に大規模なマス

ツーリズムですね、それを受け入れる場所として考えられていたというふうに一般に言

われています。国立公園の管理も、私有地にしたとしても、国のレンジャーがちゃんと

現場に行ってがんばろうというところでやってきましたけれども、新しい時代になるに

従って、単なる原生的な自然を守る、大規模な開発から守るというだけでなく、人の手

の入ったところをどう保全していく、もしくは修復していかなきゃいけないんじゃない

か、こんな課題も与えられてきています。それから、マスツーリズムだけじゃなくて、

自然と本当に触れ合う、むしろ体験型・滞在型の利用、エコツーリズムと言われている

ようなものを進めなきゃいけない。さらには、管理そのものも地域の人々や利用者と協

働しながら豊かな地域をつくっていく。実際には、現場にレンジャーが行くとですね、

戦前のお上至上主義の時代じゃなくて、地域と一緒になって地域のことを考えながらや
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っていかなきゃいけないっていうのは、我々も分かっていたんですけども。これは国の

行政の政策として、きちっと位置付けられてきているというのが最近の動きです。さら

には、外国人観光客を誘致しようと、今 2,000万人なのが 4,000万人になるというので、

国立公園でもある程度受け入れられるようにしようというのが、最近の話題としてはあ

ります。 
 ちょっと前置きが長くなりましたけども、ここから長距離自然歩道の話に移りたいと

思います。先ほど節田さんのお話にもありました、東海自然歩道というのが最初のスタ

ートです。まず長距離自然歩道というのは何か。いろいろ書いてあってですね、心身を

リフレッシュするとか、自然保護に対する理解を深める。ただ、整備は環境省が計画し、

主に自治体の方にお願いをしていることが多いです。今 10 の長距離自然歩道がありま

す。長々と書いてあったのを整理すると、国土を横断したり縦断したり整備をすること

で、多くの人に自然を楽しんでもらおう、と。しかも安全に歩いてもらいたいというの

が 1 つです。もう 1 つは、優れた自然の風景地、さっき言った国立公園のようなところ

を楽しんでもらうきっかけをつくりたい。そして、歴史や文化にも触れてもらいたい、

と。最後に、そういったことを通じて自然保護の意識を高めようじゃないかというのが、

環境省の長距離自然歩道の目指しているところです。 
最初が東海自然歩道。昭和 45 年から整備が始まって、49 年にできているものから順

次整備して、今整備中なのが、上から 3 番目にあります東北太平洋岸自然歩道で、「み

ちのく潮風トレイル」というのを整備しています。長距離自然歩道全体の総延長では約

2 万 7,000km と、本当にこんなにあるのかなと思いますけれども、計画路線としては

これだけ整備されています。 
それで、先ほど簡単にご紹介した東海自然歩道の構想ですが、『国立公園』という雑

誌があるんですけども、1969 年の特集号にあります。今回ここから勉強して、少しひ

も解いてみます。大本はその前年の昭和 43 年、自然公園制度はどうあるべきかと、審

議会でいろいろ意見が出されているんですね。当時、高度経済成長期で、野外レクリエ

ーションでどんどん自然地域に圧力がかかっている、と。それを吸収して、この地域は

やはり開発の核になるので、自然公園を立派に造っていきましょう、と。それを繋ぐも

のとして位置付けられています。 
 それからもう 1 つは、イギリスとかアメリカの宣伝に学びましょう、と。昭和 43 年

には、アメリカでも National Trails System Act という法律が整備されて、たぶんこれ

がきちっと管理できている大本ではないかな、というふうに思います。簡単に言うと、

野外レクリエーションと自然保護を一緒にやりましょう、ということですね。自然公園

には、利用と保護という 2 つの枠組みがある中で、それを繋ぐのが自然歩道です。こう

いった考え方で東海自然歩道は計画された、というふうに私は理解をしております。 
それで、これは 1969 年、昭和 44 年に発表されていますけども、ちょうど明治 100

年ということで、高尾山とか箕面の方で国定公園がこのころ整備されたので、この 2 つ
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を繋ぐ道として整備していこう、と。それで、歩道の付帯施設としていろいろな自然公

園設備を造っていきましょう、ということが書いてあるわけですね。このころから、や

はり歩道の整備は国だけじゃなく、関係都府県、市町村、民間団体、国民一般で、皆で

積極的に参加してもらいましょうということが、昭和 44 年の段階で書かれていました。 
今のはまさに国の政策の側から見た自然歩道ですけども、地域にとってどういう捉え

方をしていただくのがいいかなというので、整理をしてみます。1 つはやはり、DMO
といった言葉もありますけど、地元でぜひ見せたいもの、見せたいところ、大切なもの

というのを皆さんに知ってもらう。そういうコースづくりが大事だろう。それから、や

はりこれはたぶん地域で望む、望まないというのはあると思うんで、いろいろ議論して

いただく必要があると思いますけども、交流人口が増える。そこにやはり来ていただい

て、都会の人と地域の人たちが交流し、それでまたリピーターになってもらう。そうい

ったことによって、経済効果とか、その地域でのサービスの向上も期待されています。 
 それで、先ほど加藤さんの理念のお話がありましたけども、やはり施設は最小限、既

存施設を活かしながら、新たな開発というのは、たぶんロングトレイルにとっては望む

ところではないのかもしれません。これはその場所場所によって変わってくると思いま

す。 
続いて、長距離自然歩道の現状と課題。実はいろいろ調べていたら、この九州自然歩

道の整備自体はかなり古い時代に行って、再整備をするに当たって加藤則芳さんにアド

バイザーとして来ていただいて、いろいろな意味でこの計画作りにお手伝いをいただい

たという記録が残っていました。九州自然歩道は、ぐるっと九州を一周するようなルー

トを取っている自然歩道です。東海自然歩道は、東京から大阪を一本道で繋ぐというこ

となんですけども、ここは全く違う。ネックレスのように、九州全体をぐるっと回れる

ように繋ぎましょう、というのが計画の 1 つの特長ですね。それから、単に自然豊かな

地域だけではなくて、普通の町みたいなところも、里山みたいなところも、集落も含め

て通っています。自然だけではなくて、歴史・文化を、温泉とか食についても繋ぐ。そ

ういった自然歩道にしていこうという、魅力の整備がなされています。 
具体的には、国が管理する 4 つの国立公園と、国が指定して都道府県が管理する 4

つの国定公園、それから、百名山も結構入っているんですね。火山地帯ですから温泉が

あるのは当然ですし、また、神話のふるさとでもある。古墳も多いし、先ほど話のあっ

た修験道の道も結構あるということです。こういった計画を、再活性化を図るときには

見直して、プロットしてみるという作業をした、というふうに聞いております。 
 少し景色のいい写真を皆さんにお見せしながら、国立公園の宣伝をさせていただきま

すけども、阿蘇くじゅう国立公園。いろいろな景観要素があるんですけど、1 つの特長

としては草原景観。これは人為的に管理されていて、肉牛が育つことによって草地を維

持する。火入れを行ったりとか、そういうことはしています。ただ最近、そういった肉

牛が育たなくなると、こういう景観も守られなくなる。むしろ今、阿蘇では NPO の方
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が、草原景観をどう維持するかというので苦心されています。すなわち、人間の手によ

って、自然に手を加えることで国立公園の景観が守られているような場所もあるわけで

す。 
雲仙天草国立公園。この普賢岳の噴火というのは、考えてみれば 30 年近く前の話で

すけれども、やはり温泉地帯もしくはそういう被災した場所として、そこからどういう

ふうに安全を確保していくかというのも大きな課題の公園の 1 つです。それから霧島錦

江湾国立公園。ちょっと前までは霧島屋久ということで、屋久島と一緒の公園だったん

ですけども、屋久島を切り離しました。一番最初の指定は霧島国立公園ということで、

雲仙天草の雲仙、霧島、瀬戸内海というのが、昭和 9 年に指定された一番最初の国立公

園です。そのうち 2 つが九州だったんですけども、ここもやはり火山を中心とした特長

のある国立公園として、非常に古く由緒ある公園です。 
繰り返しになりますけども、こういったポイントを繋いでいくということ、すなわち

2 つの地点を繋ぐということではなくて地域周遊型。それから、さっき申し上げた東海

自然歩道は、繋ぐことでその周りに公園をどんどん造っていこうという形です。当時、

まだ公園も少なかった時代ですから、そういうような発想じゃなくて、ここはすでにあ

るところを繋いでいく、もしくは自然公園に指定されていなくても、普通の集落や地元

にある文化みたいなものは、そのまま自然歩道の魅力として位置付けていこうというこ

とです。昔は環境省から出るお金も、自然公園に指定されていないとお金が出なかった

んです。それ以外のところについても、国立公園、国定公園以外でも認められるように

なった。そういった経緯もあります。 
 ここからは、まさに現場の皆さんにとって、いろいろご苦労されいてるところではな

いかなと思うんですけども、最初の整備というのは、環境省がルートを決定し、環境省

の補助を受けて、主に各県もしくは各県からさらに市町村の方にお金が回る場合もある

というふうに聞いてますけども、管理を委託したり、整備というのは自治体の方で主に

やっていただいています。再整備は、国立公園の中だと環境省が直轄で行ったり、各県

は交付金を利用して整備をしているということです。実は維持管理は、先ほど言ったよ

うに自然公園としてきちっとした設備を整備する場所と、歩道を整備していく場所と、

実際には普通に生活に使っていたり、一般の国道であったり、そういったものも歩く場

所として位置付けて、安全に車と分離できるところは標識だけを整備します。標識区間

というのと歩道区間というふうに分かれます。歩道区間の方はきちっと整備するので維

持管理も重要で、その自然公園や、公園内の自然を守る、管理する立場のセクションが

大きな役割を果たすことになります。今申し上げた標識区間と歩道区間の割合というの

は、やはり都道府県ごとにそれぞれ異なり、例えば長崎県はかなりの割合です。鹿児島

県もですけど、標識だけを整備するということで、歩道そのものの整備は進んでなかっ

たりします。たぶん鹿児島とか長崎というのは国立公園も結構多いので、それは既存の

ものがあるので、さらなる整備が必要ないということもあるのかもしれません。このよ
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うな違いがそれぞれあるということです。 
 国立公園の中では、こういった様々な、きちっとした木道みたいなものが整備された

り、1 つには別の予算なんかも使いながら、休憩施設みたいなものが整備されていくと

いうことになります。今日、最初の表彰式で、安藤財団さんのおかげで南アルプスの一

部の標識が統一されたという話がありましたが、やはり九州でも統一していないのが問

題だ、と。これは今、自分たちがどこを歩いているのかって、やはりアイデンティティ

がなくなるわけですね。これは現場レベルでも、こういった議論というのはなされてき

ているということです。全く統一性がないというのは、分かると思いますね。維持管理

の現状について、市町村レベルでアンケートを採っている中で、それぞれの県ごとに違

うんですけども、維持管理の課題としては、施設の老朽化が進んでいるとか、財源がな

い、予算上難しい、補修できない、といった悩みが多いというのが現状です。実際、現

場を歩いていらっしゃる方はよく分かるとおり、洗掘されて、歩道がむき出しになって、

ほとんど歩けないような状況になっていたり、せっかく整備した木道が崩れているとい

う状況があちらこちらに見られるというのが現状で、多くのところで見られると思いま

す。歩道や標識そのものも、老朽化していたり倒壊しているというような問題があると

いうのも我々は認識していて、これは何とかしていきたいというふうに思っています。

やはり、いろいろな記録を見ると、加藤さんなどからの意見で、国なり何なりがそんな

に予算が取れないんだったら、やはり共同型管理をやっていくべきだ、と。九州管内で

もいろいろ協議会をやったり、話し合いをしたり、研究を共有することで、例えばエコ

ツアーを実施して、その料金を取ったらどうかというところもあるそうです。 
 それから清掃協力金。これは、国の関係する団体は、自然公園財団というところが駐

車場を管理して、直轄で造ったところに委託を受けて、そこに協力金をもらって、管理

をしてくれていたりする場所もあります。また、任意団体や NPO 法人であったり、地

元の地域団体に様々な協力をしていただいて、一部は市が負担する、そういったような

地域もあるそうです。もう 1 つの問題は、せっかく施設である程度管理ができたとして

も、使ってもらわなきゃいけない、ということがあると思います。これも、どんな情報

発信をしているかということですけども、ウェブサイトとかブログなど設置しているも

のも、数は実はそんなに多くないんですね。さらに、情報整備や情報発信を全然行って

いないという県もたくさんある、と。これが一番多いぐらい。市町村レベルでは、こう

いうのが現状だということです。ですから、やはり歩いてもらわないと、その必要性も

認められないし、その課題も見付かりません。やはり予算の裏付けが少ないというのが

多くの自治体、地域の方々の悩みだと思います。でも大本は、利用者が少ないからその

認識が低くて、経済効果が薄いから予算も付けられないと、こういう悪循環に陥ってい

るのがあったりします。このことは、各県の担当が不熱心だったり、担当者がすごく少

なかったりで差が出ます。ですから、一生懸命やる方が来ているところでは、一生懸命

整備とか管理が進むけれども、市町村レベルになると、どこが担当かすら分からない、
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もしくは自然歩道がどこだか分からないということもあります。 
 また地図も、その都道府県が分かれると統一的ではなくなっていたり、情報もないと

いったところがあります。やはり、利用者側の視点に立った、利用に関する情報が不足

している。そういう意味では、まさにこういうロングトレイル協会みたいな皆さま方の

力というのは、こういうところで必要となってくるんじゃないかな、と思います。それ

から、通行止めとか様々な情報を、全体情報として一括するところもないということ。

これは今、各地でもできる限り、こういうような問題を解消するプラットフォームを作

ろうというのが進んできています。協同型管理体制を構築するわけですが、コーディネ

ーターを誰がやるんだっていう問題もあります。それから、利用者の視点に立った情報

収集や提供、その費用確保、信頼性の保証といった課題はあるんですけども、こういっ

たことをやろうというのは、現在それぞれの地域で話し合われつつあるというのが、私

の理解であります。地域における位置付け、魅力というのをきちっと発信していく。地

域の関心をいかに高めていくか。もしくは、地域の人々が誇りとして考えられる自然歩

道にしていかなければいけない、と。これが我々にとっての課題だというふうに思って

おります。 
 最後、簡単になってしまいますけども、みちのく潮風トレイルについてお話をしたい

と思います。大本は東日本大震災で被災された地域の方々の復興を支援すべく、グリー

ン復興という名の下に、審議会で 7 つぐらいのプロジェクトを立ち上げました。こんな

ことをやっていこう、新しい大きな国立公園をつくろう、という動きがあるんです。み

ちのく潮風トレイルというロングトレイルを造って、地域の人たちの元気を取り戻した

い、というのが環境省および中央環境審議会から出たアイデアです。非常に長い 700km
を想定した、復興のシンボルとなる長距離の自然歩道を造っていこうということで、北

は青森県の八戸市から、南は福島県の相馬市までということで、今、順次計画を作って

整備を進めているという状況であります。 
ごく簡単なイメージ図に直せば、まず景色、絶景。ここは陸中海岸国立公園がもとも

とあったんですが、今、三陸復興国立公園ということで再編していますけれども、絶景

に出会う場所として楽しんでもらう。また、祭りだとかそういった人々の暮らしも感じ

てもらおう、地域の文化を知ってもらおう、ということですね。さらに、人と出会う。

そこで様々な人と人との触れ合いをすることで、都会の人たちにも地域のことを知って

もらえる。逆に都会の人たちも地域の人たちに元気付けられるだろう、と。こういった

出会いの場にしたいというのが 1 つ。さらには、やはり食べるというのは人間が自然と

触れ合う基本ですから、こういったものを促進することで、地域経済の活性化にも役立

つのではないか、と。さらには、大震災という自然の脅威を学ぶ場として、我々の経験

というのを将来に受け継いでいきたい。こういった形で自然保護がしたいということで、

地域で意見交換会や、いろいろな形でワークショップを開きながら、環境省の職員も入

って、議論をして計画を作りました。 
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 さらに、早稲田大学の学生で、後藤さんという方に実際に歩いてもらって、それを計

画に反映した。それで、彼自身の意見や考えみたいなものを計画の中に採り入れて、具

体的な計画にまとめ上げたというのが、このみちのく潮風トレイルのつくり方だったん

ですね。細かい部分では、集落とどう組み合わせるかが問題でした。どうしても海岸部

分というのは道が通れなかったりするので、そこは住民との触れ合いというところでテ

ーマを設定するというのが、トレイルづくりでは非常に重要なポイントだと思います。

こういったものを活用しながら、こんな考え方で今、整備を進めているところです。 
さらには、運営をどうしていくかというのが大きな問題だと思います。また、情報発

信をきちっとしていくこと。これは最初の段階から地域の方々と一緒になってつくると、

そこに参画する人たちの意識も上がっていく。たぶんそういう考え方で現在、進めてい

るというふうに理解しております。例えば、踏破した人の認定制度を作ろうとか、です

ね。実際、東北だけで宣伝や普及活動をしていても仕方がないので、六本木でイベント

を行おうということも。東北復興というのは、政府としても非常に重要な課題ですので、

こんな取り組みもしています。さらには、ミニフォーラムをしたり、旅行業界なんかと

の取り組みも進めているということで、今いくつかの区間がすでに開通して整備が進ん

でいます。残る区間をどう整備し、さらにきちっと造っていくか、標識に統一性を持た

せるとか、普及・啓発活動とか、そういった課題が次々と出てくると思います。 
 実は、時間があれば、私自身も沖縄に行ったときに、加藤さんとご一緒した西表島を

紹介しようと思ったんですけど、ちょっと今のロングトレイルとは違う発想で、ややプ

ロっぽい人たちが歩くような場所ではあります。私自身も学生のときに 1 人でテント担

いで行き、そのときは楽勝だったんですけど、調査で一緒に同行したときは、かなり辛

かった記憶があるんです。ただ、道が崩れているというのは問題になりました。翌日は

石垣島で、加藤さんが募集したトレイルを歩くツアーに一緒に参加して、農地や牧場と

いったところを歩くということを試しにやってみました。加藤さんやアクティブ・レン

ジャーたちといろいろ意見交換をして、私も報告会という、ちょっとしたミニフォーラ

ムをやらせてもらって。私もこのとき、いろいろなことを加藤さんから学びました。 
最後のまとめとして、加藤さんの遺稿となった最後の本に書いてあったことを紹介し

ますけれども、「やっと日本の自然保護文化の充実、それがロングトレイルというもの

で達成されるんだ」そういったことを加藤さんは信じていました。私は、そのメッセー

ジを環境省全体として受け止めて、今まで申し上げたいろいろな課題をこれから乗り越

えていきたいと思っております。以上で私の発表を終わらせてもらいます。ご清聴あり

がとうございました。 
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■講演（2）「ダイヤモンドトレールを軸にした地域の連携と魅力発信」 
 赤井 俊夫（大阪府南河内農と緑の総合事務所地域政策室長） 

 
皆さん、こんにちは。大阪府の南河内農と緑の総合事務所の赤

井と申します。私の身分をちょっと言いますと、先ほどの奥田様

も、農学の林学科ご卒業ということでございましたけども、私も

同じ林学科を卒業いたしました。地方公務員なんですけども、地

方公務員にも技術職というのがございます。林学職ということで、

日々お仕事はぼちぼちやらせていただいてます。 
 まず大阪府ですけども、兵庫、京都、奈良、和歌山と隣接しております。西側は大阪

湾ということで、海にも面しているというところでございます。面積が全国で下から 2
番目の 19 万 ha のところに、これは全国で 3 位ですけども、狭いところに 880 万人の

人が住んでおります。自治体の数ですけども、43 市町村ということで、ご覧のとおり 1
村あります。千早赤阪村という村が、実は大阪府にございます。3 年前に過疎の地域指

定を受けて、人口 1,000 人を切るような村でございます。この大阪府ですけども、非常

にわずかですが森林がございます。府県境沿いの山系に位置しております、北摂、生駒、

金剛、和泉葛城。北摂には明治の森箕面国定公園、生駒、金剛、和泉葛城には、金剛生

駒紀泉国定公園というものが指定されております。今日ご紹介するダイヤモンドトレー

ルは、この金剛山系に位置しております。 
ダイヤモンドトレールとは金剛山系の長距離自然歩道で、正式名称は金剛葛城自然歩

道です。何で「ダイヤモンド」かというところなんですけども、一応、主要な一番高い

山が金剛山ということでございます。それから連想されます金剛石がダイヤモンドの和

名ということで、名付けてダイヤモンドトレール。こちらはトレールと伸ばします。ト

レイルじゃなくトレールになっています。区間は奈良県の香芝市から大阪府の和泉市で、

全長 45km、開設は昭和 46 年 12 月です。整備はその前後ですね。大阪府と奈良県で整

備をいたしまして、現在の管理も大阪府の中でやっております。年間利用者は約 100
万人ということで、そのくらいの人数は訪れております。 
 平成 27 年 9 月 30 日には、「新日本歩く道紀行」の森の道 100 選に認定していただい

ております。これはアクセスマップですけども、赤の地区がダイトレ、ダイヤモンドト

レールです。近鉄とか南海、JR から非常に便利のいいところに位置しております。2
ヶ所、ロープウエイもございます。こちらに金剛山ロープウエイがあるんですけども、

昨年、開通 50 周年を迎えた非常に歴史のあるロープウエイです。ということで、大阪

の中心部から 30km 程度ということで、時間的に 90 分あれば、ちょっと景色が変わる

というようなところでございます。 
ダイヤモンドトレール沿いには、大阪府、奈良県で整備いたしましたいろいろな施設

がございます。トイレも整備しております。トレールに関係する市町村はご覧のとおり
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です。左側の白地が大阪府、右の黄色地が奈良県、緑が和歌山県ということです。こう

いった市町村との付き合いというのは、あんまりなかったのが事実です。大阪府ですと、

各市町村に草刈りとか清掃の寄託をお願いしているぐらいで、市町村間のお付き合いも

特になかったという状況でした。ということで、せっかくダイトレで繋がっているんで、

何でもいいのでやりませんか、というようなことを、私どもから声掛けさせていただき

ました。2011 年が国際森林年でございましたけども、これを契機にちょっと連携して、

皆で何かやりませんかということで立ち上げたのが、ダイヤモンドトレール活性化実行

委員会です。構成は大阪、奈良、和歌山の沿線市町村の首長さん、市町村長さんが委員

になっております。 
こちらはキックオフイベントということで、平成 23 年、第 1 回のダイヤモンドトレ

ール・サミットということで開催したときの写真です。登壇されている真ん中の方が会

長の、先ほど言いました千早赤阪村の村長さんです。左側が奈良県側ですね。右側が大

阪府ということで、右から 2 人目、白い服を着ている方が当時の橋下前知事です。あん

まりイベントに出る方ではなかったんですけども、広域連携ということもありまして、

初めて山登りに来ていただきました。知事も非常に感動して、就任 3 年目でございまし

たけれども、「初めて来て、こんなええとこがあるとは初めて知った」というようなこ

とも言っていただきました。 
 活性化実行委員会立ち上げ後の取り組みをご紹介いたします。まず、両者の利便性向

上ということで、平成 23 年に大阪府の方で、4 棟のトイレの整備をさせていただきま

した。奈良県の方では 25 年ということで、かなり利便性が向上しております。それと、

ダイトレのマップを平成 17 年から作っております。まず、沿線市町村の紹介、それか

ら QR コードを載せて、情報を取りやすくさせていただいております。図面の地図の面

ですけども、奈良、和歌山県と連携しようということもありますので、奈良、和歌山県

エリアの表示を拡大いたしまして、アクセスとか観光スポットの情報を充実しておりま

す。それともう 1 つ、位置情報を表示しております。この地図だけでしか使えない、縦

横の数字とアルファベットを N コードといいます。これはどこでも使えまして、現場

で GPS 付きの携帯電話を持って行きますと、自分が今いる位置が N コードで分かると

いうようなものです。遭難したときに、そのコードが分かれば救助に役立つというよう

な使い方もできます。 
その次、利便性の向上ということで、ボランティアさんとの連携をしております。安

全・安心な環境づくりを担っていただくボランティア団体さん、個人を、サポーターと

いうことで登録させていただいております。今は 7 団体 3 個人ということで、任期は 3
年にしております。左は木材業界からベンチの材料をいただきました。バラバラの状態

で。それをサポーターさんに組み立てていただいて、なおかつ現場に据え付けしていた

だきました。右側は、灌木とかですね、生い茂っているところの改善ということで、伐

採作業をしていただいています。 



ここでダイトレの見所をご紹介させていただきます。北から順番にいきます。左上、
ど ん  づ る ぼ う

奈良県香芝市の屯鶴峰というところです。凝灰岩の白い岩肌がむき出しになっている、

ちょっと変わった景観です。鶴がたくさん舞い降りているように見えたところから、屯

鶴峰という名前が付いております。右側の下、これが二上山という山です。石器に使わ

れましたサヌカイトという石が産出されるというところです。写真は奈良県側から撮っ

た写真です。奈良県側から見ますと西側に位置しますので、右側に雄岳、左側に雌岳が

見えます。大阪側から見ますと東側に見えますので、右側が雌岳、左側に雄岳という見

え方になります。大阪側から見ますと東側でありますので、日が昇る山と言われており

ます。奈良県側に来ますと日が沈む山と変わり、日が沈む大阪が安住の地ということで、

古墳が多いというような説もございます。

次は大和葛城山です。 5 月の上・中旬になりますと、自生の「一目百万本」と言われ

るツツジが咲き誇ります。それと右下は最高峰ですけども、金剛山。冬になりますと、

唯一大阪でこういった雪化粧が見られる山となっております。次が秋の岩湧山というこ

とで、こちらはススキの茅場でございます。春に山焼きをしまして、秋にはこういった

非常にきれいな景観が見られる、と。この真ん中をダイトレが走っております。

 最後、南の起点ということで、槇尾山というところです。こちらには施福寺という由

緒あるお寺がございます。こういったダイトレの見所をご紹介いたしました。

次は周辺の見所ということで、歴史とか文化の資源がたくさんございます。葛城修験

道と書いてありますけれども、今日、非常にご高名な方がおられる前で説明するのは緊

張するんですけども、神社仏閣、資料館、博物館など、いろいろあります。葛城修験道
えんのぎょうじゃ

というものは、 7 世紀末に、先ほど見ていただいたツツジのきれいな葛城山に、役行者

さんがおられたということです。この方は法華経を唱えながら、和歌山の友ヶ島から大

阪の亀の瀬というところまで修行をされて、  二十八の地に法華経の二十八品を一品ずつ納

めていったという伝説がございます。のちにこの二十八ヶ所に経塚というものが作られ

て、そこが修験の場になったということでございます。このダイトレ周辺には、たくさ

ん経塚がございます。それから、役行者さんにまつわるいろいろなスポットが点在して

おります。神社仏閣につきましても、役行者さんにまつわるお話がたくさんございます。

金剛山の山頂ですけども、葛木神社とか転法輪寺、これは役行者さんのお寺と聞いてお

りますけども、などもありまして、 毎年  7 月にれんげ祭りも開かれております。そのほ

か、ダイヤモンドトレール上、もしくはその周辺にいろいろな史跡であったり、国宝級

のお寺がたくさんございます。それといろいろな博物館、資料館もあります。二上山博

物館、市のホームページによりますと、全国初の石の博物館ということです。その下の

相撲館「けはや座」というところなんですけども、奈良県の葛城市が相撲発祥の地とい

うことで、本物と同じ大きさの土俵がある資料館とか、ちょっと変わったものもござい

ます。

こうしたいろいろな見所を皆さんに歩いていただきたい、見ていただきたいというこ

44 
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とで、ダイトレとそのアクセスルートを皆さんにご紹介するというようなことを行って

おります。アクセスルート上に千早城址という見所もありますよ、とか、下っていった

ら奈良県には藤岡家住宅という資料館があります、と。こういったルートを 10 ルート

ほどお示しさせていただいております。そのルートを実際に歩いていただくという、ワ

ンデーハイキングのイベントなども行っております。このチラシは昨年の 12 月のもの

ですけども、実際に歩いていただくというようなイベントでございました。当日は快晴

でした。金剛山を目指して歩いていただきまして、山頂で転法輪寺の住職さんから修験

道のお話を聞いたり、ゴールの藤岡家住宅で、俳人の藤岡玉骨という方のお話を聞いて、

地元の柿、ミカンをお土産に持って帰っていただく、というイベントも行っております。 
次に、いろいろな見所を、ゆっくり自分のスペースに合わせて巡っていただこうとい

うことで、ダイトレ踏破イベントを行っております。パート 1 としましては、平成 26
年にダイヤモンドトレールの 5 山 3 峠巡り。ひたすら 45km 歩いてください、という

イベントです。踏破された方には認定証と缶バッジをお渡ししますが、缶バッジは職員

の手作りです。このダイトレの実行委員会では、事業の予算はゼロです。普段の事務費

の範囲内でできることをやっております。こちらのイベントは新聞に採り上げていただ

きまして、その効果もあって最終的に 455 人の認定をさせていただいたということで

す。 
 その次、パート 2 ということで、今度はダイヤモンドトレール上と、先ほどご覧いた

だいたアクセスルート上の神社仏閣を巡っていただくというようなイベントにしつら

えを変えて行いました。5 つのエリアに分けまして、ダイトレ上のポイントとアクセス

上のポイントをそれぞれ巡っていただくというような内容です。認定証のデザインもち

ょっと変えました。各市町村のキャラを散りばめて、お祝いするような認定証にしてお

ります。最終的には 100 には届かない、92 人という結果でございました。 
 この 2 つのイベントに参加いただいたのが、どんな方々だったかということをご紹介

いたします。お住まいは大阪府が 7 割に近かったです。後は周辺の市町村。少数ですけ

ども、東京とか山形からの方もおられました。男女構成比は、男性の方が多く、7 対 3
という割合です。年齢の構成比は、ちょっと若い方があまりおられなかったということ

です。どこから高齢と言っていいのか分からないですけども、50 歳代、60 歳代の方が

多いというような状況です。時間がかかるイベントですので、比較的時間に余裕のある

方々の参加が多かったということです。 
認定の申請をしていただくときに、自由にコメントを書いていただく欄を入れました。

1発目の5山3峠巡りにつきましては、これはひたすら45km歩くイベントでしたので、

達成感とか目標ができて良かったとか、そういうお声が多かったということです。その

次の自然・歴史巡りは、数は全体的に少ないんですけども、5 山 3 峠とは違うコメント

をいただいております。今まで知らなかったところに行けたとか、聞いていたけども行

ったことなかったとか、そういうところに行けて楽しかった、と。それから、今回行け
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なかったところにまた行ってみたい、というようなコメントをいただいております。 
このイベントから、複数回、同じ方が申請されるということが出てまいりました。と

いうことで、リピーターを増やすという観点でいきますと、巡りポイントの数の充実と

か、地域行事でありますとか、イベントや物を買うところとか、食べるところを増やし

たら、楽しみが増えるんじゃないか、と。それとテーマですね。先ほどから皆さんおっ

しゃっていますけども、自然、歴史、体験、健康、食。こういうテーマ設定が必要では

ないかということで、今やっています。 
 パート 3 になるんですけども、自然・地域巡りということで、だいぶポイントを増や

しました。例えば、左の写真は日帰りの温泉施設です。山に行ってきて、ひと風呂浴び

て帰ってくるのはどうかな、というようなところですね。それから、道の駅で地元の物

産を買っていただきたいなというところで、こういったところのポイントを設定してお

ります。今のところ、マスコミの採り上げも少ないんですけれども、これから広報をし

っかり行って、皆さんに参加していただきたいな、と思っております。 
 話はもうこれで最後ですけれども、大切なのは広報ですね。ホームページ等々、情報

発信ツールはいろいろあります。やはり効果が一番出るのは新聞です。記者クラブに情

報を入れて書いていただければ、もうすぐに効果が出るということが実績としてありま

す。それと、意外と市町村の広報誌に載せますと、その途端に電話で問い合わせが入る

ということもあります。テレビとかホームページもいいんですけども、うちで今、実際

に歩かれている方というのは、比較的年齢の高い方が多いので、やはり紙ですね。紙で

見るというのが、非常に効果があるようです。若い方はスマホとか、ホームページにな

るかと思いますけど。 
今後についてですけれども、2021 年、平成 33 年、東京オリンピックの翌年にダイト

レが 50 周年を迎えます。これを 1 つの区切りといたしまして、今後さらなる積極的な

地域の活性化を進めたいと考えております。初めてダイトレのお話を聞かれた方も多い

と思いますけれども、ぜひ来てくださいというのはおこがましいので、大阪のお好み焼

きとかタコ焼きを食べるついでに、ちょっとダイトレものぞいていただきたい、と。ち

ょっと朝 9 時ぐらいに出れば、夕方 4 時 5 時には、またネオンギラギラの街に戻って

こられます。それからビールを飲んでいただくというようなこともできますので、ぜひ

とも行程に入れていただきたいな、と思います。ご清聴ありがとうございました。 
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■講演（3）「国内初開催！ ワールドトレイルズカンファレンスの報告」 
 髙務 裕子（鳥取県中部総合事務所地域振興局ワールドトレイルズカンファレンス室長） 
 

皆さま、こんにちは。職名も長ければ名前も長い。髙
た か

務
つかさ

という、

ちょっと変わった名前なんですけれども、鳥取県からこちらに参

加させていただきました。鳥取県といえば、去年 10 月の地震に始

まって、今年 1 月、2 月に大雪で立ち往生ということで、かなりニ

ュースになっておりまして、どれだけつらい街なんだろうかと、

皆さまが思っておられるんじゃないかなと思います。けれども今日は、こういった取り

組みをしているんだよということで、少しその記憶を皆さまに上書きしていただいて、

鳥取県は大山
だ い せ ん

と酒だけじゃないんだよということも、皆さまにご理解いただいてお帰り

いただきたいな、と思っております。後 30 分ほどなんですけれども、お時間をちょう

だいしたいと思っております。 
まず、このワールドトレイルズカンファレンスの報告ということなんですけれども、

一体これは何か、というところからご説明をさせていただきたいと思います。 
 このワールドトレイルズカンファレンス、ちょっと長いので、これから WTC という

言葉で省略させていただきます。この WTC というのは、歩く旅と自然保護の価値を共

有して、トレイルをもっとうまく使っていこうよ、ということを話し合うための国際会

議でございます。私は行政職員でございまして、この鳥取大会、ワールドトレイルズカ

ンファレンス、WTC 鳥取大会の事務局を担当しておりました。この実行委員会が民間

団体の方、観光団体の方、それから行政が一体となったということで、私が今回は代表

してご報告に伺わさせていただいております。ですが、そもそもこのWTCというのは、

別に行政の会議ではございません。トレイルの関係者の方々が世界中から集まってネッ

トワークを作っていこうよ、という趣旨の会議でございます。 
 発端は韓国の済州オルレという団体の提唱で始まりました。韓国の済州オルレは、済

州島で 2010 年ごろから立ち上がっています。昔は新婚旅行のメッカだったそうなんで

すけれども、一気に観光客が減っていった中で、とある人が済州島を一周するような

コースを企画しました。二十数コースに分かれ、長いのが 10km とかいろいろなコース

があるんですけれども、そういったコースを一つ一つ地元の人と協力をしながら造り上

げていかれたそうです。自然を大切にしながら、必ず地域、里を通すということ、地域

と触れ合うコースを設定するということを念頭に置かれて造られたというふうに伺っ

ております。済州オルレがそういったコースを造って、韓国の女性たちの人気を呼び、

かなりの観光客が今、済州島に押し寄せています。観光客が一度歩いてみて、「あっ、

これはいいや」と、自分たちが何かしたいということで、この済州オルレのコースのそ

ばに、自分たちで民宿を作ったり、カフェを作ったりして、それが地域おこしになり、

定住も増えているということでした。行政の立場からしたら、とてもおもしろい事例か
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な、というふうに思います。 
この韓国・済州オルレの企画者がなかなかやり手でして、自分たちの中でもそうやっ

て作り上げていって売り込んでいった、と。多分、それを世界に売り込むにはどうした

らいいか、と思われたんじゃないかと思うんです。情報共有して、さらに自分たちのコ

ースを磨き上げたいという思いもあったんだと思います。そして、2010 年から世界の

いろいろなトレイルの関係者に声をかけて、年に 1 回、済州島で会議を開催されており

ました。これが WTC です。2010 年から毎年 1 回、ずっと韓国・済州島で開催されて

おりました。5 回目が終わったところで、韓国・済州島だけじゃなくて、いろいろなと

ころで行ってはどうかという話になりまして、早速手を上げさせていただいたのが、こ

の日本の鳥取県だったということです。 
別に鳥取県職員が参加していたわけではなく、この後説明させていただきますけれど

も、鳥取県のウォーキング大会を熱心にされておられます NPO 法人未来さんが、この

WTC の第 2 回大会からずっと参加しておられまして、その関係で誘致をしてくださっ

たということです。主催は非営利法人ワールドトレイルズネットワークという、スイス

のジュネーブに組織があるんですけれども、人がいるわけではなくて、世界の緩やかな

ネットワークの事務局がこのジュネーブにある、と。南アフリカの方が会長を務めてお

られます。そういった団体が主催者とその開催地で相談しながら、国際会議でどんなこ

とをしていくかを決めていく、そんな世界中のトレイル関係者が集まる会議ということ

でご理解いただければいいかな、と思います。 
 ここで、第 6 回鳥取大会を開催したのはいいんですけど、ここにおられる方が鳥取県

ってどこにあるかご存じないんじゃないかなという、若干の不安がありまして、資料を

付けさせていただいております。よく話題になるのが、山陰っていうのは鳥取県と島根

県なんですけども、どっちがどっちかよく分からないということをよく聞きます。ひと

言で言えば、鳥取県は島根県の右です。島根県の位置が分からないと分からないんじゃ

ないか、という突っ込みは、ちょっと心の中に置いておいていただいて、こういう場所

にある、と。空港が 2 つありまして、鳥取コナン空港、米子鬼太郎空港ということで、

漫画家、有名な方、出身者がおられますので、その名前が付いております。主な特色と

して、まず日本遺産が 2 つあります。三
み

徳山
と く さ ん

と三朝
み さ さ

温泉。ここには投入堂という国宝が

ございまして、先ほども大阪の赤井さんから役行者の話がありましたけども、ここでも

役行者が活躍されておられまして、役行者が法力でこの崖に投げ込んで造られたと言わ

れております。というか、建築方法が全然分からないんです。崖の中にとにかく投げ入

れてあって、ここにたどり着くまでが大変危険な道なので、「日本一危ない国宝」とい

うふうに呼ばれております。そこと三朝温泉という温泉がセットになった日本遺産。そ

れからもう 1 つ、「おおやま」ではなくて「だいせん」と言います。再来年に開山 1300
年を迎えます。この 2 つの日本遺産は、自然に満ちあふれたものでございます。併せま

して、山陰海岸ユネスコ世界ジオパークということで、鳥取県と兵庫県と京都府をずっ
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と繋ぐ海岸線が、日本海形成のときの地形を表したもので、非常に貴重なものと言われ

ています。そこを利用したジオパークトレイルとか、シーカヤックとか、そういったも

のをやっておりますけれども、その海岸一円 140km が世界ジオパークということで、

その一画には鳥取砂丘もございます。 
 鳥取県はとにかく日本一小さい県でして、人口が非常に少なく 57 万人。長野県が 210
万人ぐらいですか。さっき大阪府さんが 880 万人と言っておられましたので、どれぐ

らい少ないかというのが分かっていただけるかと思います。とにかく小さい県なので、

知恵で勝負をしようということで、いろいろ頑張っております。特に話題になったのが、

日本でスターバックスがなかった唯一の県に、最後の店舗ができるということで、それ

もなぜか NHK のニュースになったんですけれども。鳥取県知事が「スタバはないけど

スナバはある」とか、そういった PR を散々しまして、これでお金は使ってないけど自

称 34 億円の経済効果があった、ということです。小さい県なので、工夫して頑張ろう

という気風はあるのかな、というふうに思っています。 
 海外ともかなり繋がっていまして、香港と週 2 便、韓国ソウルと週 3 回の定期便が飛

んでいます。それに併せて定期貨客船、フェリーなんですけど、荷物と人が積めるもの

が、鳥取と韓国やロシアのウラジオストクを週 1 回結んでいるということで、外に目を

向けて頑張って生き残ろうとしている、小さな県でございます。 
今、説明しているのは、なぜ WTC を誘致したかの背景ですけれども、鳥取県は、さ

っき申し上げましたように、海外に目を向けており、小さいけどちょっと工夫をして頑

張ろうという土壌なんです。さらに田舎なもので、公共交通機関がございません。厚生

労働省が以前に調査をした結果なんですけども、1 日に何歩歩くかという全国調査で、

鳥取県は男性が最下位、女性は 45 位という素晴らしい結果に終わりました。ちなみに

長野県さんは全国 19 位、11 位で、素晴らしい結果であります。これではいけないとい

うことで、何とか歩きましょう、と。歩くのは人間の基本だよというのは確かなことで

して、一気に最近の平成 22 年の調査なんですけども、ここ数年、鳥取県ではどんどん

みんなで歩こうよ、という熱が加速しております。そんな背景の下、この「SUN-IN 未

来ウォーク」というウォーキング大会を、NPO 法人未来さんが開催されております。 
 日本全国で、日本マーチングリーグという大きなウォーキング大会が開催されていま

す。ここ鳥取県では、6 月の 3～4 日に「SUN-IN 未来ウォーク」というイベントを、

NPO 法人未来さんが開催されています。2 日間で約 3,000 人が参加されますが、半分

以上は県外の方が来られています。この大会は民間団体主催の、非常に珍しい大会です。

全国的には、大体行政が実行委員会にかんでいて、かなりお金を出して行っているのが

実態なんですが、鳥取県の場合は、NPO 法人未来さんが頑張っておられる。頑張って、

これまで 17 回も開いておられるという、非常に大きな土台があります。この NPO 法

人未来さんが、この WTC を誘致してこられた。地域の活性化に繋がるいい機会だとい

うことで、誘致してきてくださいました。 
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ちなみにここ長野県も、飯田やまびこマーチさんが 4 月に毎年開催されておられると

思います。第 31 回を迎えられるということで、日本のマーチングリーグの中でも 2 番

目に歴史が長い、素晴らしい大会というふうに伺っています。その辺が、さっきの長野

県の歩く歩数にも関係してきているのかもしれませんし、トレイルが多いということも

関係しているのかもしれません。WTC は大きなイベントですので、NPO 法人未来さん

を中心としながら、県や市町村や観光団体が実行委員会を作りまして、事務局を鳥取県

と NPO 法人未来さんが共同で持って、実行委員会として準備をしました。後は海外の

メンバーと相談をしながら、去年の 10 月 14 日から 17 日まで 4 日間開催いたしました。

「歩いて癒される」というテーマで、目標人数は 4,000 人だったんですけど、当日も含

めて非常に多くの方にご参加いただきました。内容はいろいろございまして、講演会、

各国際会議、それから企画展示、後は並行してウォーキング大会をたくさん開催してお

ります。それからエクスカーションも行いました。 
国際会議では 19 ヶ国 58 団体ということで、これだけ多くの方が参加してくださっ

ています。これは、南極を除く全大陸が参加してくださったということで、いろいろな

トレイルの団体、関係者がご参加いただいた、大きな大会になりました。 
実行委員会で準備をするときに、5 つの目標を我々の中で掲げておりました。まずは、

国際会議とウォーキング大会と両方行うんですけども、ウォーキング大会のコースで、

終わった後に個人で回りたくなるようなコースにしていこうよ、と。それから、旅行商

品として使える仕組みをきちんと作ろうよ、と。後は地域の魅力と歩くことのコラボを

きちっとしていこうよ、と。さらに、大会を契機として鳥取県の魅力を発信していこう、

と。これを共通の目標として準備を進めていました。 
4 日間の中で、最初は総会とかがございまして、国際会議、ウォーキング大会、エク

スカーションがあり、後は併催ということになっています。オープニング・イベント、

記念講演には三浦雄一郎さんに来ていただいて、歩くことについて語っていただきまし

た。後は世界のトレイル最前線ということで、いろいろな国の方からお話をいただきま

した。また、分科会ⅠからⅡ、それからⅢからⅣということで、いろいろなテーマを持

って分科会を開催しました。日曜日の午前中、日にちが空いておりますが、これは並行

して行っていますウォーキング大会に、国際会議の参加者も歩いていただいた、と。も

ちろん一般の方にもオープンなんですけども、会議を聞きたい方もおられれば、こうい

ったイベントに参加されたい方もおられるので、並行して開催しています。全部で 9 コ

ース、いろいろな市町で実施をしています。併せて海外限定ツアーコースという、ちょ

っとトライアルなものも 1 つ行ってみたりしています。 
主な分担といたしましては、国際会議の準備は県が中心になってしておりました。こ

のウォーキング大会の準備は、各市町村と NPO 法人未来さんが中心になってやってい

ただいていました。最終日には、この関係市町だけではなくて、ちょっと距離があるん

ですけど、大山や山陰海岸ジオパークに、海外の人にも参加してもらい、ツアーで見て
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これがいろいろなコースを並行して行いましたウォーキング大会です。海もあれば山

もあり、コナンの町もありと、いろいろな種類を取りそろえています。ここに「らくら

くわんぱくウォーク」と書いてございますが、お子さま向けの歩育と、それから障害者

の方も車いすとかでご参加いただけるようなコースを一つ設定しております。

最後に鳥取大会宣言というものを採択したんですけれども、とにかくトレイルに癒し

がある、ということを共通認識として持って、さらに友好トレイルを大きくしていこう、

と。これはトレイル団体同士の、都市同士の友好提携のようなものです。一緒に何かし

ましょうという協定を結んで、相互に PR をする。どれだけ何をするかは、各団体に任

されています。ですから、お金をかけずに PR をしていく 1 つの方法ではないかな、と

いうふうに思っています。そういった友好トレイルを進めていこう、と。

 後は、このトレイルの活動をずっと続けていくためには、若者をリーダーに養成して

いかなければならない、と。結構、年齢層が高い人が多い傾向にあるので、若者を養成

していくための取り組みをこれから進めていこう、という話で一致しました。併せて、

鳥取県にあります山陰海岸ジオパークトレイルと、ギリシャのキティラ・ハイキング・

プロジェクトという、キティラ島というギリシャにある島のトレイルが友好提携を交わ

して、お互いの紹介の看板を交わしたり、お互いのトレイルまで後何 km という、こう

いただく、歩いていただくということも行っております。併催として、 B 級グルメバト

ルというイベントも開催しています。後は企画展示です。また、世界のトレイル紹介と

いうことで、 10 トレイルの発表をしていただきました。最 初は  4 トレイルだけの予定

だったんですけど、できるだけたくさんの人が話したいということがありましたので、

順番にいろいろなトレイルの方にお話をしていただきました。スペインの有名な巡礼路

のサンティアゴ・デ・コンポステーラからも来ていただいています。プレゼン資料も、

本人たちの希望によって、全部ホームページにアップしておりますので、興味がおあり

になるものがあれば、ご覧いただければと思います。

分科会はこういった形で、Ⅰはまずウォーキングと健康についてパネル・ディスカッ

ションを開催しました。それから引き続き、今回こちらのセンター長でいらっしゃる中

村先生に、日本のトレイルの状況についてお話をいただきました。海外のトレイルの関

係者は、とにかく自分のところに人が来て歩いてほしいということで、日本のトレイル

がどんな状況にあって、日本人がどんなふうにトレイルに対して興味を持っているかと

いうことで、このお話に非常に興味を持って聞いておられました。

 分科会Ⅲとしては、トレイルと文化と自然ということで、地域とどんなふうに結び付

けていくかというテーマで、ディスカッションしていただきました。最後には、 国際マ

ーケティングということで、どうやって売り込みをかけていくかという議論をしていた

だきました。最後はクロージングということで、鳥取大会宣言を採択。 次回の  WTC  を、

 2  年に  1 回に変更になったんですけれども、今度はスペインのサンティアゴ・デ・コン

ポステーラに決定いたしました。
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いう標識を交わしたりして、それぞれPRをしていこうというという話をしております。 
今回の大会の総括なんですけれども、いろいろな効果があったかな、と思っています。

まず 1 つが、基本的には鳥取県は歩かないから皆で歩こう、県民の健康づくりを頑張ろ

う、というところからスタートしております。基本的には健康づくりのイメージで、近

所を自由に歩いていこう、ということからスタートしていますけれども、例えばそれが、

歩くことで観光振興とか地域づくりに繋がっていくんだろうな、という意識を 1 つ持つ

ことができました。鳥取県では DMO が去年立ち上がっておりまして、この大会は DMO
の 1 つのトライアルでもありました。ですので、このウォーキング・イベントに、中国、

韓国、台湾から観光客を連れてこようというトライアルも併せて行っています。そうい

った意識を 1 つ、地域の関係者が持つことができたかな、というふうに思っています。 
後は、世界への足掛かりということで、先ほどのようなネットワーク、海外のいろい

ろな関係者とのネットワークを築くことができたというのは、非常に大きな財産だった

な、というふうに思っています。こういったものを今後は活かして、ウォーキング・コ

ースをもうちょっと定番の旅行商品にできないかな、と思っています。ウォーキング・

イベントに旅行商品をぶつけるのは、なかなか旅行商品側の柔軟性が求められていまし

て、開始時間を遅らせてほしいとか、自分のツアー動線の時間に合わせてほしい、とい

う意見などが結構ありますので、どれくらい対応できるかというのが 1 つの大きなポイ

ントになってきます。 
 また、一般参加者から自分のツアーにはこんなプレミアムがほしいとか、そういった

ことも言っておられますので、そういったものにどういうふうに対応できるかというこ

とも、1 つ大きな検討課題かな、と思っています。後は鳥取県のジオパークトレイルで

ありますけど、40～50km で、今はまだ開発中でございます。大山の方の歩道を活かし

たロングトレイルを作ろうという動きもありまして、今、準備中でございます。そうい

ったことも考えて、鳥取県を横断できるようなロングトレイルができないかと、関係者

と相談をしているところです。それに併せまして、次世代を育成したいということで、

海外の人たちも若者のリーダーを養成したいというお話がございましたので、今年の事

業としまして、海外から若者を呼んできて、トレイルの関係者と、鳥取県のトレイルコ

ース案を歩きながら、鳥取県の青少年との交流を進めてみるとか、アウトドアの意識を

つくっていくとか、そういったイベントを、せっかくのネットワークができましたので、

できたらどうかな、というふうに考えています。 
 そういった大会ではございましたけれども、実は大会は 10 月 14 日から 17 日までだ

ったんですが、そのわずか 4 日後に開催地で地震がございました。マグニチュード 6.6
ということで、実は瞬間的な揺れはかなり大きかったんですけど、幸いにして被害者、

死者はゼロでした。住宅被害も結構大きかったんですけども、すごく大きな倒壊という

のは割と少なかった。これが地震のいろいろな被害の写真なんですけど、実はここの真

ん中が、まさに WTC を行った会場でして、天井が崩れてしまいました。世界の人たち



は何で見付けるのか分からないですけども、地震があったその晩には、お礼の英語のメ

ールが届き、インターネットで「我々が先週参加していた会場がこんなになった」とか

拡散されてしまいました。ちょっとそれはつらいな、と思いましたが、そういった状況

がございました。

地震もだいぶ落ち着きまして、今、風評被害対策に重点が移っております。我々も元

気になろうよ、ということで、 NPO 法人未来さんを中心に、いろいろなウォーキング

大会を仕掛けてるところです。

これは WT C のときの写真なんですけれども、「友好の杖」ということで、参加団体

が皆リボンを結んで、我々に記念にくださったものをいただいたところです。これは歓

迎レセプションで、日本酒の鏡開きを、日本風の文化をちょっと見てもらいたいのでや

ってみました。こ の酒樽  8 樽は全部、各酒蔵が無償で提供してくださいました。皆さん

が一生懸命参加していただいた、と。これはウォーキング・コースの途中の写真なんで

すけど、ここにずっと鯉のぼりがぶら下がっているんですが、これも我々がお願いした

わけではなくて、地元の方々が、海外の方が来られるなら日本の文化をと、 10 月です

けどこのコースのためだけに、ずっと展示してくださいました。地元の方がおもてなし

も含めて、いろいろと力を注いでくださっています。

 また、企画展示の中にスポーツ・クライミングがあるんですけど、東京オリンピック

で正式種目になりまして、実は鳥取県にナショナル・チームのヘッドコーチがおられま

して、その方に監修していただいて、こういった体験コースを設けていました。と申し

ますのが、国際会議はかなり専門的なものになってくるんですけども、できるだけ多く

の地域の方にこの大会に参加していただきたかったということで、いろいろなイベント

も仕掛けながら、会議の内容についても、分かりやすいものから徐々に専門的になるよ

うな仕掛けをプログラムで組んでいます。この辺も、ウォーキング大会の出発式のとき

に、お寺の住職さんがほら貝で合図して出発されたりとか、いろいろな方々、地元の方

が協力してくださった大会になったのではないかな、と思っています。

皆さま方のトレイルはもうかなりでき上がって、今どうやって売り込もうかと、どうや

ってもっと活用していこうかという段階であると思うんですけれども、我々は今あるも

のを、これからもっと作り上げていこうという立場でいる、と思っています。たぶん皆

さん思っておられるのは、たくさんの人に来て歩いていただきたい、それにはどうした

らいいかということで、 どう  PR をするかとい うのも  1 つですし、我々のようなこれか

ら作っていこうというところは、今日かなり多くお話が出てましたけど、テーマをしっ

かり持つというのはもちろんなんですけれども、どんな人たちに一番歩いてほしいか、

というターゲットをしっかり考えていくことが必要なんではないかな、というふ うに思

っています。

 今回、海外では、例えば台湾とか中国とか韓国にも売り込みをかけました。 シンガポ

ールとか香港とかにもかけようという声も県の中ではあったんです。けれども今日、安
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藤様のお話にもありましたように、ウォーキングをする土壌というのは、その場所が安

全であること。たぶんそれは 1 つ大きなポイントですし、私が勝手に思うには、気温が

ある程度安定していること。あまり暑過ぎると、歩こうという気にはなかなかならない

かもしれません。寒過ぎてもならないかもしれません。もう 1 つは、経済的にある程度

安定していること。この辺のところをターゲットとして狙っていくというのはありなの

かな、というふうに思っています。 
例えばシンガポールとか、暑くてなかなか歩く土壌がないかもしれませんけども、逆

にシンガポールの人が北海道とかに来て、自分のところでは無茶ができないから、レン

タカーでビュンビュン飛ばすのが、ツアーとして非常にはやっているという話も聞きま

す。ですので、今はないかもしれませんけれども、将来的には暑い国の人が、日本のこ

の信州とかに来て歩いてみようと、そういうブームが起こる可能性もあるかな、と思っ

ています。ですから、我々は先を見て、どんな人たちに来てもらいたいか、だからどん

なことを仕掛けていくのかというのを、地域の方と一緒に考えていければいいな、と思

っています。  
このように、今回、地域の方にたくさん協力していただきました。私は行政の立場で、

この大会が決まってから後 2 年で勝負ということで開催に当たったんですけども、今日

は仕掛人である NPO 法人未来の岸田理事長がここにも来ておられます。交流会にも参

加されると思いますので、もっと裏話とかですね、酔っ払った勢いで聞いていただけれ

ばな、と思っております。今日はどうもありがとうございました。 
 
■ご挨拶 
 佐伯 雅視（日本ロングトレイル協会副代表理事、北根室ランチウェイ会長、酪農家） 
 
皆さん、長時間にわたってご苦労さまでした。本日は第 4 回ロン

グトレイルシンポジウムにたくさんの方にご参加いただき、誠にあ

りがとうございました。また、壇上に上がられました講師の皆さま、

ご苦労さまでした。日本ロングトレイル協会も、発足して間もない

んですが、整備中のトレイルも含めて 18 のトレイルが参加しており

ます。忘れ去られていた「歩く旅」という文化が見直される時代が、今そこまで来てい

るような気がします。二足歩行の人間が、脚を交互に動かすだけで前に進めるという、

そういう意味で、歩くことが一番基本的な旅のスタイルだと僕は考えております。今後

とも皆さま方とともに、ロングトレイル協会が一丸となって、歩く旅の普及と啓蒙に努

めてまいりますので、ご指導のほど、よろしくお願いいたします。簡単ですが、終わり

の挨拶に代えさせていただきます。本日はどうもご苦労さまでした。 
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各地のトレイル紹介① 「広島湾岸トレイル」 

 田川 宏規（広島湾岸トレイル協議会会長） 

 
広島湾岸の山を、川を、街を、海を、島を越えて、瀬戸内の絶景とともに歩く山旅！

世界でも類を見ない都市隣接周回型の広島湾岸トレイルは、4 市 5 町にまたがる陸路

289.1km。市民が立ち上げ、開発し、市民が維持管理・運営するトレイルは、47 山 60
峰 14 峠 18 河川 3 瀬戸 4 島を越えて歩き、その土地ならではの文化、歴史、人情を知

る山旅でもある。トレイルは広島コース（129.5km）、宮島コース（41.3km）、瀬戸コ

ース（77.1km）、エキミナミコース（22.5km）、エキキタコース（16.7km）の 5 コー

スで構成される。特筆すべきは、日本が誇る世界遺産の平和記念公園（原爆ドーム）は

エキミナミコース、そして、宮島（厳島神社）は宮島コースにある。日本遺産の旧海軍

の軍港の町・呉市と、旧海軍兵学校の町・江田島市は瀬戸コースにある。コース上のど

こからでも波穏やかな広島湾と瀬戸の島々が望め、目指す山々が眼の前に広がり、振り

返れば歩いてきた山並みを見渡すことができる。その中核は、いつも平和都市＆水の都

の広島の街々……。それが広島湾岸トレイル（HWT）である。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
            広島湾岸トレイル® 

広島湾岸トレイルコース概略図 

 

  2 年 3 ヶ月の歳月に、82 回の踏査＆整備活動に延べ 624 人が参加して、平成 28 年

7 月に陸路 289.1km の広島湾岸トレイルは全通した。また、トレイルの維持管理を主

目的とした広島湾岸トレイル協議会は 24 団体 1,490 人からなり、「市民の市民による市
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民のためのトレイル」を目指している。全コースを 1 年かけて巡回（2～3 回／月）し、

踏査＆整備活動を実施することでトレイルの維持管理に努めている。平成 28 年 7 月に

全通し、同月から始めた「巡回による踏査＆整備活動」は、平成 29 年 4 月末現在 20
回にも及び、この活動に延べ 249 人が参加して、トレイルは良好に維持されている。

また、この維持管理を持続可能にするために「1 人 100m 草刈り運動」を多くの市民に

呼びかけている。つまり、1 人が 1 年に 1 回、鎌、鋏を持って山に入り、100m の草刈

りをすることで、3,000 人の市民が参加すれば 300km の維持管理が実現する。この市

民運動は、時とともに賛同者の輪が広がりつつあることを実感している。この運動をさ

らに広げるため、「トレイルウォーク＆クリーンアップ 1000 人大会（TC1000）」を実

施する。コース上の山域に 33 会場を設定して、1,000 人（会員＋一般市民）が一斉に

「歩いて健康に！」と「トレイル（故郷の里山）の大掃除」を掲げての「我が故郷の自

然を守る」企画は、広島県が主催する「ひろしま さとやま未来博 2017」に採択され

た事業でもある。その第 1 回の大会を平成 29 年 6 月 4 日(日) 広島県「山の日」に開催

する。次年度以降も開催することで、広島市、呉市、廿日市市、江田島市、府中町、海

田町、北広島町、坂町、熊野町地域（4 市 5 町）の山の一大イベントを目指す。 
 

絵下山から宮島方面を望む 

 
平成 27 年 9 月から、山岳団体および行政向けにトレイル体験会を開始した。エキキ

タ、ミナミコースを除く 247.9km に 26 回延べ 592 人が参加して、平成 28 年 6 月に終
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了した。また、9 月より一般市民対象の全 29 回で 289.1km 全踏破を目指したトレイル

体験会を開始した。平成 29 年 4 月末現在 13 回開催し、延べ 593 人が参加して実施し

ている。29 回が終わる平成 30 年 3 月までは当初から広報期間としているが、その知名

度は日々上昇しており、NHK をはじめ TV やラジオ、新聞、経済誌、雑誌にたびたび

採り上げられている。また、本年 3 月には、国内はもとより海外から 3,000 人のエント

リーを目標とした「広島湾岸トレイル・ウルトラトレイルランニングレース国際大会〈平

成 31 年 5 月開催〉」の新聞報道もあり、実現すれば世界的なトレイルになるのも夢で

はない。さらに、行政と旅行社との提携も実現し、4 月にはトレイルでのテストツアー

が実施された。また、中部地域にある大学のワンダーフォーゲル部の春合宿にも使われ

るなど確実に幅広く利用され、将来性も無限大を予感させる動きが加速している。毎月

1 回の広島湾岸トレイル定例説明会や、地域住民と密接に繋がる公民館での安全登山推

進講座などを開催して、地道な社会奉仕や広報活動で認知度アップと、協力者、支援者

を増やす取り組みをしている。すべては「トレイル体験会、踏査＆整備活動、登山講座

や社会奉仕活動」などの成果かと思われる。CDmap（A4×146 枚収録）をさらに充実

させ、広島湾岸トレイルのブランド力を高めることで、オール広島を確立できれば、ト

レイルは地域の文化となる。また、それを目指したい。 
 

 
        
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

鬼ヶ城山～鈴ヶ峯の山道 

 
全長 289.1km のトレイルの維持管理のため、会員総数 3,000 人を目指す。その活動

を支える活動資金確保のため、HWT トレイルのブランド力を高める。したがって、こ

れまでどおりの①トレイル体験会、②安全登山推進講座、③HWT 説明会、④踏査＆整

備活動をさらに充実させ、地域の理解と協力を得て、トレイルの全山域を舞台とした広

島県主催の「ひろしま さとやま未来博 2017」の採択事業である「TC1000」を平成 29
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年 6 月に開催する。また、国際的な知名度を誇るブランド「広島」、瀬戸の絶景を誇る

広島湾の多島美、稀に見るハードな標高累積数と 289.1km の距離を有する都市隣接周

回型のトレイルの特徴を活かした、国際的な規模の「広島湾岸トレイル・ウルトラトレ

イルランニングレース国際大会」を平成 31 年 5 月に開催し、定例化させることを次な

る目標と課題にしたい。これらの実現により、盤石なトレイルが実現可能となる。この

実現には、官民一体、地域連携のオール広島が必要であることは言うまでもなく、「広

島にロングトレイルをつくろう」と始まった平成 25 年 7 月からの至上命題でもある。

道が繋がることで地域が、人が繋がれば、それが我が HWT の目指す「ロングトレイル」

である。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

鬼ヶ城山～椿谷の竹林                鈴ヶ峯に向かう桜並木 
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各地のトレイル紹介② 山陰海岸ジオパークトレイル  

 
山陰海岸ジオパークトレイルについて 

 
山陰海岸ジオパークトレイルのコンセプトは「海岸わたり、街つなぐトレイル」。 名

前のとおり、海を外しては語れない。山陰海岸ジオパークは、鳥取県（岩美町・鳥取市）、

兵庫県（豊岡市・香美町・新温泉町）、京都府（京丹後市）の東西 120km にわたる広大

なエリアを有しており、日本海形成から現在に至る様々な地形や地質が存在し、それら

を背景とした生き物や人々の暮らし、文化・歴史に触れることができる地域である。海

と街、そして周囲の山々からの恵みから成り立っている地域、ここが私たちのフィール

ドだ。 
山陰海岸ジオパークトレイルは、2015 年 7 月に官民からなる山陰海岸ジオパーク

トレイル協議会を設立し、鳥取県鳥取市および岩美町に全長 40.7km のコースを設けて

スタートした。このコースでは 4 つの異なる表情を楽しむことができる。 
1 つ目は海岸線で、多様な地質や地形が残っている海岸は、地質学的にも興味深いと

ころだが、単純に綺麗な海岸である。荒々しい日本海の波により浸食された複雑な海岸

線や洞門・地層は、自然にできた造形美を感じることができる。また、海の透明度も抜

群で、海底も眼下に見ることができ、岩美町・浦富海岸の最高透明度 25ｍを誇る。歩い 
ていて飽きることのない海岸美を楽しめるが、この海岸線でのお勧めスポットは、千貫

松島、城原海岸、鴨ヶ磯だ。  
 
 
 

  
 
 
 
 

 
2 つ目は鳥取砂丘。鳥取砂丘は東西 16km、南北 2.4km に広がっており、東から福

部砂丘、浜坂砂丘、湖山砂丘、末恒砂丘の 4 つの砂丘で成り立っている。トレイルコ

ースでは福部砂丘と浜坂砂丘エリアを歩く。砂丘の中でも特に名所となっている馬の背

は、馬の背中を登っているように通り抜けることができる。砂丘のトレイルコースは秋

と春は気持ちがよいが、夏は灼熱、冬は極寒のエリアと変貌する。これもコースのスパ

イスとなっている。 



3 つ目は山越え。砂丘の周辺に広がる、名産の二十世紀梨農園・らっきょう畑エリア

を抜けると、摩尼山への山道が始まる。景色も植物も海岸線とは全く変わってくる。夏

は意外と涼しく、森林浴も楽しめるほか、歴史ロマンが感じられるエリアだ。全体的に

高低差があまりなく、初心者でも楽しめるコースだが、ここの高低差が 260ｍと一番大

きくなっている。摩尼山を越えて峰を進むと、鳥取城のあった久松山の山頂に出る。久

松山の山頂からは、市街地と日本海が一望できる。

4 つ目は街。コース内に、漁村・農村・都市部（大きくないが）が点在している。自

然と人との暮らしが繋がっており、そこででき上がった空気感に触れることができる。

「海わたり、街つなぐトレイル」というコンセプトはここから来ている。

コース上の迷いそうな場所には、オリジナルの案内プレートを設置している。10cm
× 10cm のプレートで、歩く方向を矢印で示している。協議会発足時は、東浜駅から鳥

取 駅までの  40.7km のコースだったが、 平成  29  年  2 月に東浜駅から東方（浜坂駅まで）
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へ 23.2km のルート延長が決まった。このことにより、総距離 63.9km のコースとなり、

ロングトレイルを歩く方にもさらに楽しんでいただけるようになった。また、トレイル

コースと主要駅が近くアクセスしやすいのも、このトレイルの魅力のひとつである。 
平成 28 年度の「全国ロングトレイルフォーラム in 山陰海岸」の開催を契機に、一気

に認知度が上がった。国内外のトレイル界の著名人からも、コースに対して高い評価を

いただけたことが追い風となっている。また、この年より国内の旅行会社への PR 活動

を積極的に行ったことも重なり、ツアー商品として計画していただけるようにもなった。

トレイルを楽しむ方が増えることにより、地域の方の関心や理解も高まるものと期待し

ている。 
今後は、ますますの PR とルート整備を行うことで、山陰海岸ジオパークトレイルと

いう言葉を多くの方に知っていいただき、「海岸わたり、街つなぐトレイル」を体感し

ていただきたいと考えている。 
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新たなステージを迎える浅間･八ヶ岳パノラマトレイル 

 

浅間･八ヶ岳パノラマトレイル（旧 : 安藤百福センター・トレイル）は、安藤百福セ

ンター竣工の翌年、2011 年に運用を開始した（ちなみに、特定非営利活動法人日本ロ

ングトレイル協会の前身、日本ロングトレイル協議会の発足も 2011 年）。 
当初はセンター周辺のコースとして、布引観音コース（5.0km）、蓼科･八ヶ岳展望コ

ース（4.5km）、浅間･森林浴コース（4.0km）、御牧ヶ原コース（9.3km）を整備しただ

けで、お世辞にもロングトレイルとは言えなかった。しかし、2015 年から長距離コー

スの検討を始め、千曲川コース（約 15km）を 2017 年春に正式オープンしたほか、現

在、蓼科コース（大河原峠～センター：約 40km）※、軽井沢コース（軽井沢駅～セン

ター：約 38km）、浅間コース（車坂峠～センター：約 18km）の整備を進めている。 
※蓼科コースは、浅間―八ヶ岳ジョイントトレイル（懐古園～春日温泉）を見直したもの。 

 

トレイルの強みとは 

 

本トレイルは、ほかのロングトレイルのように、自然豊かな稜線の道を歩くとか、古

道を訪ねるといった、分かりやすいシンボルがあるわけではない。人々の生活が息づく

里山を主な舞台にしているため、生活道や散策路などを繋ぎ合わせて設定しており、そ

れゆえやや地味なのは否めない。しかし、逆に考えれば、道は良く整備されており、距

離も１時間程度で歩けるものから数日かけて歩くコースまで様々。首都圏からのアクセ

スも良く、全国有数の晴天率を誇るエリアなので、ロングトレイルの入門にはふさわし

いと言える。 

また、トレイルの名称にも表れているが、少し歩くだけで浅間連峰や八ヶ岳連峰、北

アルプスなどの山々を見渡すことができ、里山の景観と相まって、気軽に大パノラマを

堪能することができる。周辺は、標高 700m 程度の里山から 2000m 超の山頂へと急峻

な地形になっており、昼夜・年間の気温差がとても大きく、そのため里山に生息する動

植物から、本来ならば 3000m 級の山岳地帯に見られる高山性の動植物までが、この狭

い一帯に混在しているのも特徴だ。 

歴史や文化の面でも、実は隠れた見所が多い。「牛に引かれて善光寺参り」伝説発祥

の布引観音、江戸時代から続く貴重な氷風穴※、朝廷に献上する良馬を産出した望月牧

（現在の御牧ヶ原）、甲賀三郎伝説の舞台となった真楽寺、浅科を米所に変えた五郎兵

衛用水などなど……。歩くことで点から線へ、そして面へと広がり、この地域の歴史や

文化を深く知ることができる。 

 このように、地名度こそ高くないものの、実際に歩いてみると「良かった」との評を

いただくことが多い（研修プログラムの 1 つとして採り入れる利用団体も増えている）。



63 
 

日本ロングトレイル協会の事務局がセンターに設置されたこともあり、マスコミ対応を

含め、今後より一層の利用が期待される。

※2017 年 9 月 2 ～ 3 日に、第 4 回全国風穴サミット in信州小諸が開催。 

 

新たなステージに入るトレイル 

 

先に述べたように、本トレイルは整備延伸の真っただ中である。里山中心のトレイル

ゆえ、道が入り組み、道標を立てるにしても土地の権利関係が複雑で、地権者の了解を

得るのは容易ではない。それでも地道に整備を続け、遅くとも 2018 年にはコースの延

伸を完了させたいと考えている。 

そうなれば、次はいかに運用していくかが課題となる。せっかく整備しても、歩かれ

なければ意味がないからだ。トレイルの魅力を発信し、認知度を上げてハイカーを増や

すにはどうすればよいか、模索していかなければならない。 

そのためには、ホームページなどを通じた情報発信はもちろん、マーケティングを意

識した戦略が重要になる。この辺りは日本のトレイルが弱いところなので、海外の事例

などを参考にしながら進めていきたい（2017 年度からは「ロングトレイルのつくり方

講座」〈仮〉を開設する予定なので、そこからも視座を得たい）。 

また、隣接する八ヶ岳山麓スーパートレイ

ルや浅間ロングトレイルとも連携して、お

互いの交流人口を増やしていければいい。

幸い、八ヶ岳の方は不通区間のコース変更

に目途がつき、浅間の方は稜線を通るコー

ス（峰の茶屋～車坂峠～地蔵峠～鳥居峠）

の検討を始めている。浅間の先には ぐん

ま県境稜線トレイル(仮)やスノーカントリ

ートレイルが、八ヶ岳の先には霧ヶ峰・美

ヶ原中央分水嶺トレイルや美ヶ原高原ロン

グトレイルが繋がっており、それぞれの相

乗効果に期待したい。 

ロングトレイルの知名度は上がっている

とはいえ、登山と比べればまだまだだ。し

かし、ロングトレイルには登山にはない魅

力があり、コースにもよるが、誰でも楽し

むことができる。このトレイルが発展し、

ゆくゆくは日本における「歩く文化」の醸

成に貢献できれば幸いである。 

 

春日の森セラピーロード（蓼科コース） 

 

離山から望む浅間山（軽井沢コース） 
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2016 年度 ロングトレイルハイカー入門講座 

 
ロングトレイルに興味がある人の最初の一歩として、歩き方や楽しみ方などを体系的

に学べる連続講座を実施した（安藤百福センター共催事業）。机上講習と実習を組み合

わせ、ロングトレイルについてより深く理解してもらえるよう、2 日間の構成とした。 
 
■各回共通 
 対 象：ロングトレイルに興味がある 20 歳以上の方 
 定 員：20 名 
 参加費：各 9,800 円（2 日間の講習代、保険料込み） 
     安藤百福センターに宿泊希望の方は 1,100 円。食事は各自。 
     ※第 5 回は 14,800 円、特別編は 1 日 5,000 円。 
主 催：NPO 法人アウトドアライフデザイン開発機構 

 共 催：安藤百福センター 
 後 援：小諸市、NPO 法人日本ロングトレイル協会、 

NPO 法人浅間山麓国際自然学校 
  
■講師 
 山口 章（やまぐち あきら） 公益社団法人日本山岳ガイド協会認定ガイド 
 京都府出身、東京都在住。『山と溪谷』編集長、山岳図書編集部長、山と溪谷社事業

部参事などを歴任。NPO 法人アウトドアライフデザイン開発機構代表理事、NPO 法人

浅間山麓国際自然学校顧問、クライミング・インストラクター。中学時代より登山を始

め、ワンダーフォーゲル部、山岳部で国内の山々を登り、海外ではモン・ブラン、マッ

ターホルンなどの登山、登攀経験が豊富。主な著書は『社会と環境教育』（東海大学出

版会・共著）、『自然との共生をめざして』（ぎょうせい・共著）など。  
 
第 1 回「ロングトレイルの楽しみ方と事前準備を学ぶ」 

 

日程：6/25（土）～26（日） 

1 日目（机上）：ロングトレイルの楽しみ方、コースの選び方、計画書、装備と持ち物 

2 日目（実習）：浅間‧八ヶ岳パノラマトレイル「千曲川コース」（約 15 km）

参加人数：12 名 
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ロングトレイルの歩き方を学ぶ連続講座

がスタートした。安全に楽しくトレイル

を歩くためには、どんなことに気を付け

て準備をすればよいのか。実際に装備を

紹介しながら、初心者にも分かるよう、

丁寧に解説を行った。 

 

 

 

日本ロングトレイル協会の節田重節会長

が駆けつけ、特別講義として日本と世界

のトレイルを紹介した。 

 

 

 

 

 

 
2 日目は、浅間‧八ヶ岳パノラマトレイル

「千曲川コース」を歩いた。千曲川流域

を中心として、御牧ヶ原台地やいくつか

の集落を繋いで歩く、アップダウンの多

いトレイルだ。 
 
 
 

 
この日は天気にも恵まれ、里山の自然や

景観を楽しむことができた。地元の人は

めったに歩かなくなった道だが、ハイカ

ーの心をくすぐるには十分な体験だった

ようだ。 
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第 2 回「歩き方の基本を学ぶ」 

 

日程：7/16（土）～17（日） 
1 日目（机上）：長距離コースの歩き方、ペース配分、ストックの使い方 
2 日目（実習）：軽井沢駅～離山～信濃追分駅（約 14km） 
参加人数：15 名 
 

第 2 回のテーマは「歩き方の基本を学ぶ」。

まずは机上で、歩き方のコツやペース配

分、ストックの使い方などを解説した。 
 
 
 
 
 
 
続いて、実際にストックを使って歩き、

効果的な歩き方を体感した。初めてスト

ックを使う方もいて、その効果を実感す

ることとなった。 
 
 
 
 
 
2 日目は、浅間‧八ヶ岳パノラマトレイル 
「軽井沢コース」(仮)の一部、軽井沢駅か

ら信濃追分駅までを歩く。しばらくは平

坦だが、離山の登りは徐々にきつくなり、

ストックを使ってこなしていく。 
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昼食後、山頂からの下りはかなり急なと

ころもあるが、昨日の練習を思い出しな

がら慎重に歩みを進めて無事クリア。そ

の後は緩やかな道を歩き、皆完歩するこ

とができた。 
 
 
 
 

第 3 回「天気と地図を学ぶ」 
 

日程：8/20（土）～21（日） 
1 日目（机上）：気象、読図、コンパスワーク 
2 日目（実習）：車坂峠～高峰山～高峰温泉～水ノ塔山～篭ノ登山～池の平（約 7km） 
参加人数：10 名 
 

第 3 回は、天気と地図について学ぶ。初

めに 2 万 5000 分の 1 地形図を使った地

図の見方やコンパスの使用方法を学習し、

実際に目標物を探してみる。慣れないと

なかなか難しい作業だ。 
 
 
 
 
後半は山岳気象の基礎を勉強する。気圧

配置や観天望気、季節ごとの天気の特徴

など、変わりやすい山の天気を把握する

ことがいかに大切かを学ぶ、格好の機会

となった。 
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実習では、真夏ということもあり、標高

2000m近い車坂峠から高峰山、水ノ塔山、

篭ノ登山を経て池の平まで縦走する。初

心者にも人気の登山道だが、水ノ塔山付

近には難所もあり、注意が必要だ。 
 
 
 
 
残念ながら山頂付近にはガスがかかって

おり、前日の地図の見方を実践すること

はかなわなかったが、移り変わる天候の

中、高度感のある山旅を楽しむことがで

きた。 
 

 

 

 

第 4 回「トラブル対処を学ぶ」 

 

日程：9/17（土）～18（日） 
1 日目（机上）：救急法、セルフレスキュー 
2 日目（実習）：春日温泉～望月宿～安藤百福センター（約 20km） 
参加人数：7 名 

 
第 4 回は「トラブル対処法を学ぶ」。まず

各自のヒヤリハット経験を共有した後、

靴擦れ、虫刺され、熱中症、低体温症な

ど、ありがちなトラブルの予防法と対処

法を習得した。 
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後半は、ファーストエイドの基本を学習

した。テーピングについても学んだが、

やはり実際に行ってみないと難しいよ

うであった。 

2 日目はあいにくの雨となったが、予定

どおり出発。里山のコースとはいえ、約

20km の長丁場となるので、体力の消耗

を押さえながら歩く。途中からはまとま

った雨となり、道が水没しかけている箇

所もあったが、トラブルが発生しないよ

う気を付けながら歩を進めた。

終盤になってようやく雨が弱まってきた

ものの、道はかなり滑りやすくなってお

り、特に下りでは慎重に慎重を期して歩

く。こうして、予定時間を少しオーバー

したものの、無事全員完歩することがで

きた。

参加人数：11 名

第 5 回「ロングトレイルを縦走しよう」 

日程：10/15（土）～16（日） 
 1 日目（実習）：安藤百福センター～ 糠地（約 7km） 
 2 日目（実習）：糠地～深沢渓谷～ねんぼう岩～高峰温泉～車坂峠 （約 11km） 
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2 日間の縦走にチャレンジ。安藤百福セン

ターから布引大橋まで下り、快晴の浅間

連峰を眺めた。また、これから歩くルー

トやゴールまでの距離も目測しながら、

皆で気分を高揚させていた。初日は築 150
年の農家民宿「青雲館」に宿泊。地元の

食材を使った料理と、五右衛門風呂を楽

しんだ。 
 

1 日目は約 3 時間という短めの行程だっ

たが、2 日目は早朝から林道～登山道を歩

き、高峰高原を目指す。標高 900m から

2000m まで上がるので、植生が変化して

いく様子も楽しめる。 
 
 
 

 
途中、炭焼きで使用していた窯跡があっ

た。かつてはシラカバやミズナラを木炭

として利用するため山に入っていたのが

分かる。歩きながら昔の生活文化に触れ

られるところも、トレイルの楽しみ方の

一つだ。 
 
 

 
「新日本歩く道紀行」の森の道 100 選に

選ばれた深沢渓谷沿いを登っていく。始

まったばかりの黄葉と、爽やかな空気の

おかげで、足運びは快調に進んだ。 
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コースの目玉の一つ「ねんぼう岩」が現

れた。直径約 9m、高さ約 30m もある奇

岩の迫力に、一同驚きの声を上げた。 
 
昼食後はカラマツ林の登山道を進み、標

高約2000mの高峰温泉に到着。晴れた空、

眺望を楽しみながら、車坂峠までのトレ

イルを踏みしめた。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 6 回「ロングトレイルを案内しよう」 

 

日程：11/12（土）～13（日） 
1 日目（実習）：浅間‧八ヶ岳パノラマトレイル「布引観音コース」（約 5km） 
2 日目（実習）：安藤百福センターの森の中 
参加人数：11 名 
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連続講座の最終回は、「自分がリーダーとなったときの歩き方」が大きなテーマ。友達

や家族と歩く際は、どんなことに気をつければいいのか？ 注意点や持ち物などについ

て、講師から手本を示してもらいながら歩いた。浅間‧八ヶ岳パノラマトレイルの中で

も人気のある布引観音コースを歩いたが、この日は素晴らしい快晴で、紅葉とのコント

ラストが見事だった。 

 

奇岩に挟まれた参道を登り、布引観音釈尊寺に到着。「牛に引かれて善光寺参り」伝説

の舞台となった場所だ。清水の舞台を思わせる観音堂内の宮殿は、国の重要文化財に指

定されている。色づいた森のトンネルを抜け、安藤百福センターへ戻った。 

 

夜はアウトドア料理にチャレンジ。燻製

料理からスタートし、ダッチオーブン料

理、BBQ 料理と、皆で協力しながら進め

ていった。肌寒かったので、ホットワイ

ンが好評だった。 

 

 

 

 

 
2 日目は「トレイルでキャンプをしてみよ

う」がテーマ。テントの張り方や、役立

つロープの使い方を学んだ。最後にワン

バーナー料理として、簡単トマトチーズ

リゾットを作り、連続講座はフィナーレ

を迎えた。 
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※この日は貴重な「パール浅間」が見られる日だったので、午後は全員で黒斑山へと

向かった（P.86 参照）。 

  

特別編「雪のトレイルを歩こう」 

 

日程：2/18（土）～19（日） 
1 日目（実習）：アサマ 2000～車坂峠～黒斑山表コース～槍ヶ鞘～中コース～車坂峠 
2 日目（実習）：アサマ 2000～第 4 リフト～水ノ塔山～高峰温泉～アサマ 2000 
参加人数：1 日目 18 名、2 日目 17 名 

「雪の上を歩いてみたい！」というこれまでの参加者から

の要望に応えるため、特別編としてスノーシュー講座を実

施した。アサマ 2000 スキー場でスノーシューの装着方法

や歩き方をレクチャーして出発。急斜面を滑り下りる体験

や、北アルプスの眺望を楽しみながら、浅間山のビューポ

イントを目指して登っていく。 
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90 分ほどで槍ヶ鞘に到着。雪化粧の浅間

山に一同から感動の声が上がった。火口

からは、もくもくと噴煙が上がっている。

2017 年に入り、火山活動が高まっている

そうだ。樹林帯で昼食を済ませ、アサマ

2000 へ戻った。 
 
 

 
2 日目は、アサマ 2000 から水ノ塔山の山

頂を目指す。強風が吹いており、登頂が

心配だったが、稜線に出てからは風が静

かになった。 
 

 

 

 

 

水ノ塔山には、積雪時のみ歩けるルート

があるのも魅力の一つだ。長野側から群

馬側へ樹林帯を抜けると、キャベツ畑で

有名な嬬恋村から草津、菅平高原、谷川

岳など、遠くまで見渡すことができた。 

 

 

 

 

この日は、これ以上ないほどの快晴とパ

ウダースノーを味わうことができ、参加

者の気分も最高潮となった。 
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帰路はダウンヒル！ 

誰も踏んでいない雪の上を駆け下り、爽

快感を満喫した。 

 

 

 

 

 

 

転んでもダメージなし！ 

冷たい雪が気持ちいい！ 

 

これにて 2016 年度、7 回にわたったハイ

カー入門講座はすべて終了した。好評の

ため、引き続き 2017 年度も開催する。 
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小諸ツリーハウスプロジェクト 

 

今西 彩夏（日清食品ホールディングス㈱デザインルーム） 

 
普段自然に接する機会の少ない人に、「アート」をフックにして自然体験に興味を持

ってほしいという願いから立ち上げた「小諸ツリーハウスプロジェクト」。プロジェク

トの活動のシンボルとして「アートツリーハウス」という、国内外で活躍するクリエイ

ターがデザインしたツリーハウスを制作しており、現在計 7 棟のツリーハウスが安藤百

福センターの敷地内に展示されている。 
ツリーハウスのコンセプトはアーティストにより様々で、チーズをモチーフにした

「チーズハウス」や、太陽光パネルが設置されていて、蓄電した電力でお湯を沸かした

り光を灯したりできるツリーハウス「NEST」、手すりも壁もない板の間が、緑美しい森の

中に突如として現れる「間」など、既存の枠にとらわれない自由な発想のツリーハウスが森

の中に点在している。 

 
 
また 2014 年より、アートツリーハウスを鑑賞しながらアートワークショップやアウ

トドア料理のワークショップ等の様々な体験ができるイベントを年に 2 回開催してお

り、第 1 回のイベント「Debut Party」（5 月 24 日開催）を皮切りに、2016 年度までに

計 6 回のイベントを開催している。 
春は主に「アート」、秋は「食」をテーマとしたコンテンツ内容となっており、安藤
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百福センターの敷地内の森の中で、アート・自然と触れ合うワークショップや、地元の

旬の食材を使用した地元飲食店ブースの出店、浅間･八ヶ岳パノラマトレイルを歩くト

レイルイベントなど、気軽に自然に接することができるコンテンツを来場者に体験して

もらい、そこから深く自然体験活動へ入ってもらうことを狙いとしている。さらに、イ

ベント時のみアートツリーハウスに登ることができ、こちらも親子連れに大変好評を博

している。 
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この「小諸ツリーハウスプロジェクト」では、自然体験活動の普及の目的とともに、

地元の文化・資源を活かしたコンテンツ作りを意識し、地元の活性化および地域と都市

との交流も大きなテーマとしている。本プロジェクトは、その地域に住む方をはじめ

様々な方の関わりにより、今後も樹のように成長し続け、形を変え、枝葉を広げ続けて

いくプロジェクトである。これから 1 人でも多くの人が自発的に自然体験活動に触れ合

い、また発展させようとする行動へ繋がることを願っている。 
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2016 年度 自然系ビジネス・コミュニケーションセミナー 

 

全国の自然系組織（アウトドアでの教育活動などを行う団体等）に所属する新入職員

を対象とした集合研修会を開催した。各地での開催を望む声が多く、今年度は 3 ヶ所（東

京、沖縄、京都）で企画。コミュニケーション・スキル（伝える技術および対話の技術）

の習得と、自然学校の職員として身に付けておきたい基礎教養の学習に取り組んだ。 
 
対象：自然学校などの自然や地域を舞台とした教育活動に取り組む指導者 
定員：各回 20 名 
 
講師：伝える技術（1） 文章の書き方 

赤羽 博之 氏（伝わる文章の書き方・講師、合同会社耕文舎代表）  
伝える技術（2） インタープリテーション 

     山田 俊行 氏（トヨタ白川郷自然學校 學校長）※東京 
田中 啓介 氏（ホールアース自然学校 執行役員）※沖縄、京都 

伝える技術（3） KP 法 
川嶋  直 氏（公益社団法人日本環境教育フォーラム 理事長） 

    
   対話の技術（1）心をつかむ話し方 
     桂 三金 氏（落語家） 
   対話の技術（2）インタープリテーション 
     田中 啓介 氏（ホールアース自然学校 執行役員） 
   対話の技術（3）聴く技術 
     山口 ひとみ 氏（NPO 法人育自の魔法 代表理事） 
 
主催：安藤百福センター 
共催：公益社団法人日本環境教育フォーラム 

宇多野ユースホステル（京都会場のみ） 
 
■各回の概要

（1）東京 2016 年 11 月 29 日（火）～12 月 1 日（木） 

事業報告 
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会場：オリンピックセンター 受講者数：18 名 
コーディネーター：辻 英之 氏

（NPO 法人グリーンウッド自然体験教育センター 代表理事） 
（2）沖縄 2017 年 1 月 11 日（水）～13 日（金）

会場：天久ヒルトップ 受講者数：11 名 
コーディネーター：砂山 真一 氏

（一般財団法人ポジティブアースネイチャーズスクール 代表理事） 

（3）京都 2017 年 2 月 6 日（月）～8 日（水）

会場：宇多野ユースホステル 受講者数：19 名 
コーディネーター：砂山 真一 氏

（一般財団法人ポジティブアースネイチャーズスクール 代表理事） 

■セミナーの様子

伝える技術（1）「文章の書き方」   伝える技術（2）「インタープリテーション」 

伝える技術（2）「インタープリテーション」 伝える技術（3）「KP法」
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伝える技術（東京会場）                  伝える技術（沖縄会場） 

対話の技術（1）「心をつかむ話し方」          対話の技術（2）「インタープリテーション」 

対話の技術（3）「聴く技術」                  対話の技術（京都会場） 
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2016 年度 自然系ビジネス・スタートアップセミナー 

 

事業の企画担当者（概ね 3～10 年の中堅職員）を対象とした研修会を開催した。コ

ンセプトは、「ビジネス・マインドを鍛える」。今回は事業の社会的評価を高めるための

講座として、社会起業支援を得意とする講師陣にご協力いただき、実現できた。 
 

セミナー（1）「ビジョンを実現するマーケティング戦略案を作るワークショップ」 
  日程：2016 年 11 月 17 日（木）～18 日（金） 
  講師：タジマ タケシ 氏（home 代表） 
  会場：安藤百福センター 
  参加者：12 名 
  コーディネーター：田中 啓介 氏（ホールアース自然学校 執行役員） 
  
セミナー（2）「ファシリテーション・スキルを磨く！」 
 日程：2016 年 12 月 5 日（月）～6 日（火） 

  講師：中西 紹一 氏（有限会社プラス・サーキュレーション・ジャパン 代表）   
会場：安藤百福センター 

 参加者：20 名 
コーディネーター：山田 俊行 氏（トヨタ白川郷自然學校 學校長） 

        
セミナー（3）「業務効率！劇的ビフォー・アフター！」 

日程：2017 年 1 月 30 日（月）～31 日（火） 
講師：小堀 悠 氏（NPO サポートセンター 事務局長）  
会場：安藤百福センター 
参加者：11 名 
コーディネーター：田中 啓介 氏（ホールアース自然学校 執行役員） 

 
【各回共通】 
対象：事業の企画担当者（概ね 3～10 年の中堅職員）   定員：20 名 
1 日目 13 時～2 日目 15 時まで 
主催：安藤百福センター 
共催：公益社団法人日本環境教育フォーラム 

 
 

■各テーマの概要



83 
 

■セミナーの様子 

セミナー（1）マーケティング（タジマ タケシ 氏）    

セミナー（2）ファシリテーション（中西 紹一 氏） 

 

セミナー（3）業務効率ＩＴ（小堀 悠 氏） 
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山の日制定記念 登山イベント 

みんなでダイヤモンド浅間を見に行こう！ 

 8 月 11 日が「山の日」に制定されたのに伴い、地元の山に親しみ、山への感謝の機

会を作ろうと、「ダイヤモンド浅間」を見に行くイベントを企画した。浅間山の山頂と

朝日が重なり、ダイヤモンドのように輝く神秘的な現象を一目見ようと、地元を中心に

多くの参加者が集まり、34 名（さらにマスコミ関係者が 5 名）とともに歩いた。 
 
期日：2016 年 8 月 11 日（木・祝）3 時 ～ 7 時 30 分 
行程：3:15 高峰高原ビジターセンター→【中コース】→トーミの頭 4:45／5:40→【表

コース】→7:20 高峰高原ビジターセンター 
参加者数：参加者 34 名、マスコミ関係者 5 名、ガイド 1 名（浅間山麓国際自然学校）、

事務局 3 名 
参加費：500 円（保険代・コーヒー代込み） 
 

■活動の様子 

早朝３時に集合し、暗闇の中、小学生から 70 代ま

で、幅広い年齢層の方々が灯りを照らして歩く。

神秘のダイヤモンド浅間を見ようと、標高差約

350m の山道を登っていった。 

 

 

暗闇の中、トーミの頭を目指して登る 

しかし、稜線に出ると一面霧に覆われており、展

望は見出せない……。日の出の時間（5:26）まで

待ってみたものの、霧は一向に晴れず、無念の下

山となった。 

 

 

槍ヶ鞘で無念の記念撮影 

今回は天候に恵まれず残念であったが、このイベ 

ントを通じて新たな浅間山の魅力を発見できたの 

ではないかと思う。企画はとても好評だったので、 

来年以降も引き続き開催していきたい。 

※8 月中旬から 9 月上旬が見ごろ（見る場所による）。 

 

ダイヤモンド浅間の絶景（9/1撮影） 
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「ダイヤモンド浅間」に続くイベント第 2 弾

みんなでパール浅間を見に行こう！ 

 
 浅間山の新たな魅力を発掘するとともに、地元の山に親しみ、山への感謝の機会を作

ろうと、8 月の「ダイヤモンド浅間」に続き「パール浅間」を見に行くイベントを企画

した。浅間山の山頂部に満月前後の月が懸かり、パールのように淡く輝く神秘的な現象

は、様々な条件が重ならないと見られず、天気が良くても年に 1～2 日程度しかない。

しかも今回は、夕焼けと同時に見られる極めて稀な機会（これを逃すと次は６年後）。

この奇跡の絶景を一目見ようと、地元を中心に多くの参加者が集まり、30 名（さらに

マスコミ関係者が 2 名）とともに歩いた。 
 
期  日：2016 年 11 月 13 日（日）13 時 30 分 ～ 19 時 
行  程：13:45 高峰高原ビジターセンター→【表コース】→トーミの頭 15:45/16:45 

→【表コース】→18:30 高峰高原ビジターセンター 
参加者数：参加者 30 名、マスコミ関係者 2 名、ガイド 1 名、事務局 3 名 
参 加 費：500 円（保険代込み） 
 
■活動の様子 

快晴のもと、高峰高原を出発して稜線に沿って

歩く。3 日前の降雪で一部滑りやすい箇所がある

ため、ケガのないよう細心の注意を払いながら

登っていった。 

 

 

 

快晴の中、トーミの頭を目指して進む

 

途中、八ヶ岳や北アルプスなどの眺望に励まさ

れながら槍ヶ鞘まで登ると、浅間山の雄姿が眼

前に広がる。しかし、目的地はその先のトーミ

の頭。すでに撮影準備を進めている個人登山者

を横目に、さらに上を目指して進んでいった。 

 

 

槍ヶ鞘から望む浅間山
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トーミの頭に到着するころから、徐々に西から雲が広がり

始めた。やがて夕陽は隠れてしまったものの、浅間山はま

だ持ちこたえている。本当に見られるのだろうか……期待

と不安が交錯する中、いまや遅しと月の出を待った。 

 

 

 

 

 

 

トーミの頭で月の出を待つ 

 

そして 16 時 30 分ごろ、山頂部から月が現れ、

思わず歓声が上がった。スーパームーンの前日

だけあって明るく、本当にパールのような輝き

だ。幻想的な美しさにしばし見とれながらも、

この奇跡の瞬間を逃すまいと、皆夢中でシャッ

ターを切った。 

 

パール浅間現る 

 

やがて月は浅間山から離れていき、神秘の天体

ショーは 5 分ほどで終わりとなった。今回、残

念ながら夕焼けと一緒の「パール紅浅間」とは

ならなかったものの、月の出はばっちり見るこ

とができ、とても感動的なツアーとなった。前

回に引き続きとても好評だったので、今後も開

催していければと思っている。 

 

紅浅間（前日撮影） 
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橋谷晃さんと歩くトレッキング講座 

 
 自然の美しさ、雄大さ、繊細さに触れるガイドウォークを行い、ただ歩くだけではな

いトレッキングの魅力を伝える体験講座を開催した。講師として、幅広い世代に人気の

ある山岳ガイド・橋谷晃氏にご協力いただいた（主催：安藤百福センター、運営協力：

ネイチュアリングスクール木風舎）。 
 
第 7 回「基礎から学ぶテント泊とアウトドア料理」 

 
日程：2016 年 6 月 4 日（土）11 時 ～ 5 日（日）17 時 
プログラム： 
 6 月 4 日（土）  ・黒斑山トレッキング（※トーミの頭往復 標高 2320m） 

・テント泊とアウトドア料理 
 6 月 5 日（日）  ・湯ノ丸山トレッキング（2101m） 
          ・登山用品のメンテナンスについて 
参加者数：参加者 15 名（男性 5 名、女性 10 名）、講師 1 名、事務局 3 名、 

サポートスタッフ 1 名（木風舎） 
講師：橋谷 晃（ネイチュアリングスクール木風舎代表） 
 
■活動の様子（1 日目） 

翌日が悪天候となる予報を受け、急きょ目的地

を黒斑山に変更。途中、遠くにアルプスの山々

を望むことができ、トーミの頭から見る景色へ

の期待が高まる。 
 
 
 
 
頑張って登ったご褒美は、浅間山をはじめとし

た大パノラマ。「浅間山は絵に描いたように綺

麗な山」とは参加者の声。 
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下山後、センターの森の中でテント泊の講習を

行った。橋谷氏から基本的な張り方、幕営時の

注意点や快適に過ごすコツなどを解説いただ

いた。その後、参加者各自で今夜の寝床を見付

けてテントを張り、夜に備えた。 
 
 

 
もう一つのテーマはアウトドア料理。ダッチオ

ーブン、スキレット、スモーカーなど、名前の

聞いたことがある調理器具でも、実際に手に取

ってみるのは初めてという方が多かった。 
 
 
 

 
■活動の様子（2 日目） 

開花を期待して訪れた湯の丸高原のレンゲツツ

ジは、まだ咲き始めたばかりであった。足元に

咲くイワカガミやシロバナヘビイチゴ、コケモ

モやミツバオウレンといった山の植物の解説を

聞きながら、湯ノ丸山頂を目指す。 
 
 

 
頂上付近では雲が懸かっており、遠くを見通す

ことはできなかったが、昼食後に天候がわずか

ながら回復。下山前に浅間山を望むことができ

た。 
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下山途中、登山道具の正しい調節方法やメンテ

ナンスについて橋谷氏の解説が入る。質問タイ

ムでは山岳テントの選び方についてアドバイ

スを求める方も。テント泊を通じてより自然に

親しみ、山歩きを楽しんでいただきたいと願う。 
 
 

 

第 8 回「アクシデント対処法と縦走」 

 

日程：2016 年 8 月 27 日（土）13 時 ～ 28 日（日）15 時 
プログラム： 
 8 月 27 日（土） ・アクシデント対処法（室内での講義） ・アウトドア料理体験 
 8 月 28 日（日） ・池の平湿原～東篭ノ登山トレッキング 
           
参加者数：参加者 14 名（男性 4 名、女性 10 名）、講師 1 名、事務局 3 名、 

サポートスタッフ 1 名（木風舎） 
参加費：19,500 円（食費、宿泊費、期間中のプログラム体験費込み） 
講師：橋谷 晃（ネイチュアリングスクール木風舎代表） 
 

■活動の様子（1 日目） 

アクシデント対処についての講義から始ま

った。ケガをしたらどうするか、クマやハチ

に遭遇してしまったらどうするか、様々なシ

チュエーションを想定し、どう対処するのが

いいのかを学んだ。 

 

 

 

夜は参加者と一緒にアウトドア料理。BBQ
でコミュニケーションを図り、ダッチオーブ

ンやスキレットを使用した食事にもチャレ

ンジした。 
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■活動の様子（2 日目） 

曇天のため予定を変

更し、池の平湿原へ。

秋の花を楽しみなが

ら橋谷さんのインタ

ープリテーション（解

説の技術）で、自然の

魅力を味わった。 

 

朝からずっと懸かっていた雲が切れ、佐久の

市街地が一望でき、思わず歓声が上がった。 

 

 

 

 

 

 

東篭ノ登山にも登り、短い距離ながらも複数

のピークをつなげて歩く体験をした。しっと

りとした雲の中を涼しく歩くことができた。 

 

 

 

 

 

残念ながら山頂からの眺望はなかったが、晴

れていれば味わえる 360 度の大展望をイメ

ージして楽しんだ。 
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第 9 回「冬だ！ 鍋だ！ 温泉だ！ よくばりスノーシューで雪遊び！」 

日程：2017 年 1 月 14 日（土）9 時 ～ 15 日（日）16 時 
プログラム：

1 月 14 日（土） ・湯ノ丸山スノーシュー・トレッキング 
1 月 15 日（日） ・高峰山スノーシュー・トレッキング 

人数：参加者 14 名（男性 3 名、女性 11 名）、講師 1 名、事務局 2 名、 
サポートスタッフ 1 名（木風舎）

講師：橋谷 晃（ネイチュアリングスクール木風舎代表）

■活動の様子（1 日目）

まずはバスで車坂峠まで移動。天候が思わしくないため、少

し早目の昼食を済ませてから湯ノ丸山に向けて出発する。参

加者の半数近くが、スノーシューは今回初めてだという。白

銀の世界は雪が吹き付けていて寒いが、慣れてくるとテンポ

良く足を運ぶことができる。 

1m 近くはあろうかというふかふかの雪。踏みしめて歩く音が

さくさくと心地よい。橋谷さんに促されるまま道を外れると、

ずぶずぶと股下まで雪にはまり、十分な積雪が感じられる。 

ストックが示す先にはシャクナゲが葉を丸めて

春を待っていた。「シャクナゲはこうして越冬し

ます」。ところどころ、休憩も兼ねて橋谷さんの

解説が入る。 

出発から 2 時間足らずで湯ノ丸山の山頂に到着。

晴れていれば見えたはずの大パノラマを想像し

ながら、温かい飲み物で一休みした。 

帰りは足跡ひとつない斜面を駆け下りたり、ソリ

で滑ったりする機会も。童心に帰ってまっさらな

パウダースノーを楽しんだ。 
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下山後はピエンロー、キムチ鍋、味噌きのこ鍋と、3 種類の鍋を囲んで乾杯。橋谷さ

んの話を聞いたり、参加者同士語り合ったりと話題は尽きず、楽しい時間を過ごした。 

 

■活動の様子（2 日目） 

強風のため、水ノ塔山の予定を変更して高峰山へ。

アサマ 2000 のスキー場から高峰温泉までは、雪

上車で移動する。ガタガタと大きく揺れる雪上車

が銀世界を抜けていく様は、まるで南極観測隊だ。 
 
 
 
高峰温泉で身支度を整えた後、高峰山へと出発。 
1 時間半ほどで到着した山頂には、高峰神社があ

る。初詣だという参加者もおり、それぞれお参り

を済ませたら早々に下山。2 日目とあってソリ遊

びにも慣れてきた参加者たちは、「ここなら滑れそ

う！」と自らポイントを見付けていた。 
 

下山後は高峰温泉で昼食を取り、温泉でゆったり

と冷えた体を温める。帰るころには風も弱まり、

何人かは雪上車のオープンデッキに乗って、開け

た視界の広大さや雪上車独特の揺れを存分に楽

しんだ。 
今回、2 日間ともパウダースノーに恵まれ、雪山

の楽しみ方を学ぶ、いいきっかけとなった。今後

も自然と大いに触れ合えるような企画を行って 
いきたい。 
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第 6 回浅間大学院生セミナー 

 

 環境教育や野外教育、自然体験活動など、広く「環境の分野」を研究している研究者

たちが集まり、研究を通して研鑽と交流を図ることを目的に、第 6 回浅間大学院生セミ

ナーを開催した。今回も分野を超えた交流を求めて大学院生が集まり、環境への関心を

共有する 3 日間となった。 
 
期日：2016 年 5 月 20 日（金）～5 月 22 日（日） 2 泊 3 日 
内容：1 日目＝オリエンテーション、アウトドア体験 
   2 日目＝講義、研究発表、アウトドア料理体験 
   3 日目＝環境思想をテーマとした講義・ディスカッション 
参加者数：大学院生 8 名、教員 4 名、事務局 3 名 
参加費：6,000 円（食費、宿泊費込） 
主催：安藤百福センター 
参加教員（順不同、敬称略）： 
 
安藤昭一（千葉大学教授） 
朝岡幸彦（東京農工大学教授） 
岡島成行（安藤百福センター・センター長） 
中村 達（安藤百福センター・副センター長） 
 

■活動の様子（1 日目） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 今回は新緑の森でスタート。野外教育専攻の参加者がアイスブレイクをお披露目し、

浅間·八ヶ岳パノラマトレイルでロゲイニング（野外スポーツ）を行った。 
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■活動の様子（2 日目） 

 

 

 

 

 

 

 

 

それぞれ専門が異なる教員の講義。 

初めて聞くテーマばかりで、興味が尽きない貴

重な時間だった。 

 

 

 

 

 

大学院生は、全員に対して研究発表。 

終えた直後から活発な意見交換が行われる。こ

の時間が視野を広げることに大きく役立つよ

うだ。 

 

 

 

 

最後は全員の前で、これからのアクションにつ

いて決意表明。どのような論文に仕上がるのか

楽しみである。 
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■活動の様子（3 日目）

初めて交流会を野外で実施。 

皆で料理を作り、遅くまで話し込む時間となった。 

環境思想の講義およびディスカッション。研究のベースとなる思想部分に触れられた

ことで、環境に対する意識が変わってきたという声もあった。 

最後に教員の皆さまから講評をいただき、セミナーは幕を閉じた。少人数の開催だった

が、その分活発な議論や深い関係性を築くことができた。多様な分野の研究者が集まり、

化学反応を起こす浅間大学院生セミナー。次回もどのような出会いがあるのか、とても

楽しみである。 
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平成 28 年度 自然ガイドステージⅠ登山ガイドステージⅡスキーガイドステージⅠ 

安全管理技術研修（2016 年 6 月 21～24 日/2016 年 12 月 1～4 日）

6 月 21～24 日 

開催場所 安藤百福記念 自然体験活動指導者養成センタ－ 

参加者 2 名（自然ガイドⅠ：2 名） 
公益財団法人安藤スポーツ‧食文化振興財団助成事業

参加費 42,000 円 担当講師 長内 覚（全日程）

 結果  2 名とも合格 

研修時間

開講式 オリエンテーション

フィールドにおける安全管理

安全管理の基本認識 

自然界における危険の認識と評価 

リスクアセスメントの方法

リスクアセスメント実習

8 時間 

危急時対応技術講習会 

危険を回避する基本的な方法（実技）

ロープを使って参加者の安全を守る方法

簡単な結び方、危険箇所にロープを固定するアイデア

山の気象と地形 講義

3 時間 

4 時間 

2 時間 

フィールド実習 終日 8 時間 

自然ガイドが知っていると得をするロープの使い方（実技）

自然歩道、登山道におけるロープ利用の利点

～大雨で道が荒れている時などに役立つ技術～

具合の悪くなった参加者を安全に導く方法

事例検証とデータ分析

登山を例にした山岳事故の分析

まとめ 研修確認試験  

4 時間 

2 時間 

1 時間 
 机上講習

実技講習

試験

研修時間合計

12 時間 
19 時間 
1 時間 

32 時間 

1．実施報告と結果 

2．講義および実技内容 
プログラム

第 1 日目

第 2 日目

第 3 日目

 第  4日目

 4日間の

研修時間
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3．担当講師所感 

＜講師担当者 長内 覚＞  実技・机上とも 

 

☆感想      今回は参加者が 2 名ということもあり、少し寂しい様子だったが、 
講習については人数が少ない分内容を濃く伝えることができた。 

      参加者も満足していた様子である。 
☆理解度・習得度 参加者の 2 名は山の経験が豊富であり、1 名は山岳会で活動して

いる方、もう 1 名は自然学校勤務者だった。そのためロープワー

ク等についてはスムースに習得できていた 
☆課題      とにかく参加者を増やすこと。 
☆今後の要望   ウェブメディア・雑誌などで告知 PR をする必要がある。 

 

 

12 月 1～4 日 
1．実施報告と結果 

開催場所  安藤百福記念 自然体験活動指導者養成センタ－   
  参加者   19 名（自然ガイドⅠ：14 名、登山ガイドⅡ＋スキーガイドⅠ：5 名） 
        公益財団法人安藤スポーツ‧食文化振興財団助成事業 
  参加費   42,000 円 

担当講師  平木 順（全日程）、畠山 浩一（全日程） 
      宮崎 孝（3、4 日）、菅野 由紀子（3、4 日） 

  結果    自然ガイドⅠ：14 名とも合格 
        登山ガイドⅡ＋スキーガイドⅠ：5 名とも合格 
 

2．講義および実技内容 

○12 月 1 日（木） 
9 時 30 分 開講式 オリエンテーション 

10 時 00 分～10 時 30 分   
公益社団法人日本山岳ガイド協会の資格制度について   畠山 
職能範囲、ガイドレシオ等 

         本研修会の位置付け 
10 時 30 分～12 時 00 分  

               ガイドの装備、出発準備等                畠山 
13 時 00 分～14 時 30 分  

         気象、山の天気                      畠山 
14 時 40 分～17 時 15 分  
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         安全管理                         平木 
19 時 30 分～21 時 00 分 

               危急時対応技術① シュミレーション（3 班に分かれて）   平木  
  

○12 月 2 日（金） 
8 時 30 分～12 時 00 分  

危急時対応技術②                    平木 
13 時 00 分～15 時 30 分  

         読図、全体的な補足                    畠山 
15 時 30 分～17 時 15 分  

         安全管理、ロープ技術基礎                 平木 
19 時 00 分～20 時 00 分   

救急法、手当等                       平木 
 

○12 月 3 日（土） 
8 時 30 分～16 時 30 分  

フィールド実習 ルートガイディング、解説技術（4 班に分かれて） 
 

○12 月 4 日（日） 
9 時 00 分～12 時 00 分  

実習 ロープ技術、ツエルト、搬送技術等①  
13 時 00 分～14 時 20 分 

実習 ロープ技術 ツエルト、搬送技術等② 
15 時 00 分～14 時 00 分 

               研修確認試験 
16 時 00 分 閉講式  解散 

 
      講師 試験を採点後、備品を事務局に発送したのち撤収 
 

3．担当講師所感 

〈講師報告 1〉  担当者 平木 順  
☆講習内容   講義（安全管理技術・危急時対応技術など） 
        1 日目：(講義)安全管理、危急時の初期対応、(実技)ロールプレイ 
        2 日目：(講義)危険の予知と認知、リスクアセスメント、KYT、心理

学、運動生理学、法的責任、(実技)包帯、テーピング、ロー

プの結び方 
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        3 日目：(実技)第 3 班担当、ルートガイディング、自然解説技術、ロ

ープの縦方向の固定と通過のさせ方、ムンターヒッチを使っ

た引き上げ引き降ろし 
        4 日目：(実技)第 3 班担当、ザック搬送、ツエルトの設営、固定ロー

プ復習 
 
☆感想 
自然ガイドについては活動中の方が多く、解説技術等については JMGA の体系との

違いをすり合わせ、それを理解していただければそれなりに使える技術をお持ちの方

が多いと感じた。一方、安全管理技術については、この講習で学んでいただいたこと

が多かったと感じた。スキーガイドの方は、自分なりの技術方法論をお持ちの方がい

る反面、技術にばらつきがあり、学んでいただくことが多いと感じた。 
 
☆理解度・習得度 
自然解説技術については、今回の 4 日間の講習では時間の関係であまり触れることが

できなかったので、安全管理技術のみ述べる。ロープワークについては、毎回だが日

ごろ触れる機会が少ない方が多いので、まだまだ練習が必要である。安全管理全般に

ついても同様の傾向である。ただ、そのこと自体を参加者が自覚している。  
 
☆課題 
協会として会員向けの、ロープワークも含めた安全管理技術の再教育のカリキュラム

を今後、用意する必要があると感じる。 
         
☆改善策 
普段ガイドとしてあまり活動していない会員や、ロープをほとんど使うことがない自

然ガイドや登山ガイド向けに、資格更新研修を兼ねた技術プログラムを作る。    
 
☆今後の要望    
このところこの講習の参加者が減る傾向になっていたが、今回また増えた。このこと

はまだまだこの講習会の告知不足にあるように感じる。また、これで JMGA の資格

を得た自然ガイドの活躍の機会を紹介する等、協会も努力する必要性を感じた。  
 
〈講師報告 2〉  担当者 宮崎 孝   
☆講習内容   12/3（土） 天気：晴れ 

08:30 蓼科‧八ヶ岳展望コースの道程表作成 
09:30 安藤百福センター発 
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蓼科‧八ヶ岳展望コースにて自然観察、現在地確認等、

無積雪期ルートガイディング研修

11:50 824.2m ピークにて昼食 
12:15 同 発

上記コースにて、無積雪期 RG 研修 
13:40 安藤百福センター帰着

ロープの結び方の復習

16:10 終了

12/4（日） 天気：曇り時々晴れ 
09:00 安藤百福センターにて、

・ロープの固定

・ロープを使った顧客の登下降

・ツエルト設営

12:00 昼食 
13:00 ザックによる背負い搬送 
14:10 実技講習修了 

〈講師報告 3〉  担当者 菅野 由起子

☆講習内容 12 月 3 日（土） 
08:30 研修室内にてナビゲーション表の作成、出発準備およびガイ

ディング中に実施すべき安全管理と危急時対応の確認。

10:00 蓼科‧八ヶ岳展望コースにてルートガイディング研修を実施。 
ガイド役を交代しながら、自然解説や現在地確認、危険箇所

での声掛けなどを実地で行う。

使った背負い搬送の講習。

（16:00 終了） 

（14:30 終了、15:00 から筆記試験） 

14:30  安藤百福センターの敷地内にて、ツエルトの設営、ザックを 

12 月 4 日（日） 
09:00  安藤百福センターの敷地内にてロープ講習会。結びの方の復習、  

横方向への固定ロープの設置、腕絡み下降を行う。

13:00 午前に引き続きロープ講習会。急傾斜におけるムンターヒッ 
チを使っての登下降の練習。残り時間で、参加者よりリクエス

トの多かったショートロープの解説を行う。
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☆感想        
すでに自然ガイドとして活動している方向けの研修会とあって、ネイチャーゲームの

要素を取り入れた自然解説術など知識豊富な人が多かった。その反面、地図やコンパ

スの使用方法やロープワーク、ツエルトの設営など、安全管理面の技術については学

んだ経験が少ないように見受けられ、かつ本人たちもそれを大いに感じているようだ

った。ガイド資格を取得後も、積極的にガイド協会が主催する講習会に参加すること

を要望する。それと、装備表からツエルトが抜けていたので、今後の開催時には注意

してほしい。 
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安藤百福センター事務局スタッフ紹介

■安藤 伸彌（あんどう のぶや） 東京都多摩市出身

主担当 研修会・委員会等の企画運営、トレイルコースの開発整備 

趣 味 一人旅、トレッキング、農的暮らし 

資格等 自然ガイドステージⅠ、環境社会検定試験合格 等 

初めは利用者側でセンターに来ていましたが、信州への移住を機に、

ひょんなことからスタッフとして働くようになりました。半農半Ｘ

的な生き方が理想ですが、実現は容易ではない……。 

■小島 真一（こじま しんいち） 神奈川県横浜市出身

主担当 研修会やイベントの企画運営、広報、情報交換会 

趣 味 上達しない料理 

資格等 登山ガイドステージⅠ、自然ガイドステージⅠ 

バーベキュー・インストラクター（初級）等 

安藤百福センターがオープンしたときから事務局として活動しています。アウトドア関

係の人が集まる環境にいるので、自然とたくさんの指導者と知り合うことができました。

「こんな人紹介してくれない？」という相談大歓迎です。 

■横堀 咲紀（よこぼり さき） 長野県小諸市出身

主担当 研修団体の受け入れ、イベント企画運営、外国 

人対応 

趣 味 読書、短歌、散歩、旅行、歌 

資格等 日本語教育能力検定試験合格、HSK（漢語水平 

職を探してセンターにたどり着きました。植物の名前がなかなか覚えられません……。 

考試） 6  級  

中 国で  2 度の日本語教師を経験。帰国後、そろそろ腰を落ち着かせなければと地元での
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【事務局コラム】 日本語教師からアウトドアの世界へ 

 
 横堀 咲紀 

「じゃあ、散歩に行きましょうか」 

 そう言われて、私は思わず真顔で聞き返した。「えっ、散歩？」。2014 年 4 月上旬の

ことだった。青年海外協力隊の日本語教育隊員として派遣された中華人民共和国遼寧省

鉄嶺市の鉄嶺市朝鮮族高級中学の食堂で、この会話は行われた。散歩に誘ってくれたの

は日本語科の李主任。私の母より少し若く、勉強熱心で綺麗な先生だった。「ご飯を食

べたら運動しなきゃ、でしょう」。なるほど。時刻は 12 時を少し回ったところ。ちょう

ど 5 時間目が終わり、学生たちがどっと食堂に流れ込んできた。授業がなかった私たち

は混雑する前に昼食を終えていたので、波に

逆らうようにして外に出た。「あの山に行き

ましょう」。李先生が指差す先、校門の外に

は山というには可愛らしい小高い丘のよう

な場所があった。龍首山という名のその山は、

最高でも標高 156m ほどらしい。学校はおよ

そ 60m のところにあったので、私がこれま

で持っていた山のイメージとはほど遠い。そ

の山を、李先生と 2 人で歩いた。インドア派な私だが、歩くのは好きだ。「先生、あの

花は何ですか」「迎春花といいます」などと話しながら、舗装された道を、多くの人と

行き交った。中国人にとって散歩は当たり前の習慣だ。唐突に思い出したことがあった。 

「趣味は……散歩です」。どこか内気な印象を与えるその学生は、しばし悩んだ後そう

答えた。2012 年 10 月ごろだったろうか。当時、吉林省の吉林市にある北華大学で日本

語教師をしていた私と学生とのやりとりである。

散歩だなんて、つまらないなぁ。そのときはそ

う思っただけだった。あれはつまらない趣味で

はなかった。最高に贅沢な時間の使い方だった。 

 中国人は思い思いに道を歩く。ポータブルオ

ーディオプレーヤーを肩から下げ、大音量で音

楽を聴きながら歩く人、後ろ向きに歩く人、ヒ

マワリの種を食べながら歩く人……。人馴れし

たリスがすぐそこまで来て、誰かが置いていっ

た種を食べている。へぇ、リスの指って人間み

たいだ。そんなことを散歩の中で知った。 初めて見たときはギョッとしたリスの指 

龍首山。左右に見えているのは校舎 
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 龍首山を通ると 30 分ほどで街に出る。と

きおりデパートへ歩いていった。歩いて帰

ろうとして迷ったこともあった。冬は氷点

下 20 度を下回る日もあったが、冴え冴えと

した空気と、龍首山の上の広場で踊ってい

る人たちを見るのが好きで、よく行った。

舗装されているところとされていないとこ

ろがあり、それぞれに趣がある。花の名前

は分からなかったが、散歩をするにはちょ

うどいい山だった。龍首山からは鉄嶺の平

坦な街並みがよく見えた。私が生まれ育った小諸市とは、全く違う景色だった。 

 2 年間の任期を終え帰ってきたとき、父は南相木の山の中に小さな別荘（通称山小屋）

を買い、妹は就職したもののすぐに転職、茅葺き屋根職人に弟子入りを果たしていた。

山小屋で薪割りをし、薪ストーブを焚くという非日常が私の人生に現れた。茅葺き屋根

職人見習いの妹といると、私がただの野山としか認識していなかったものに色が付いて

いく。植物の名前や生態を知ると景色が変わってくる。野生の中で生き抜く知識や力を、

妹は身に着けていた。そういう生き方をしたいと思い始めたおり、当センターの求人を

見付けた。ハローワークのソファに座り順番を待つ間、スマホの小さな画面でホームペ

ージを見た。「これだ！」と思った。登山もアウトドアも全くの初心者ではあったが、

周りを自然に囲まれた職場は、毎日が楽しい。今のところ登山をしていて、もう無理だ

と思ったこともない。ひとつずつ新しいことを学ぶたびに、生活が鮮やかになるような

気がしている。世界が広がれば広がるほど、自分の存在が輪郭を持ち始める。と同時に、

幼いころ父に連れられてキャンプやスキーに行ったことを思い出す。ここ信州小諸で自

然に囲まれ、恵まれた子ども時代を過ごしていたことに、改めて気付いた。 

 

龍首山の上から見た鉄嶺。市街地は反対側 

学校から龍首山へ上がる道 龍首山の上の広場。ときおり太極拳をしている団体がいる 
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新聞掲載記事（一部） 

 

  2016 年 6 月 7 日 信濃毎日新聞 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2016 年 5 月 26 日 日本経済新聞（長野版） 
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2016 年 6 月 5 日 中日新聞（長野版） 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

2016 年 6 月 15 日 東京新聞 
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2016 年 7 月 31 日 日本経済新聞 
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2017 年 3 月 9 日 朝日新聞（長野版） 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
2017 年 3 月 2 日 日本経済新聞（長野版） 
                       2017 年 3 月 10 日 小諸新聞 
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安藤百福センター 運営組織 

 

顧問 

荒牧 重雄 東京大学名誉教授、火山学者 

安藤 昭一 千葉大学 シニアフェロー 

荻原 健司 スキーノルディック複合五輪金メダリスト、北野建設株式会社スキー部 GM 
林  貞行 元外務事務次官、元駐英特命全権大使 

丸山 庄司 元全日本スキー連盟 専務理事 

 

運営委員会 

委員長 安藤 宏基 
公益財団法人安藤スポーツ･食文化振興財団 理事長 

日清食品ホールディングス株式会社 代表取締役社長・CEO 

副委員長 安藤 徳隆 

公益財団法人安藤スポーツ･食文化振興財団 副理事長 

日清食品ホールディングス株式会社 代表取締役副社長・

COO 

委員 

飯田  稔 仙台大学 上級研究アドバイザー 

小泉 俊博 小諸市長 

中村  達 

アウトドアジャーナリスト・プロデューサー 

特定非営利活動法人日本ロングトレイル協会 代表理事 

安藤百福センター センター長 

水野 正人 ミズノ株式会社 相談役会長 

 

諮問委員会 

委員長 節田 重節 特定非営利活動法人日本ロングトレイル協会 会長 

委員 

磯野 剛太 
公益社団法人日本山岳ガイド協会 理事長 

一般財団法人全国山の日協議会 理事長 

神長 幹雄 株式会社山と溪谷社 編集者 

木村  宏 
北海道大学 特任教授 

特定非営利活動法人信越トレイルクラブ 理事 

橋谷  晃 木風舎 代表 

山田 俊行 トヨタ白川郷自然學校 學校長 

（50 音順、2017 年 4 月現在） 
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2016 年度 安藤百福センター実施事業

■主催

5/20～22 
5/28 
6/4～5 
8/11 
8/27～28 
11/5 
11/13 
11/17～18 
11/29～12/1 
12/5～6 
1/11～13 
1/16～17 
1/30～31 
2/6～8 

■共催

6/26～27 
7/16～17 
8/20～21 
9/17～18 
10/15～16 
11/12～13 
2/18～19 

2/25～26 

6/21～24 
12/1～4

3/4～5 

特定非営利活動法人アウトドアライフデザイン開発機構

第 1 回ロングトレイルハイカー入門講座 
第 2 回ロングトレイルハイカー入門講座 
第 3 回ロングトレイルハイカー入門講座 
第 4 回ロングトレイルハイカー入門講座 
第 5 回ロングトレイルハイカー入門講座 
第 6 回ロングトレイルハイカー入門講座 
ロングトレイルハイカー入門講座 特別編

特定非営利活動法人日本ロングトレイル協会

第 3 回ロングトレイルシンポジウム 

公益社団法人日本山岳ガイド協会 

自然ガイドのための安全管理技術研修会

公益社団法人日本山岳会 

第 5 回登山教室指導者養成講習会

 第  6 回浅間大学院生セミナー 
ツリーハウスイベント「自然で楽しむアートフェス！」

 第  7 回橋谷晃さんと歩くトレッキング講座 
みんなでダイヤモンド浅間を見に行こう！（山の日制定記念イベント）

 第  8 回橋谷晃さんと歩くトレッキング講座 
ツリーハウスイベント「信州の収穫祭」

みんなでパール浅間を見に行こう！

自然系ビジネス・スタートアップセミナー（マーケティング）

自然系ビジネス・コミュニケーションセミナー（東京）

自然系ビジネス・スタートアップセミナー（ファシリテーション）

自然系ビジネス・コミュニケーションセミナー（沖縄）

 第  9 回橋谷晃さんと歩くトレッキング講座 
自然系ビジネス・スタートアップセミナー（ IT 活用） 
自然系ビジネス・コミュニケーションセミナー（京都） 
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2016 年度 研修利用状況表 
月 日 団 体 名 事 業 名 

3 
31～1 

特定非営利活動法人やまぼうし自

然学校 
マネジメント基礎研修 

4 

1～3 東京農工大学 環境教育ゼミ合宿 
12～13 公益社団法人日本山岳ガイド協会 検定員研修会 
16～17 ミズノ（株） ミズノアウトドアスクール 

18～21 
一般社団法人ウィルダネスメディ

カルアソシエイツジャパン 
野外・災害救急法 WAFA アドバンス

レベル 

23～24 人材マネジメント部会小諸支部 
人材マネジメント部会長野支部研修

会 

5 

8～12 
日清食品ホールディングス（株） 
人事部 

社員研修 

12 信州外あそびネットワーク 運営会議 

14～18 森環境教育事務所 
自然体験活動指導者養成講座 
（中国人対象 NEAL リーダー講座） 

20～22 安藤百福センター 第 6 回浅間大学院生セミナー 

25～26 
一般社団法人嬬恋軽井沢自然倶楽

部 
自然体験活動指導者養成講座 
（NEAL リーダー研修） 

26～27 
特定非営利活動法人日本ロングト

レイル協会 
理事会・総会 

27～29 安藤百福センター 
ツリーハウスイベント 
「自然で楽しむアートフェス！」 

6 

4～5 安藤百福センター 
第 7 回橋谷晃さんと歩くトレッキン

グ講座 
9～10 （株）丸山珈琲 社員研修 
11～12 BAPA 事務局（株式会社ベンチ） 旅する BAPA 
17～18 植村冒険館 植村冒険館アドベンチャー講座 
20 信州外あそびネットワーク 人材創出部会ミーティング 

21～24 公益社団法人日本山岳ガイド協会 
自然ガイドのための安全管理技術研

修会 

26～27 
特定非営利活動法人アウトドアラ

イフデザイン開発機構 
第 1 回ロングトレイルハイカー入門

講座 
26 上田市教育委員会 野外活動リーダー養成講座 

7 1～2 インハウスデザイン協会 IDM 小諸会議 
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月 日 団 体 名 事 業 名 

7 

16～17 
特定非営利活動法人アウトドアラ

イフデザイン開発機構

第 2 回ロングトレイルハイカー入門

講座

16 日清食品（株）長野営業所
ツルヤおいしいしょくいくスクール

＆親子ハイキング

23～24 長野県レクリエーション協会 2016 年夏学習会 

8 

4～5 
日清食品ホールディングス（株）

人事部
社員研修

10～12 日本獣医生命科学大学 理科教育法（教員養成課程）

17～19 清泉女学院短期大学

20～21 
特定非営利活動法人アウトドアラ

イフデザイン開発機構

第 3 回ロングトレイルハイカー入門

講座

23～24 株式会社バリューブックス 社員研修

25～27 日清食品グループ
百福士事業「あやしいオヤジを正し

いオヤジに変える」プロジェクト

27～28 安藤百福センター
第8回 橋谷晃さんと歩くトレッキン

グ講座

9 

2～4 日本獣医生命科学大学 理科教育法（教員養成課程）

5～6 公益社団法人日本山岳ガイド協会 危急時対応技術講習会

9 信州外あそびネットワーク NEAL インストラクター更新講習会 
10～13 公益社団法人日本山岳ガイド協会 ファーストエイド講習会

17～18 
特定非営利活動法人アウトドアラ

イフデザイン開発機構

第 4 回ロングトレイルハイカー入門

講座

19～22 明治学院大学 アグロツーリズムと環境教育

24 小諸市役所 小諸アグリカルチャーミーティング

10 

1～2 （株）ON-WIPPS ASE 研修 

7～10 日本ボーイスカウト長野県連盟
ウッドバッジ研修所 ビーバースカ

ウト課程 長野第 10 期

12～13 
一般社団法人嬬恋軽井沢自然倶楽

部

自然体験活動指導者養成講習

（NEAL リーダー研修） 

15～16 
特定非営利活動法人アウトドアラ

イフデザイン開発機構

第 5 回ロングトレイルハイカー入門

講座

24～26 
日清食品ホールディングス（株）

人事部
5days Internship work as a creator 

保育特別講座

（自然体験活動指導者養成）
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月 日 団 体 名 事 業 名 

10 29～30 小諸市役所 地域資源の利活用を考える研修

11 

4～6 安藤百福センター
ツリーハウスイベント

「信州の収穫祭」

7～8 公益社団法人日本山岳ガイド協会
自然ガイドのためのロープアクティ

ビティ

10～11 小諸市役所 職員研修

12～13 
特定非営利活動法人アウトドアラ

イフデザイン開発機構

第 6 回ロングトレイルハイカー入門

講座

17～18 安藤百福センター
自然系ビジネス・スタートアップセ

ミナー（マーケティング）

19～20 公益社団法人日本山岳会 図書委員会定例山行

21～22 
公益社団法人日本環境教育フォー

ラム
東京シニア自然大学「浅間山を学ぶ」 

23～24 公益社団法人日本山岳ガイド協会 危急時対応技術講習会

28～29 信州外あそびネットワーク NEAL リーダー養成会 

12 

1～4 公益社団法人日本山岳ガイド協会
自然ガイドのための安全管理技術研

修会

5～6 安藤百福センター
自然系ビジネス・スタートアップセ

ミナー（ファシリテーション）

10～14 
特定非営利活動法人国際自然大学

校
スキートレーニング

1 

16～17 安藤百福センター

26～27 （株）丸山珈琲 社員研修

30～31 安藤百福センター
自然系ビジネス・スタートアップセ

ミナー（IT 活用）

2 

9～11 
日清食品ホールディングス（株）

人事部
5days Internship work as a creator 

18～19 
特定非営利活動法人アウトドアラ

イフデザイン開発機構

ロングトレイルハイカー入門講座

特別編

23～24 信州外あそびネットワーク 第 4 回信州外あそびミーティング 

24～26 
特定非営利活動法人日本ロングト

レイル協会
第 4 回ロングトレイルシンポジウム 

28～1 有限会社きたもっく 社員研修

 第  9   回橋谷晃さんと歩くトレッキン

グ講座
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月 日 団 体 名 事 業 名 

 
3 

2～4 富士通（株） 長野支社 クリエイティブ・信州ソン 
4～5 公益社団法人日本山岳会 第 5 回登山教室指導者養成講習会 
10～11 公益社団法人日本山岳ガイド協会 危急時対応技術講習会 
22～24 社会福祉法人みまき福祉会 職員研修 
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編集後記 

 
  
 今回から編集担当となりました。これだけたくさんの文章とにらめっこするのは人生

初。どんな内容にしたら読者に喜んでもらえるだろうかと妄想を膨らませつつ、執筆

者・関係者のご協力により完成しました。ありがとうございました。◆特集はロングト

レイルです。これまでの指導者養成事業だけでなく、アウトドアズ全般にウイングを広

げた新しい枠組みを作っていく方針です。初のトレイルハイカー講座も好評で、首都圏

からたくさんの参加がありました。◆自然系ビジネスセミナーでは、一般的な事業展開

に必要なスキルをサポートするシステムが、業界としてまだまだ不足していると感じま

した。◆山の日にダイヤモンド浅間は現れませんでしたが、日の出を期待しながら登っ

た 30 人の方々とは、不思議な一体感がありました。感動的だったパール浅間の企画と

ともに継続していきたいと思います。◆表紙は浅間‧八ヶ岳パノラマトレイルの千曲川

コースです。暑い日は、終盤に通る天然の冷蔵庫「風穴」でクールダウンするのがオス

スメです。◆今さらですが、「スタッフ紹介」を掲載しました。新人のコラムも併せて

ご笑覧ください。（K） 
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